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オトメ３原則！　３


松　智洋










この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。










[image: ]










[image: ]









Ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ



大河原本気（おおがわらもとき）


高校二年生。家事万能で機械いじりが趣味。ロボロボ部の制作担当。両親は高名なロボット工学者。






久遠　遙（くおんはるか）


高校二年生。本気の幼なじみで同居同然に暮らす。本気とは「ハルカちゃん３原則」という約束を交わしておりロボットに嫌悪感を持っているが本気のロボットになりたいと思っている。






プロトⅡ「ラブ」


本気の父が作った高性能（？）ロボット。人間になりたいと望んでおり、いつも遙のまねをしようとする。学習型システムである０システム試作実証実験機プロトⅡ。






永野明里（ながのあかり）


車椅子で生活する美女。生徒会長にしてロボロボ部の部長。前向きでいつも場を明るくする名人。






高倉康夫（たかくらやすお）


小柄ジャニーズ系のイケメンで、コンピュータに強い。本気たちのクラスメートでロボロボ部員。






川森慎太郎（かわもりしんたろう）


長身でメガネ。ネット中毒で口が悪い本気の友人。ロボロボ部に所属。妹が欲しいが口癖。






小松崎公恵（こまつざききみえ）


本気たちの担任で、見た目も口調も幼く女子中学生にしか見えないが実はアラサー。






宮武富子（みやたけとみこ）


遙の自称親友で、新聞部に所属する元気な少女。本気のことは目の敵にしている。







大河原勇希（おおがわらゆき）


本気の姉で大学の研究室に所属するロボット工学の俊英。本気と遙の監視役。本人自体がかなりの変人。






えふさん（Ｆ―03）


勇希の研究室が所持する一般的な汎用人型ロボット。家事能力とＦカップの巨乳がラブの嫉妬を呼ぶ。






鷲尾神楽（わしおかぐら）


本気と遙のクラスに転入してきたお嬢様。ロボットが珍しくないらしく、ラブと普通に接してくれる。









Ｃｏｎｔｅｎｔｓ




プロローグ


第一章　新学期の憂鬱

第二章　距離の問題

第三章　新しい目標

第四章　転校生の真実

第五章　そして０になる



エピローグ


あとがき








イラスト／ななろば華









　家族は、初めて出会う他人でもある














プロローグ









　俺は、夢を見ていた。

　随ずい分ぶん小さな頃の夢らしく、周りに見えるものがとにかく大きい。

　台所の冷蔵庫に手が届かなくて、俺は必死で背伸びをする。

「本もと気き、何をしている。危ないからやめなさい」

　断定的な声で俺を制したのは、年の離れた姉の勇ゆ希きだった。

「で、でも……は、ハルカちゃんが、ミルク飲みたいって……」

　なんだか緊張して口ごもってしまう。俺はどうにもこの無表情な姉が苦手だった。

　いつだって俺のやることに干渉してくるから、邪魔されているように感じるのだ。

「マジくーん、ミルクまーだー」

　両親に連れられて我が家を訪問している同い年の遙はるかは、俺よりずっと年上に見えて、お姫様並みに傍ぼう若じやく無ぶ人じんだ。でも、俺はこの同じ年の美少女に気に入られたくて仕方ない。

「う、うん。ちょっと待って」

「本気、勇希、こちらに来なさい。せっかく久く遠おん博士がいらっしゃっているのだから」

　あまり家にいない父が、上機嫌に言う。母も、隣に座っていてニコニコしていた。

　俺はミルクを諦めて両親の元に戻る。二人とも笑顔でいることに、妙に緊張する。

　久遠博士が来る時は、父も母も笑顔だ。それ以外の時の両親は……いつも喧けん嘩かをしている。

　幸せそうな遙を膝に乗せた久遠博士、遙のお父さんは俺の両親を笑顔にしてくれる魔法を使える。俺の両親も、遙の両親もロボットを作る仕事をしている。俺は何よりその事を凄すごいと思っていた。笑顔を絶やさず、久遠博士はおずおずと座った俺を撫なでてくれた。

「学生時代、研究室の同期みんなの憧れだったふたりが結婚して、俺もなんとか研究室の後輩と結婚して、同じ年の子どもが出来るなんて、こんな素敵な偶然はないな。しかも大おお河が原わらは歴史に残る研究者になったわけだし、俺も続きたいよ」

「何言ってるんだ。お前の方が研究者としては上だろう。お前のシステムは画期的だ」

　笑顔を見せる訳ではないにしても、父が他人を褒ほめるのも珍しく、俺は久遠博士を見つめる。

「いやいや、俺なんかまだまだだよ。お前は曲がりなりにも実用品を作ったわけだからな」

　久遠博士は、娘と奥さんに照れたように微ほほ笑えむと、テーブルサイドにいる存在に目を向ける。

　それは人型ロボットだった。見るからに無骨で機械以外には見えないし、実験機らしく配線も一部剝むき出だしの状態だけど、それは確かに、人の働きを再現する機能を備えている。

　ロボットを気持ち悪そうに見た遙は、口を尖らせて俺を見る。

「もー、ロボットなんてきらーい。マジくん、ミルク飲もうよー」

「あ、そ、そうだった。えっと……」

「ふふ、マジ、座ってなさい。プロトゼロ。ミルクをふたつ、コーヒーを四つお願い」

「了解しました、マスター」

　母の指示を受けて、いくつかの光を明滅させたロボットは、俺の代わりにミルクとコーヒーを用意し始める。見た目よりもずっとなめらかな動きで、久遠博士と奥さんは歓声をあげ、父はさらに上機嫌になり、父の共同開発者である母は機嫌良く父に寄り添う。正直、ものごころついて以来こんなに仲良く見える父と母を見たことはないかもしれない。久遠博士は父さんのロボットを絶賛してくれた。俺には、父と母をこんな笑顔にさせる博士の方が凄いと思えたけど。

　ロボットの淹いれてくれたミルクを飲む遙と俺に、博士がイタズラっぽい笑顔を向ける。

「よし、二人を婚約させよう！　そうすれば、大河原たちの研究も俺のモノになるし！　遙、どうだ？　本気くんと結婚したらいいんじゃないか？　遙も本気くん好きだろ？」

「えー、マジくんー、どっしよっかなあー」

「あら、そんなの親が勝手に決めちゃダメよ。結婚って……大変なんだから。マジが、うちの旦だん那なに似ちゃったら、遙ちゃんが大変よ」

　そう言ったのは母だった。家の中で俺をあだ名で呼ぶのは母だけだ。父はその言葉に苦笑した。俺は首を竦すくめる。久遠博士がいなかったら、もう喧嘩が始まっていたに違いない。

「いやいや、まあ、研究一筋じゃなきゃこんな成果は出せないさ。そうだ、俺の研究の成果も見てくれよ。まだ実験にもほど遠いレベルなんだけど、基礎研究はかなり進んで……」

　博士は敏感に空気を察して話題を変える。そこからは勇ゆ希き姉ねえも一緒になって難しい話が始まり、遙は不機嫌そうに父親の膝から降りる。

「マジくん、あそぼ！　ハルカ、たいくつ！」

「う、うん！」

　俺はちっちゃな遙に手を引かれてテーブルを離れようとして……ロボットにぶつかった。

「いたっ」

「申し訳ありません。本気様。何かお手伝い出来る事はありますか？」

　剝き出しの機械の身体からかすかな音を立てて、プロトゼロは俺たちの方に首を向ける。

　俺には見慣れたその姿も、遙にとっては恐いものだったみたいで、彼女はさっと俺の後ろに隠れる。大丈夫だよ、と遙に微笑んで、俺はロボットに胸を張る。

「大丈夫だよ、プロトゼロ。ハルカちゃん。ロボットは人間の役に立つ為に作られてるって、父さんがいってた。ロボットはなにも悪いことしないよ」

「……そんなのわからないよ。だって、人間みたいだもん、このロボット」

　遙は不安そうにロボットを見上げた。

　ロボットは、何の表情も浮かべずただ俺たちを見下ろしている。元よりこの時期のロボットには表情筋に類するものなんて付いていないのだから当然のことなんだけど。

　俺たちの後ろで白熱するお互いの両親の話を聞きながら、俺と遙は所在なく立ち尽くしていた。そんな俺たちを見つめているのは、無表情なロボットだけだったのだ。




　俺は、かすかな声で目を覚ました。時計は起床時間より少し早いことを告げている。

（夢……みてたのか……子どもの頃……だよな……）

　そう思った時には、夢の輪りん郭かくは崩れて思い出せなくなっていく。

　代わりにドアの外から、聞き慣れた声が近づいてくるのが判った。

「ラブ、マジくんを起こすのは遙の役目だっていつも言ってるでしょ、ついてこないで！　今日から新学期なんだから、記念すべき最初の起床は、あたしが起こしてあげないと！」

「えーっ、お言葉ですが、それは、ズルイですっ、ラブだってマスターを起こして差し上げたいのです！　ラブはマスターのお役にたつロボットとなるべく頑張っているのです！　学校が始まるからこそ、規則正しい生活が大切！　ラブ、知ってます！」

　勢いよく部屋に入ってきた二人は、ドアのところで額をつきあわせた。

「いーえ、これは幼なじみのあたしの特権だよ！　ハルカちゃん３原則だからねっ！」

「遙さん、ラブ、疑問があります！　３原則ではマスターが遙さんのお世話をするのですよね？　遙さんがマスターのお世話をするんじゃなく。だから、マスターが遙さんを起こすなら判るのですが、遙さんがマスターを起こす必要はないと思うのです！」

「うっ、そ、それは……ラブ、ヘンなこと覚えないでよ！」

「ラブは学習するロボットなのです！　遙さんに習っているのです！」

「だーかーらー、あたしの真ま似ねはしないでってばっ」

「了解できないのです！　遙さんはラブの理想なのです！　ラブは人間に、遙さんみたいになりたいのです！　だからラブは遙さんと一緒にマスターをお起こししたいんですぅ」

「邪魔しないでってばーっ！　学校に行ったらマジくんと仲良くできないんだから！　マジくんエネルギー補給しないといけないの！　判る？」

「判ります。でも、判りませんです！　ラブも、マスターを起こして差し上げたいのです！」

　……こんなに賑にぎやかに部屋に入ってきて、起こすも何もないもんだ。

　俺はため息をつくと、ベッドに半身を起こす。

「あの……俺もう起きてるけど？」

　二人の顔がくるっと回って俺を見る。二人ともびっくりした顔をしているのが納得いかない。

「なんで起きてるのマジくん！」

「起きてたら起こせないです、マスター！」

　同時に怒られました。気の合うことでなによりだよ。俺としてはため息しか出ないけど。

「ラブがあたしの邪魔をするから、マジくん起きちゃったじゃない！」

　ぷんすかと怒っているのが、幼なじみで隣に住む久遠遙。ツインテールにリボンで結って残りを流した、長い茶髪の可か愛わいい感じの顔立ちの美少女だ。俺たちの通う学校では『鉄壁の優等生』を演じているが、今は地が出て昔通りにむくれた表情は子どもっぽい。だが、幼い頃とは違って大きめの胸にメリハリのあるプロポーション。本当によく育ったものだ。

「うぅ、ラブの大事なお仕事なのに失敗したですぅ～」

　ガクリと落ち込んでいるのが、親父が作った試作ロボットのラブだ。

　遙より幼い雰ふん囲い気きを持つラブも驚くほどの美少女だ。多分、少女たちが憧れるだろう細い体型で全体に色彩が淡い。黒い制服のスカートを身につけた遙と好対象に白い服が似合う、こぼれそうに大きい瞳の愛らしい少女だ。頭についたコネクタさえ見えなければ誰もロボットとは気付かないと思う。ただし、中身は廃棄寸前だったらしい０ラブシステムと言われる学習型システムを搭とう載さいしていて、美少女に似合わぬドジっ子だったりもする。

　そんなことを考えているうちに二人は、再び言い争いを始めてしまう。

「もうっ、ラブのせいなんだからねっ！」

「ご、ごめんなさいです。でも、遙さんが大きな声出すからマスターが起きちゃったと思うのです。ラブの記録によれば、遙さんの声の方が１デシベル大きかったのです！」

「遙のせいじゃないもん！　ラブが私の真似をするからでしょ！」

「遙さんが一緒に起こさせてくれないからです！　それは意地悪だと思うのです！」

　睨にらみ合う二人に、俺はドキドキしてしまう。

「な、なぁ朝からケンカはやめようよ」

「「むむむむむ～」」

　二人は俺の言葉も無視してにらみ合う。これは……つかみ合いのケンカにでもなったら、俺が間に入って止めるしかないか……と覚悟を決めた時だった。

「「ぷっ」」

　と噴き出す音が二つ。あれ？

「あはははっ、なんだか……夏休み前に戻ったみたい」

「はい遙さん。ラブ、嬉しいです！」

　な、なんだなんだ？　喧けん嘩かしたり仲直りしたり……忙しいな。

　遙は、ラブに笑顔を向けた。

「相変わらず困る事もあるけど……やっぱり一緒に新学期迎えられて、よかったね、ラブ」

「はい、マスターと遙さん、そしてロボロボ部のみなさんのお蔭です」

　幸せそうに微笑むラブに、俺はふたりの行動が腑ふに落ちた。

　この夏休み、俺たちとラブは保護者代理である勇希姉に、ひとつの課題を出されていた。

『ラブを役に立つロボットに育てること』

　親父の作った試作実証実験機であるラブは、普通のロボットではない。それを心配した勇希姉は最初、彼女のシステムを入れ替えようとした。俺がそれに反対すると、夏休みの間にラブを成長させられなければ親父のところに返品しろ、と自分の作ったロボットを連れてきた。

　いくつかの事件を経て、勇希姉はラブを認めてくれ、つい数日前にラブが二学期もこの家にいられるのが決まったのだ。ほとんど同居同然の二人暮らしをしている俺と遙が、これからも一緒に暮らせる条件でもあったから、今まで通りの暮らしが出来る事が幸せなのだ。








[image: ]









　遙は以前、ロボットを嫌っていた。今回の事でラブについては軟化してくれたみたいだ。高校もロボットを作る部であるロボロボ部に所属したし、これから、色々な変化がやってきそうな気がする新学期だった。その時、ラブがぽん、と手を叩く。

「あ、ラブはいいことを思いついてしまいました」

「なになに？」

「マスターにもう一度寝て貰もらえばいいんじゃないでしょうか」

「だよねー。マジくん、まだ眠いよね？　ねっ？」

「いやいや、いまさら眠気なんてカケラも残ってないって」

　あれだけ枕元で騒がれたら、熟睡してても目覚めると思う。

　ついでに言えば、新学期早々遅刻したくはない。

「えー、いいもん。マジくんはまだベッドの中なんだから、寝てる！」

　ちゃんと起きてるって。身を起こしているのが見えないわけでもないだろうに。

「ですよねっ！　起こさなければなりません。ここは遙さんからじきじきに教わった起こし方で～、えいっですっ」

　ラブが俺のベッドに乗っかって、隣にもぐりこもうとする。

「あっ、ラブ、なにを抜け駆けしてるのよっ、それラブにこうしろって教えたんじゃないからっ！」

　遙もラブに負けまいと俺の隣にもぐりこんできた。

「添い寝をするのは遙ちゃんの役目だよ！」

「うふふっ、ラブもマスターから補給を受けるのですっ」

「ダメ～！　それは遙ちゃん専用のエネルギーなのっ！」

「そんなことないですっ！　ラブも、マスターのエネルギー感じますです！」

「だめーっ、なんか減る気がしてきたっ！　ラブ、マジくんエネルギー取らないでっ！」

　俺の両側でまたしても口論が始まる。押しつけられる柔らかい身体からだと、いい匂におい。

　遙は当然としてラブも人間同様に体温を備えているので、もうなんというか……意識してしまったら大事故が発生しそうな状況だ。いや、なんたって早朝なんですよ？

「だあああっ！　遅刻するだろーっ！　俺、起きるからな！」

　恥ずかしさにたまらなくなって、俺は二人を残してベッドから飛び出した。

　まったく、健全な男子高校生の朝をなんだと思ってるんだ！

　このまま大変な事になったらどうしてくれるっ！

　などという内心の動どう揺ようを悟らせないよう、俺は着替えを取り出すと怒った顔で二人の入って来たドアを抜けて廊ろう下かに逃げ出した。一階への階段を二段飛ばしで駆け下りる。

「マジくーん」

「マスターっ」

　二人の呼びかけを無視して階下に急ぐ俺の口元には笑みが浮かんでいる。

　なんだか二人が遠えん慮りよなく喧嘩する姿が、平和の象徴に思えてつい笑ってしまうんだ。

　ラブが我が家に残れるかどうかの試練を乗り越えた実感がやっと沸いてきた。

　さあ、朝食を作ろう。遙のご飯の用意は俺の役目と決まっているのだ。

　今日は遙とラブの好物を用意して、二人の喜ぶ顔をみたい。そんな風に俺は思うのだった。




　二人がちょっとだけバツの悪そうな顔でリビングに戻ってきた頃には、俺は既に朝食の用意を終えていた。小学校低学年から家事をこなしてきた俺のスキルはなかなかのモノなのだ。

「朝飯、出来たぞ」

　ちょっとだけぶっきらぼうに言ってしまうのは仕方ないと思う。朝の男性生理についてそろそろ少しは考えて欲しいものだ。遙だけの時は、なんていうか小学校からの継続性のせいか完全に平気だったのになぁ……夏休みを経て、俺も少し変化したのかもしれない。

「わあ、遙さん見てください！　揚げたてのドーナッツですよーっ」

「あたしには、オムレツ！　マジくん、今日は豪華だね」

　その時、ラブの足下に毛玉のようなものがくっついていく。

「あ、アラシ！　おはようです。アラシもご飯食べる？」

　ラブが抱き上げたのは、俺が作った猫型マスコットロボットだ。

　市販のキットをベースに色々と工く夫ふうしてある。この夏の合宿の成果のひとつだった。

　俺たちはラブの成長を目的に行った合宿で大きな事故に巻き込まれて、それをラブとこのアラシの前身である猫ロボ。そして勇希姉の作ったロボットであるえふさんに助けられた。

　そのことがなければ、今、俺たちはこうして団らんを迎えられなかったかもしれないのだ。

　俺は、感かん慨がい深く朝食を口に運んだ。遙たちも同じ気持ちなのだと思う。

「んー、やっぱりマジくんのオムレツが一番だねっ」

「むむっ、ラブはいつか遙さんに喜んでもらえるオムレツを作るです。もうちょっとなのです」

「うん、ラブはかなりうまくなったよな。焦がさなくなったし。なぁ遙？」

「だけど、やっぱりマジくんのに比べたらまだまだ雲うん泥でいの差だよ」

「ううっ、遙さん厳しいです……容よう赦しやないです。でも、これは愛のムチなんですね。ラブ、頑張ります」

　ポジティブでよろしい。食卓にある充電器に座ってるアラシを撫でて、ラブは笑顔を作る。

「だから、マスターにもたまに厳しいんですねっ、愛ゆえなのですねっ」

「っ、うぐっ……ぅ。の、のどにつまっ……」

「お、おい大丈夫か、遙」

　水を渡すと、遙はごくごくっと飲み干した。顔が赤い。

「ラ、ラブったら何を言い出すのよっ！　びっくりして息できなくなっちゃったじゃないのっ！　あ、愛だなんて……愛……っ……マジくん……もちろっ……だけどっ」

　真っ赤になった遙に、ラブは不思議そうな顔だ。

「……ラブ、愛とかってそんなに使う単語じゃないんだよ。そうだなあ、俺と遙は確かに仲良しだけど、ラブと遙も仲良しだろ？」

「はいです！　でも、それは愛とは違うのですか？」

　う、うーん、そう言われると……困ってしまうぞ。俺が遙を見ると、遙は慌てたように立ち上がった。しかも、目を閉じて集中するような顔で、優等生モードになろうとしている。

「あ、あたしっ、もう行くね！　早めに出ないとみんなに見つかっちゃう……んー」

　真っ赤になっていた遙が、すうっと、落ち着いた表情になる。

「じゃあ、私は先に行くわ。ラブ、誰か訪ねて来ても、絶対に応対しちゃダメよ！　あなた、今大変な状況なんだからね！」

　目を開くと、表情と口調が変化してキリッとした優等生モードにチェンジしている。素早いよなー。生徒会役員であり、風紀委員、クラス委員長の優等生、久遠遙のできあがりだ。

　遙は、肝心な事を思い出した、というように語り始める。

「もしも、強引に入って来るようならメールしなさいね。今日は授業もないし、携帯の電源は切らずにいるから。家の外には絶対出ないこと」

「はい、です。遙さん」

「庭にも出ちゃダメだぞ……ふう、いつまで続くんだろうな」

　遙がラブに注意している間に、俺も窓から外を覗のぞく。ラブが一緒に暮らせるようになったのは良かったんだけど……実は、困った事も起きているのだ。

「まだ誰もいないみたいだ」

「ありがとう、本気くん。では行ってきます」

　念のためだと遙は勝手口から隠れるように出ていった。

「はぁ……ラブのせいですね。マスターや遙さんに迷惑かけてしまって」

「いや、ラブはちっとも悪くないよ」

　そう言いながら、俺はため息をついた。こっちはちょっと気の重いため息だ。

　そろそろ落ち着いてくれないかなぁ。俺は、心からそう願ったのだった。




　合宿施設での列車事故は、怪け我が人にんこそ出なかったけれど、当然、事件として扱われていた。

　嵐の山中での遭そう難なんは救出隊が出たこともあり、ニュースとして報道されてしまったが、その時はまだ良かった。ロボットがアラシを含めて三体も活躍したことで、ちょっとした話題になったものの、未成年である俺たちの身元が公表されたわけじゃない。ラブも含めてロボットのマスターは勇希姉ってことになってたしな。

　それが一転して、遙が出入りに困るほどになったのは、我が学園内のブログのせいだった。

　新聞部が運営しているブログにそりゃあもう詳細な記事が発表されてしまったのだ。言うまでもなく犯人は同じ電車で遭難しかけた新聞部の宮みや武たけ富とみ子こ。

　――台風で遭難した学生たち。それを救ったのは同校のロボット部の面々と彼らが開発したロボットだった。

「お手柄高校生はさる高名なロボット工学者の子息？」や「不安にかられる学生たちを献身的に励はげました車椅子の少女」「嵐の中で目撃された謎の美少女の正体は人型ロボット!?」などという、我が校の生徒ならバレバレの、そうじゃなくてもいかにも閲えつ覧らん者しやの興味を煽あおるような文言がそのブログにはいくつも鏤ちりばめられていた。

　ラブが家一軒以上の価格が付くこともある人型ロボットであることや、そのマスターが実は勇希姉じゃなく俺だということも判るような記事だったのだ。

　おかげで夏休みの残り少ない貴重な日々は、ラブを見ようと押し掛けるうちの生徒に悩まされ続けたのだ。遙もうちに出入りするのを見られないよう、今まで以上にこそこそしている。だけど夏休みは終わり今日から新学期。少しは落ち着いてくれるといいんだけどな。




　そして始業式、俺はなぜか表彰されていた。

「表彰状！　ロボロボ部、大河原本気君っ！」

「はいっ」

「よくぞ、うちの生徒たちを無事に連れ帰ってくれた！　生徒たちの保護者に代わってお礼を言うよ、ありがとう！」

　ロボロボ部メンバーは全員檀だん上じように呼ばれ、ひとりひとり表彰状を受け取って、俺が最後の一人だった。みんなは困惑しながら表彰状を手に檀上のすみに並んでいる。

　その横にはいつもなら始業式に出るはずのない理事長とかのお偉いさんが座って拍手していて、緊張してしまう。なんでこんなことになっているんだろう。

「ところで、君の所有しているロボットなのだが……」

　表彰状を手渡しながら校長先生が言い出す。

「いえ、あれは俺ではなく姉の所有……」

「いやいや、隠さなくても事情は知っているよ。うん。一度見てみたいものだねえ。超高性能の人型ロボットと猫ロボット」

　どうやら校長先生も新聞部のブログを読んでいるらしい。

「ロボロボ部の、君たちの、これからの活躍に期待しているよ！」

　困り顔を隠すように頭を下げて表彰状を受け取る俺に、生徒たちから拍手が巻き起こる。

　夏休みで新聞部のブログなんてチェックしていなかった生徒も、これで事情を知ってしまったことになる。見物人はますます増えるだろう。正直、困ってしまう。

「頭が痛いな……」

　いたたまれない雰ふん囲い気きの始業式が終わって、やっと俺たちは解放された。

「始業式の表彰って、大たい抵てい夏休みの部活の成果なのにね。まさか人助けで表彰されるなんて」

　俺たちの前にスポーツ系の表彰がありはしたものの、最後にロボロボ部が成し遂とげた栄誉とやらを長々と語られてしまったのだ。

「まあ、ロボロボ部も部活っちゃあ部活だけどなー」

　教室に向かう途中でロボロボ部の部員である高たか倉くら康やす夫おと川かわ森もり慎しん太た郎ろうが苦笑いしている。

「マジ、大変だね。これでまたマジの家を覗きに来る学生が増えるよ、きっと」

　康夫の言葉に俺も頷うなずく。ため息しかでないなあ。ラブになんて言おう。

　そんな事を思っていたら、背後から明るい声がする。

「まあまあ、悪いことばかりじゃないよ。バッチリ元は取っておいたから！」

　振り返った俺たちの前には、車くるま椅い子すに乗った美しい女性がいた。長い髪と巨乳、そして妙に人好きのする明るい美び貌ぼうがトレードマークのこの人は、我がロボロボ部の部長にして我が校の生徒会長、永なが野の明あか里りさんだ。生まれつき下半身が動かないハンディキャップを全く感じさせない彼女は、うちの姉が開発した万能車椅子で大抵のことは一人でこなしてしまうだけでなく、人並み外れた行動力や説得力を備える常識外の人物なのだ。

「会長……何したんですか？」

　ニコニコご機嫌な明里部長に、優等生モードの遙が冷たい口調で言う。

「ちょっとしたご褒ほう美びをお願いしただけだよ？」

　明里さんはてへっと笑った。

「おかしいと思ってたんですよね。一応、表おもて沙ざ汰たにしたくないって言ってあったのに表彰だなんて。なにか取引したんですね、会長」

　日頃から生徒会役員として会長の明里さんの手腕を知っている遙は、疑いの視線を向ける。まあ、明里さんは実際、目的の為に手段を選ばないところがあるけどな。

「やーだ、遙ちゃん、取引は言い過ぎってものよ。学校側としたら表彰するほかないでしょ。先生が引いん率そつしてたんだもん、隠せっこないしね」

「それで、一体どんなご褒美を貰ったんですか？　教えてください。俺の為にロボロボ部に妹型美少女ロボットを備品で買って貰えることになったとか！　そういうのないんですか!?」

　慎太郎、それは無理だと思うぞ。

「まだ内緒～、バッチリ後の楽しみにしといてね～」

　笑顔でスルーする明里さんは、どうやら何も教えてくれるつもりはなさそうだった。




　新学期初日の今日は授業がないので、ラブを長いこと一人にしないですむのが有り難い。

　俺はやたらと声をかけてくるあまり馴な染じみのない学友たちを片っ端から放置して、大急ぎで家に戻ることにした。家の前に来ると人だかりがしている。主に我が校の生徒だ。

「ねえ、この家なんかあるの？　見物人が多くて気になってたんだけど」

　人だかりに興味津しん々しんだったらしいご近所さんまで引っかかっている。

「最新鋭の人型ロボットがいるんですよ、この家に。それもすごい美少女！」

　見てもいないくせに、胸を張って説明する我が校生徒。

「そりゃあ見てみたいねえ。テレビに出てくるロボットみたいに人間そっくりなのかな？」

「なんたって最新鋭の超高性能なロボットだから当然ですよっ！」

　超高性能なドジっ子だけどね。

「顔ださないかなー、さっきからインターフォン押しても出てこないんだよな」

「どいてくれませんか、中入れません！」

　ひとだかりを押しのけてそう声をあげると、みんなが一斉に俺を見て。

「あっ、大河原さんだっ、あれが有名なロボット博士の息子の大河原本気さんだよ！」

　そう指差された途端、俺に向かってくる。

「ロボット見せてよ、大河原くん！　隣のクラスだろ～」

「マジくんだよね、後輩の家に遊びに来てあげたんだよ。歓迎してくれるよね」

　学園で通りすがる生徒たちにさんざん言われたことが繰り返された。

「……ダメです！　帰ってくださいっ！　もともと親父おやじから預かってるだけなんですから！」

　俺はせいぜい怖い顔を作って言い返す。ブーブーと文句を言われたが気にしちゃいられない。

　なんとか道を切り開き、玄関を開け、中を覗き込もうとしつこく帰らない人達の視線を気にしながら素早くドアを閉めた。

「ラブ？」

　声をかけるまでもなく、ラブは玄関先で俺を待っていた。

「うわ～～んっ、マスター怖かったですぅぅ！」

　ひしっとしがみついてくる。

「だよなー、あれは怖かったよな……よしよし、もう大丈夫だ」

　安心させるように頭を撫なでてやると、ホッとしたように笑顔になった。

「えへへ、おかえりなさいです、マスター」

「ただいま、ラブ。ごめんな、不安にさせて」

　俺が挨あい拶さつを返した途端、別々に帰った遙の声がした。

「ラブ～、どこにいるの、ラブ？」

　こっそり勝手口から入ってきたらしい遙が奥から出てくる。

「あっ、遙さん、おかえりなさい」

「遙、よく入って来れたな。人いっぱいいたろ」

「うん、さっきみんなが正面に押し掛けたからその隙すきに……あれマジくんが来たせいだったんだね、騒いでたの。ラブ、大変だった？」

「ちょ、ちょっとだけ怖かったです。急に人が増えてインターフォンがたくさん鳴って昨日よりずっと多かったので……」

　学校、終わった途端にみんな押し掛けてきたんだな。なにせ我が家は学園の隣で徒歩５分だ。

　便利過ぎるのもこういう時は問題だよな。

「そっか、ま……じゃ、今だけマジくん貸しといてあげる」

　そう言われて、俺はラブを抱きしめていることを思い出す。

「遙さん……」

「で、でも、許すのは今だけだよ！　マジくんと遙の間には約束があるんだからね。ハルカちゃん３原則その１、マジくんは遙のお世話をしなければならない！」

　ハルカちゃん３原則というのは幼い頃の遙との約束だ。

　その２、マジくんはその１に反さない限り、自分の身を守らなければならない。

　その３、マジくんがその１、その２に反さない限り、遙はマジくんの言うことを聞かなければならない。この三箇か条じようだ。この約束に従って、遙は外で優等生を演じている。

　そしてそれが俺たちがこうして二人で家族同然に暮らす安全弁でもあるんだ。

　それが判っているから、俺は頷いた。遙にとっても、抱きしめる事が出来る家族は俺だけなんだから。その大切さ、寂しさは、俺もよく判っている。

　だけど、そう言われたら遙以外の人を抱きしめたのは初めてかもしれない。

　そう思うと、腕の中にある作り物であるはずの体温が不思議と愛いとおしく感じられた。

　少しあって、ラブが照れたような笑顔を浮かべる。

「えへへ……ありがとうございますです。マスター、遙さん。ラブ、大丈夫になりました」

　その言葉を聞いて、待ちかねたというように遙は優等生モードを脱ぎ捨てる。

「じゃあじゃあ、次は遙の番！　ラブ、交代してね！」

「はいです。遙さん」

　素直に俺から離れるラブ。でも、遙が俺に抱きつく余裕はなかった。

「はーい、解散、解散！　生徒会長命令だよ！」

　表からそんな声が響いてきたからだ。

　ガレージのシャッターが開く音も聞こえてきて、俺たちもガレージに向かった。

「さあ、今日も楽しい部活だ。さーてネットチェックしないとなー！」

　ロボロボ部の三人はすでにそれぞれガレージでくつろいでいる。

「大河原くん、すごい見物人の数だったねー」

　と、アラシを膝に抱っこして撫なでている明里さん。

「か、会長、今日は部活どころじゃないでしょう!?　生徒会の仕事はどうしたんですか？　私はちゃんと準備してお願いしておきましたよね!?」

　優等生モードに戻った遙が、明里さんに指摘する。

「えー、遙ちゃんがいないのに、あたしがするわけないじゃん」

「そんな開き直らないでください！　あれは新学期までにやってないといけなかった仕事で、会長がサボってただけじゃないですかっ！」

「生徒会よりロボロボ部でしょう？　バッチリ今が飛躍の時！　注目度も高いしやるなら今！　って感じだしコンクールとか出たいじゃないの～！　だから部活優先！　待った無し！」

「ちゃんと生徒会の仕事してください！　生徒会長なんだから！」

　ブリザードと形容される遙の激怒も、明里さんには全然通用しなかった。

「ふふ……よかったです！」

　そんな姿を見て、ラブが楽しそうに声をあげた。

「どうしたラブ？」

「いつも通りだなって思ったのです。夏休みの間と同じですね、マスター！」

「え？」

「みんないてにぎやかです！　ラブは嬉しいです！」

　昨日までは夏休みだった。今日から新学期。始業式の今日は午前で終わりだ。

　ラブが一人でいた時間はせいぜい四時間程度だ。それでも。

　ラブは夏休みを懐かしく思ったのだろう。ずっと一人でなかった時間が。

「……本気くん。ラブ……」

　遙が俺を見て何か言いかけたが、首を振って口を閉じた　ラブが可か哀わい相そうになったんだろう。俺も同じだ。その時メールの着信音がパソコンからした。

「あっ、お返事が来ましたー」

　ラブがガレージのパソコンに飛びつくようにしてメールを開く。

　俺たちのいないヒマな時間をネットで過ごしたのだろう。人間らしいというか何というか。

「やっぱりえふさんからです！」

　夏休みに勇希姉から貸し出された旧型人型ロボットえふさんと、ラブは時折メールでやりとりしている。普通の人型ロボット同士なら考えられない旧式なやり方なので苦笑してしまう。

　高性能な人型ロボットだけでなく、普通の家電ロボットでもネットに常時繫つながって情報を得ているのが普通なのだ。ラブの０ラブシステムはなぜか一切ネットに繫がらない設計になっている。それも親父が何を考えてるのか判らない部分だった。

　ラブはえふさんからのメールを見て難しい顔をしていた。

「んんー、そうですか……」

　えふさんのメールに残念そうに肩を落とすラブ。いったいどんな内容だったんだ？

「ラブちゃん、ラブちゃん。えふさんと何話してるのかにゃー。お姉さん知りたいですよ？」

　こんな時好奇心を隠さない明里さんが質問する。

「はい、部長さん。実はラブは合宿所の山中で不可思議なものを見たのですよ」

　明里さんの目がキラランと輝いた。がっちり食いついている。

「どんなことなのかバッチリ教えてちょうだいっ！」

「蛍ほたるのような発光体です。初めは蛍だと認識したのですが、少し違うみたいなんです」

「謎の発光体？　それは意味深ね」

「はいです。これぐらいの丸い発光体でした。淡い緑の光でまたたいていました。ただ、風雨の影響かラブのセンサーに残された画像ではきちんと確認できないのです」

　ラブは指で小さな小さな丸を作ってみせる。

「あの風の中で、蛍は飛べないでしょう。それに、発光は求愛行動だからあんな天候で光るってことはないんじゃない？」

「はい、です。それでえふさんに見なかったかどうか聞いてみたのです。えふさんは見なかったそうです。ラブのセンサーになんらかの異常があったのかもしれません」

「ラブちゃんも蛍にしては変だと思ったんだよね。だから不可思議って表現した」

「はいです。帰ってきてマスターたちに報告しようとネットで調べたのですが、気圧、風速等の気象条件と合がつ致ちしなくて……ラブは、不思議なのです」

　その時、遙が青い顔をして口を開く。

「ちょっと待って、それ見たのってどの辺だったの？」

「線路が寸断されて、墜つい落らくした谷です」

　遙は、青くなった顔を更に青くして俺の方を見た。

「それって……落ち武者の幽霊が出るって噂うわさの場所……じゃない？」

「あっ、そ、そういえばそんな話があったような……」

　俺も思い出した。合宿の時、そんな話を聞いたのだ。ちょっとだけぞっとして、顔を見合わせる俺たちに、ラブだけが全然判ってない顔をしている。

「あれ？　ご、ごめんなさいです。ラブ、全然判りません。教えてください！」

　仲間はずれにされたと思ったのかラブは口を尖らせる。明里さんは、面白がるようにラブの肩を叩いた。

「うーん、もしかしたら、ロボットで初のオカルト体験者になったかもよ、ラブちゃん」

「え？　オカルト……オカルトって何ですか？」

「やめてください、会長！　幽霊だなんて非現実的な話ですっ」

　遙が声をあげた。遙は、こう見えて結構恐がりなのだ。

「でもね遙ちゃん。あそこは心霊スポットとしてバッチリ有名なのよ。目撃情報もてんこ盛り。ラブちゃんの高性能なセンサー系がバッチリ幽霊を捉えていたとしたら……」

　そう言われれば、勇希姉が川遊びに誘った時、明里さんが拒否したくらいだ。

　有名なスポットだというのは本当かもしれない。

　考えたら、あの沢のすぐ近くで俺たちの無人列車も崩落事故に巻き込まれたわけで……落ち武者のたたり、とか……季節外れの怪談に、俺たちは一瞬黙り込んでしまう。

「そ、そんなものあり得ないからっ！」

　だんだん青ざめていく遙。まあ、そう思いたいのは山々だけど……

「よっしゃ！　ネットで調べてみるぜ！　まかせろロボ子！　そして頼りがいのあるオレをお兄ちゃんと呼んでくれ！」

　場の空気を吹き飛ばすように慎太郎が声をあげた。一人だけ話題についてきていなかったラブが思わず、といった感じに笑い出す。この自然さが０ラブシステムの不思議さだろう。

「ごめんなさいです。呼称の変更には、マスターの許可が必要です」

「おおうっ、即答。冷たいぜロボ子～～～っ、お兄ちゃんは悲しいっ！　ハイテク妹たるものお兄ちゃんズのアイドルの自覚を持ってくれよ！　具体的には『お兄ちゃん、あり得ない物見ちゃったから、怖いの。今晩一緒に寝てくれる～？』と上目遣いでオレに訴えるのだっ！」

「私が当局に訴えてあげてもいいわよ、川森くん」

「あっ、久遠委員長のブリザードな視線がちょっぴり心地いい……これもいい！」

　慎太郎のダメ発言で遙が復活する。よかった……のか？

「まあ、もう合宿所に行くことはないんだし、蛍でも人ひと魂だまでもあんまり関係ない気がするな。そんな検証不能な話より、俺たちが学校行ってる間、留守番するラブの身を守る方法を考えようぜ。このままじゃ、ラブを外に連れてくこともできやしない」

　俺の提案に、みんなが一斉に頷うなずいた。やはりラブのことを心配してくれていたらしい。ありがたい仲間に感謝しつつ、話題が変わってくれたことにホッとする。

　そして、俺たちは蛍の話を忘れてしまった。だけど、その時もっと考えるべきだったのだ。

　ロボットは、俺たちのような見間違いをするはずがないってことを。














第一章　新学期の憂鬱









　放課後。俺たちロボロボ部のメンバーはうちのガレージに集まって、我が家に人型ロボットを見物に来る生徒たちの対応を相談していた。

　もともとこの新興住宅地にしては広い敷地を持つ我が家は、結構異彩を放っている。庭に大きな研究所兼用のガレージがあり、俺とラブの暮らす母おも屋やに続いている。

　隣には、これまた遙はるかの住んでいる綺き麗れいなマンションがあって、俺の部屋と窓越しに会話出来るくらいの距離だ。そして、道一つ隔へだててウチの高校が立っている。

　校舎の二階からうちの庭が見えるほど近いってこともあり、いまや休み時間になると、ラブを一目見ようと双眼鏡を持って我が家の庭を監視する生徒が続出していた。このままでは、庭やガレージでの活動すら難しくなりそうな勢いなのだ。

「噂の出もとは新聞部なんだから、新聞部に訂てい正せい文ぶんを発表させるとか？　富とみ子こが責任持ってなんとかしてくれるわよ。ええ、させるわ。でも、それで収まるかしら。収まらない気もするわ。どう思う？　本もと気き君」

　優等生モードの遙は一応笑顔を浮かべているが、その笑顔がちょっと怖い。宮みや武たけはどんな目に遭あわされるんだろうなぁ。でもそれ、宮武は喜ぶだけかも……あいつ遙に対してはＭだから。

「うーん、もうラブを見たやつがいる以上、それだけじゃなあ……」

「本来、ラブもえふさんも、勇ゆ希きさんが連れてきたってことになってるんだから、連れて帰ったからここにはいないってことにすればいいんじゃない？　それを富子に……」

「いやいやいや、もはや無理だろうな。ロボ子、かなりの人数に目撃されてるしさぁ。隠し撮りに成功した奴もいるって話だぜ」

「川かわ森もりくんもブログに書き込みしてたわよね。ハイテク妹との日常とかいう妄もう想そう日記を。顔の写真こそ出してないものの、ラブの写真も掲載してるって噂だけど。そんなに私に説教されたいのかしら？　一万文字くらいで？　事態を悪化させて楽しい？」

「あうう……す、すみませんでした」

　リアルな女子に１４０文字以上話しかけられると硬直する慎しん太た郎ろうだ。一万字はキツイ。

　だが、今後のためにも妄想日記は削除だろうな。力作だって噂だけど、諦めろ慎太郎。

　しかし、こうしてみると具体的なアイディアって出ないもんだなぁ。

「セキュリティつければ？　ここにある材料でいつもみたいにちょちょいって作っちゃえばいいじゃん。大おお河が原わらくんそういうの簡単にやっちゃいそうだけどなー」

　と明あか里りさん。いやいや、そんなに簡単じゃないと思います。

「そんなの、いくらなんでも無理ですよ。魔法じゃないんですから」

「そなの？」

「一体、何に対してセキュリティするかって問題がありますからね。ご町内の人達とか、学校の連中から『ラブちゃんを隠す』っていうのは難しいですよね。軍用なら周囲の風景と同化する光学迷彩とか、そういう機能があるかもしれないですけど」

　康やす夫おが明里さんに説明してくれる。実際、ラブを家から出さなくてもこの騒ぎになるのだ。家の中にいる時をどうするかも問題だけど、家の外に出るとなったら対応策が思いつかない。

　芸能人がファンにもみくちゃにされているような図が目に浮かぶ。おたおたするラブの周りで人混みにもまれる警備員みたいな自分を想像して、俺はげんなりした。

　親父は保護者不在で暮らしている俺たちの身の回りの世話をさせるためにラブを来させたはずなのに、むしろ面倒ごとが増える一方だった。ラブも、落ち込んだように俯うつむいている。

「うう……ラブ、おうちの中でも窓に近づけなくなって、お掃そう除じやお洗せん濯たくも自由に出来なくなっているです。アラシもお家から出られないです……遙さんたちも、昼間は来てくださいませんから、ラブは、カーテンを閉め切った部屋でＴＶとネットで暮らすしかないのです」

　慎太郎がうらやましがりそうな暮らしではあるけど、ラブは悲しげだ。

　そう言われれば、庭に洗濯物を干すことすら出来ないんだもんなぁ。今そんなことしてたら、あっという間に人だかりが出来ちゃいそうだ。

「うーん、難しいねぇ。覗かないで、って言っても聞いてくれないだろうし。相手が人間じゃなくてロボットだから、あんまり罪悪感もないのね。困ったもんだわ」

　明里さんは難しい顔で首を捻ひねる。そうなのだ。覗いてる方に罪の意識がないのが難しい。

「でも、実際のところ、高級車十台分と言われるロボットがこんな普通の民家にひとりでいたら、強引に盗もうとする奴がいないとは限りませんよ」

　康夫の懸け念ねんももっともだ。ラブたちの存在が公おおやけになったことで、我が家は現在、家の中に多額の現金を置いているみたいな状況とも言える。

「いやいや、まー、そう簡単じゃねーけどな。人型ロボットは個体数が少ないから、盗んでもすぐに所有者バレるんだよ。基本的にロボットはネットに繫つながってるから一瞬で所在地調べられるってのもネックだ。現実的じゃねーよ。実際、俺が何度、計画を立ててみたことかっ」

　……まあ脳内で考えるだけなら犯罪じゃないけど、まさかウチのラブの盗難計画じゃないよな、慎太郎。ラブは、困った顔で俺を見つめていた。

「家の中にいる限り、盗難って線は薄いと思いますけど、外出時には判らないですよね……ひとりで歩かせるのは元々やってないですけど、庭に出すのはしばらく心配ですね」

「うう……仕方ないですけど、ラブ、お庭の花にお水あげたいです……ぐすん」

　落ち込んでしまうラブに、みんなため息だ。俺たちや学校関係者を救って英雄になった報ほう酬しゆうが軟なん禁きん状態なんて、確かに涙の一つや二つ出ても当然だろう。

　だけど、このブームが過ぎるのを待つくらいしか方法がないんだよなあ――

「ふむ、そういうことか。私に任せておくがいい、我が愛いとしき弟よ」

　その時、ガレージに突然現れたのは、後ろにロボットのえふさんを従えた勇ゆ希き姉ねえだ。

「ゆ、勇希先輩！　ご無ぶ沙さ汰たしています！」

「えふさん、いらっしゃいませ、ですっ！」

　大喜びで迎えたのは康夫とラブ。遙は緊張した顔をしている。たぶん、俺もだ。

「い、いらっしゃい勇希姉、わざわざ来てくれたの？」

　昨日メールして今日現れるとは思わなかった。忙しい人なのに。

「我が愛しき弟からの相談だ。それに、えふさんもラブの状況を気にしていたからな」

　優秀なロボット工学博士である両親の血を引いた姉の大河原勇希は、まだ学生なのに企業と共同で研究開発をしている天才ロボット工学者だ。両親が別居したとき母親について行き、俺と離れて暮らしている。忙しい両親に代わって俺と遙の保護者代理を務めてくれている。特に年頃になった遙と俺の関係を心配していて、隙すきあらば引き離そうとしているのだ。遙が学校では猫を被って優等生をしてる理由も、この姉にある。同居同然の暮らしだなんてバレたら、俺は母親に引き取られて遙とは引きはなされるだろう。ウチの両親は遙に対しては俺以上に責任を感じている。ついでに、姉は何事にも多少過か剰じようなところがあるのだ。

　俺と違って背は低いけど美人で、茫ぼう洋ようとしたつかみ所のない雰ふん囲い気きなのに理論派で合理的で無駄が嫌い。そんな勇希姉を俺は少し前まで苦手に思っていた。色々あった今は苦手意識はだいぶ減ったけど、まだ何を考えているかまでは凡人の俺には理解しづらいのが正直なところだ。

「勇希姉、解決済みって？」

「うむ、ガレージに入る前に既にえふさんに命じて手を打っておいた」

　……手を打った？　それって……一体？

「勇希さん、さすがです！　バッチリ解決済みなんですか!?」

　車くるま椅い子すに乗った巨乳美少女、明里さんが目を輝かせた。

「ああ、不審者に迷惑しているのだろう？　既にえふさんに命じて対策を設置してもらった」

「は？」

　ガレージの外に出て周りを見渡すと、確かに見慣れないアンテナのようなものがある。

　塀へいの上にも細長いシート状の物が敷いてあった。

「えふさん、どうだ」

　勇希姉が聞くと装置と繫つながった端末を操作していたえふさんが顔をあげる。

「あと３秒お待ちください。……セキュリティ設定、完了しました」

「うむ、ご苦労」

　どうやらこれでセキュリティとかいうやつが作動したらしいが……

「え、えっと……これって、視覚遮しや蔽へい装置とか、光学迷彩とか、そういう外から覗のぞかれなくなる機械ってことなの？　いや、存在は知ってるけど見たことないんだけど……それにしちゃ、意外と質素っていうか、あんま先進科学的に見えないぜ。役に立つの、これ？」

　慎太郎が感想をもらす。実は、俺も同じことを考えていた。

　不思議そうな慎太郎に、勇希姉は無表情に視線だけで指示を飛ばす。

「では、貴様が自ら確認するといい。そこの塀を登ってみろ」

「えー、なんかすっげー嫌な予感がするんですけど……」

　不満げにしながらも、慎太郎は勇希姉の言うとおり、塀の上に登る。

「よっこらせ……と」

　慎太郎が塀によじ登ろうと手をかけた瞬間――

『警告します。あなたは今、不法に侵入をしようとしています。10秒以内に塀から離れてください。10、９、８――』

「え？　なに？　なに？」

　慎太郎が困惑している間にもカウントダウンは進んでいく。

『――３、２、１、０。あなたは警告を無視しました。セキュリティが作動します』

「あばばばばばばっ!?」

　突然、慎太郎の体が痙けい攣れんして、そのまま後ろにゆっくり倒れた。

「と、このように侵入者に対して――」

「し、慎太郎!?　大丈夫かっ！」

「安心しろ、我が愛する弟よ。軽い電流が流れただけだ」

「軽い電流!?」

　慎太郎、倒れてるんだけど!?

「まず、塀の上に設置したシートは圧力および静電気によって侵入者を感知する。同時に庭の四隅にもうけられたセンサーが生体認証によって登録された人間かどうかを判断する。システムに該がい当とうのない人間だった場合、警告の後に物理的に対処するのだ」

「おおっ、さすが勇希さん、バッチリ面白いです！」

「その生体認証ってどうやってるんですか!?　ぜひ、教えてください勇希先輩っ」

　明里部長と康夫は手を叩いて喜んでいるが、復活した慎太郎は半泣きだ。

「ビックリした！　ビックリしたよマジ！　びりびりって！　びびびってなった！」

　無事で良かった。俺は胸を撫なで下ろす。まあ、いつも余計な事ばかりする慎太郎にはいい薬だったかもしないけど。勇希姉は、いつも通りの茫洋とした表情のままだ。

「うむ、予定通り人体に害はないようだな」

「いやいやいや！　勇希姉！　これいらないから！」

　明里部長や康夫はさっそく食いついていたけど、こんなの家に設置されたら危険でしょうがない。だいたい、現状はラブに興味を持って集まる物見高い人達が問題なのであって、実力行使されてる訳じゃないんだから。俺は勇希姉にその事情を説明する。

「ふむ。なるほどな。では、センサー系だけ強化して物理排除は控えておくか。まだこの後、侵入者に向けた二重三重のトラップが用意されているのだが。見せられなくて少し残念だ」

　ちらり、と実演したそうな視線を俺たちに向ける勇希姉。いやいや、いりません。たぶん俺のメールの書き方に問題があったんだと思うけど、やりすぎです。勇希姉はてきぱきと手元の端末を操作してトラップを停止していく。判ってくれてよかった……。俺と慎太郎、康夫が指示に従って設置された機材を回収していると、ねぎらうような声がする。

「みなさん、お茶をお持ちしました」

「しましたです！　ラブはコーヒーをいれました！」

　勇希姉の作った完かん璧ぺきなメイドロボット、えふさんとラブだった。えふさんは姉さんが旧型の部品を寄せ集めて作ったロボットで、ラブと違って普通の人工頭脳とオンラインを経由した効率的なシステムを持つ一般的な人型ロボットだ。夏休みの間、ラブとの比較用に我が家にいたのだが、役目が終わって今は勇希姉の世話をしているようだ。もともと姉の研究室にあった部品で作ったらしいので、わざわざ分解するまでもないということだろうか。

　事故で壊れたところも完全に修理されている所を見ると、勇希姉も結構気に入っているんじゃないかな。えふさんは魅力的な笑顔を作る。

「久しぶりですので、皆様のお好みを忘れていないといいのですが」

　物忘れなんてするはずがないのに、見事な社交辞令をいいながら一人ずつにコーヒーと手作りのクッキーやサンドイッチ、ドーナツを取り分けてくれる。

「えふさん、凄すごいです！　あっという間にクッキーが作れるのです。ラブも習いたいです！」

　ラブは自分と違って仕事が出来るロボットであるえふさんを慕っている。えふさんには、学習システムを搭とう載さいしているラブが持っている感情のようなものはないと思うけど、ラブの学習の手助けをするよう俺や勇希姉が指示したせいか、ラブの事をいつも気にかけてくれるのだ。

　そんな二人が揃って軽食の用意をしてくれるのは、夏休みの終わりの事件でえふさんが壊れて以来だ。新学期を迎えたからか、昔のことのように感じる。

　外から見えないようにガレージの中に並べられたコーヒーと手作りの軽食は、俺たちロボロボ部にとっては夏休みの思い出と直結していて、なんだかみんな笑顔になっている。

　勇希姉も同じように感じているみたいだったけど、改めて最近の事情を聞くと眉根を寄せた。

「しかし、先日の件も災難だったが、とんだ延長戦があったものだな」

　しみじみとため息をつく勇希姉は、あまり表情を作らない顔に困惑を滲にじませてコーヒーを口にする。小柄な白衣美人は、俺たちの顔を見つめる。

「あの列車事故も、未だに原因不明だ。専門外だから何とも言えんが、台風のせいだと言ってもいきなりあんな危険な土砂崩れが……おや、これは」

　何か言いかけた勇希姉は、コーヒーを一口飲んで珍しく表情を緩ゆるめた。

「ふむ。驚いたな。ラブ、君のいれたコーヒー、以前と全然味が違う」

「ありがとうございます！　勇希さまっ。ですがラブは、えふさんに教えて貰った通りにしているだけなのです！」

「いいえ、そんな事はありません。ラブさんは、私の伝えた手順通りに行ってはいません。私はプログラムに従い、豆の状態や気温などを換算してオンライン上のデータから最善値を計算していますが、観察したところラブさんは、全然違うやり方をしておられます」

「えーっ、ラブは、えふさんに習った通りにしているつもりなのですが……あっ、もしかしたら、マスターや遙さんが淹いれてくださるやり方を観察しているからかもしれません！　マスターも遙さんも、えふさんと違う、それぞれに少しずつ違うやり方をされていますから！」

　そう言われればそうかもしれない。俺は毎朝コーヒーを淹れるだけに計量スプーンなんて使わないで適当だし、遙はあまり苦いのは嫌いなので薄めに淹いれる事が多い。

　えふさんはコーヒー一杯あたりの豆を１グラム単位で量るくらい丁てい寧ねいな、喫茶店でプロが淹れるみたいな手法だから、確かに同じじゃないだろう。

「なるほど、我が愛しき弟が淹れる味に似ているということであれば納得できる」

　勇希姉はもう一口、コーヒーをすすった。しかし、その謎の恥ずかしい形容は何とかして欲しい。えふさんが焼いてくれたクッキーも一口食べて、勇希姉は頷いた。

「ふむ。ラブ、君は本気の役に立つようになってきたようだ。問題も多いだろうが、これからも頑張ってくれ」

「はいっ、です！」

　ラブは勇希姉に誉ほめられて嬉しそうに笑った。反対に勇希姉が少し寂しげな顔をする。

「本気の役に立ちたい……か。それは私も同感なのだがな……」

　ぽつりと言う勇希姉に、俺はどきっ、としてしまう。最近になって、やっと勇希姉が俺の事を大事に思ってくれているのは少し理解出来た気はする。だけど、なんというか、この無表情でマイペースな人に対して俺が抱く苦手意識が消えた訳ではないのだ。

「あ、あの、勇希さん。勇希さんは、本気くんの役に立っていると思いますよ」

　そう言ったのは遙だった。俺たちを監視している勇希姉だけど、それは心配してくれているからだ。判っているから俺たちは文句が言えない。

「ありがとう、遙さん。もちろん、遙さんの役に立ちたいとも思っている」

　そういうことを言いたい訳じゃないんだけど。遙は雄弁な表情でそう告げるが、気がついたのはたぶん俺だけだろう。勇希姉は、気を取り直したように俺たちに強化されたセンサーの使い方を教えてくれた。盗聴機や小型のスパイロボットなども見つけられるそうなので、確かに役に立ちそうなシステムだった。といっても、みんなそこまではしないと思うけど……

「……まあ、人の噂も七十五日。しばらくしたら落ち着くだろう。それまでの我慢だ。本気、ラブを同居させると決めたのは君だ。そして遙さんと一緒の高校に通うと決めたのも君。自分の決断に責任を持って行動してほしい」

　そう言って、勇希姉はカップを置いて立ちあがった。

「そろそろ次の予定の時間だろう。えふさん、戻ろうか」

「はい、勇希様」

「ええっ、もう帰っちゃうですか？　ラブ、寂しいです！」

「そ、そうですよ！　勇希さん、もっとお話を聞かせてくださいっ」

　勇希姉たちを引き留めようとするラブと康夫だが、二人は風のように去っていく。

　本当に忙しいスケジュールの隙をぬってわざわざ来てくれたんだな。

　とはいえ……微妙にプレッシャーをかけられた気もする。これだから、勇希姉に対して苦手意識が生まれるんだよ……。家族なのに、難しいなぁ。俺はそんなことを思っていたのだった。




　勇希とえふさんは、すぐに車に乗り込んだ。車自体も単機能のロボットであり、操縦をする必要はない。二人は後部シートに並んで座る。いきなり勇希が切りだした。

「どうだった、えふさん。最優先指示の結果を教えてくれ」

「はいマスター、お茶を淹れる際に、さりげなくラブさんのセンサー系を確認しましたが、異常は認められません。合宿時に何らかの要因で起こった再現性のない現象と推論されます」

「そうか、ならばいいのだが……あらゆる意味で、０ラブシステムは未知数だ。時代遅れの学習システム、異常なまでの厳重な保護機能、外部からの直接接続を許さない堅けん牢ろう性、いずれをとっても、父さんたちが何を考えてあれをデザインしたのか理解不能だ」

　勇希の独白を、えふさんは黙って聞いている。いや、聞いているのかどうかも判らない。

　通常のロボットは、所有者の利便性に奉仕している存在であり、自我、思考と呼ぶようなものを持っている訳ではない。思考しているように反応するプログラムを持っているだけだ。

　だが、ラブはそうではないように見える。少なくとも、そうでないように見えるプログラムを持っているということだ。それがどういう意味を持つのか、まだ勇希も判らないでいる。

「蛍ほたる――か」

　彼女が見たものが何だったのか、勇希には全然判らない。本当に人魂を見たのかもしれない。

　０ラブシステムは幽霊を見る機能まであるというのだろうか……勇希は思考の海に沈む。

　その隣で、えふさんは黙って座っている。人形そのものの表情で。

　声をかけられるまで、えふさんが反応することはない。彼女は、そういう道具なのだ。

　本気たちは、ラブとえふさんとの差に、まだキチンと気付けないでいるのだった。




　そして翌朝。俺たちはあまり眠れないままに夜を過ごした。理由は簡単だ。

　ピーッピーッピーッとセキュリティ装置がまたも警告音を鳴らす。

「マスター、センサーに感ありですっ！」

　朝食のドーナツを持ったまま、びしっ、と敬礼するラブに、俺と遙は同時にため息をつく。強化されたセンサー系は、誰かがほんの少し敷地を覗き込んだだけで反応音を出すのだ。昨日から、敷地を守るセンサーは鳴りっぱなしみたいなものだった。

「うおっ、すげーっ、さすがロボットがいる家だ！」

　本日、二十六回目の反応と笑い声が聞こえる。もはやみんなが面白がってるとしか思えない。

　最初はセンサーの音に驚いて逃げ出していた野次馬の皆さんは、今や悪気なくピンポンダッシュする子どもの群れみたいになっている。

　カーテン越しに外を窺おうとするラブをほっといて、遙は頰杖をついて俺を見る。

「ねぇ、あれ逆効果じゃないかな？」

「……言うな。飽あきたらきっと減るから」

「だといいけど。まあ、勇希さんが付けてくれたものを勝手に外せないしね」

　俺はため息をついて遙に同意した。遙は、ラブの方に向き直る。

「ラブ、口の周りにもお砂糖いっぱいついてる。お口ふいて。ほら、こっち向いて」

「はいっ、ラブ、気をつけます！」

　ラブの口の周りをティッシュで拭ふいてやる遙。まるで姉妹のように仲むつまじい。

　両親がロボット製作中の事故で亡くなっていることもあってロボット嫌いだった遙だけど、今は随ずい分ぶん落ち着いている。それに、ラブに対する遙は、俺が遙の世話をしている以上に世話焼きのお姉さんみたいになってきていた。たぶん、いい変化なのだと思う。

　子どもっぽく顔を拭いて貰もらっていたラブが、ふと気付いたように暗い顔になる。

「あ……遙さん、そろそろ学校に行く時間ですよ」

「うん。そうだね」

　頷うなずきながら窓の外を気にする遙に、俺は立ちあがって外を確認した。

「大丈夫、誰もいないよ」

「よかった早く飽きてくれないかなぁ。おかげでこっちに来るのすっごく苦労するんだからっ」

　実際、見物人騒動以降、困っているのは遙も同じだ。遙は今までみたいに窓越しに俺の部屋に来るわけにはいかなくて、人がいないのを確認して勝手口から出入りしている。

　普段から人目を気にしているとはいえ、さすがに大変そうだ。

「じゃあ、行くわ。明里会長が放り出してる生徒会の書類をやらなきゃいけない上に、キミちゃん先生に呼ばれてるから。ラブ、変な人に気をつけてね。なるべく早めに帰ってくるから。本気君、昨日は遅刻ギリギリだったよ。家が近いからって油断しちゃダメよ」

　立ちあがり鞄かばんを抱えた遙は優等生モードにチェンジした。口調がすっかり変わって、表情もキリっとしてる。新学期がはじまってこの方、生徒会の仕事も山積みらしい。

　飛び出していった遙を見送って、俺も出かける準備をすませる。

「ラブ、留守番頼むな」

「はい！　お任せくださいっ。マスターのお留守の間、お家はばっちりラブが守るです」

「とにかく、見物人が落ち着くまで外には出ないこと。家事は家の中のことだけでいいから」

「はい、です」

　言った俺にラブが笑顔で応えるけど、その一瞬前に少し不安そうな顔をしていたのに俺は気づいていた。まったく、ロボットのはずなのになぜ感情表現が豊かなんだろう。正直、勇希姉よりもずっと気持ちは読みやすい。

「遙も言ってたけど、なるべく早く帰ってくるから」

「はいです。マスター。ラブ、いい子で待ってるです」

　気丈に笑顔を浮かべるものの、ラブの表情は優れなかった。

　授業中は少なくてもうちの生徒は押し掛けてこないのだけが救いだけど、ひとりの時にこんなに何十回もセキュリティ音が鳴ると思えば、気が重いのは仕方ない。

　ラブは、ロジカルな判断よりも自分の感情みたいなものに突き動かされているように感じる時がある。気のせいだと思っているけど、事故の時だって指示を無視したような気がするのだ。

　もちろん、結果で見ればラブが助けを呼んでくれたお蔭かげで俺たちは救助されたんだから、正しい選択をしているとも言えてその辺の整合性は取れてるんだと思うけど。

　俺は、励はげますようにラブの頭を撫でた。

「ごめんな、ラブ。でも俺たちがいない間、危険な事がないように気をつけてな」

「はいです！　ロボット３原則第３条、前２条に反さない限り、ロボットは自分の身を守らなければならない。大丈夫です、マスター。ラブは、きちんと自分の事を守ります！」

　ラブは、びしっ、と敬礼して見せた。やっと笑顔が見えて少しだけホッとした。

　俺は後ろ髪ひかれる思いで家を出たのだった。




　予鈴が鳴るギリギリに席についた俺は、後ろの席にいる慎太郎に声をかけた。

「あれ？　遙は？」

「いんにゃ？　知らん。そういや、いつもは早めに来てるよな」

「生徒会の仕事が立て込んでるんじゃないの？　部長、会長の仕事あんまりやってないから」

　前の席の康夫が肩をすくめながら話に入ってくる。そういえば、先に出た時に何か言ってたような。ラブの事でドタバタしてたから聞き流しちゃったけど、なんだっけ？

「そういや、宮武が朝から騒いでたな。最新情報がーとか、報道の自由の侵害！　とか」

「なんか不穏だな。ラブに関わることじゃなきゃいいけど」

　ラブの一件以降、宮武と俺たちははっきり一線を引いている感じになっている。残念ながら全然向こうは気にしていないみたいだけど、彼女のブログで過去最高の閲えつ覧らん数すうを叩き出したネタがラブたちのことだっただけに、追加取材の機会を狙いまくっているのだ。盗撮映像がまだネットにアップされていないのは、遙の威力で抑え込んでいるからに過ぎない。

「ラブちゃんひとりで留守番させるの、心配だね」

　ジャニーズ系のイケメンである康夫は、俺の気持ちを察したように励はげますような笑顔を浮かべる。いやー、康夫がモテるのはよく判るな。

「おおうっ、そうだ！　俺がこのままサボってマジの家に行ってやろうか!?　不安に震えるロボ子の元に駆けつける兄である俺！　燃えあがる禁断の恋！　兄と妹、人間とロボット、二重の壁に阻はばまれたロミオとジュリエットは、二人が結ばれる地を目指して旅に……痛てっ！」

　……ははは、慎太郎がモテないのはよく判るぞ。というか、いい加減その口を閉じろ。

　そう思った瞬間、神速のチョークが飛んで来て見事にヘッドショットを決めた。

「川森君、予よ鈴れい、鳴ってるからね。クラスの品位を下げるのはやめてちょうだい」

　教室の温度を軽く十度は下げるブリザードのような笑顔を浮かべて、遙が立っていた。

　黒板を背にしたその姿は、みんなが恐れる風紀委員らしい姿だった。いつもの甘えたがりな姿からは想像がつかない迫力だ。俺も思わず姿勢を正した。

　教室が静まりかえるのを待っていたように、担任の小こ松まつ崎ざき公きみ恵え先生が入ってくる。

「はーい、みんなおはよー。今日はお知らせがありまーす！」

　一見すると小学生にしか見えない小松崎公恵先生は、元気よく拳を振り上げる。

　その隣に微妙な表情の遙が立っている。どうやら、何が起こるか知っているようだ。

「今日からクラスメートが一人増えましたっ。みんな仲良くしてあげてねっ」

　途端にクラスがざわめいた。転校生？

　今は二年生の二学期だ。こんな時期に編入試験まで受けて転入なんて珍しい話もあったもんだ。俺達は、興味津しん々しんでドアの方を見つめた。

「じゃあ、入って！　大丈夫、いい子ばっかりなんだから！」

　先生に促されて人影が入ってくると、そのざわめきが大きくなった。

　女の子だ。教室に入ると背中を向け丁てい寧ねいにドアを閉めてから、頭を下げる。品のいい仕草にみんなの興味が集中する。黒髪が凄く長くて、遙やラブよりも長いくらいだ。

「自己紹介してくれるかなっ」

　公恵先生が言うと、その女の子「はい」と、返事をしてすっと顔を上げた。

　長い髪がふわりと半円を描く。

　その瞬間、誰もが硬直して声をあげられなかった。

「鷲わし尾お神楽かぐらと申します。本日よりこちらのクラスでお世話になります。みなさま、どうか仲良くしてくださいませ」

　それはもうなんというか、今まで聞いたことのないくらい澄んだ声だった。

　物音一つしない教室で、誰もが息を吞のんでいた。

「あ、あの……皆さん……？」

　反応がないことに戸惑ったのか、転校生の鷲尾さんが不安そうに呟つぶやく。

「はあ……」

　やっぱり、という感じの遙のため息が聞こえた。それが、きっかけになる。

　今度は逆に、教室中が蜂はちの巣をつついたような騒ぎになった。誰もが何か言わずにはいられない気分になっているのだろう。正直、気持ちは判る。

　だって、彼女は――鷲尾神楽という転校生はクラス全員が思わず言葉を失うくらいの美少女だったのだから。なぜか自分の手柄みたいな顔で、公恵先生がコンパクトな胸を張った。

「鷲尾さんは今回、海外から帰国されたということで、急きゆう遽きよ転入されることになりました。うちの学校の理事さんのご親しん戚せきだそうですが、ほとんど日本で暮らした事はないそうです。判らないことも沢たく山さんあると思うので、みんな助けてあげてね」

　理事の親戚って事は、相当なお金持ちの家庭で育っているらしい。そう言われて納得出来る気品みたいなものが、全身から漂っている。彼女ははにかむように会え釈しやくした。

「世間知らずのふつつか者ですが、なにとぞよろしくお願いします」

　そう言って彼女が微ほほ笑えんだ瞬間、遂にクラス中が爆発した。

「うおおおおっ！　清せい楚そ系美少女キタ―――――ッ！」

　最初に叫んだのは慎太郎だと思う。

「黒髪ロング！　お淑しとやか！　お嬢様系っ、まさか実在したなんて……っ」

「へへ……さっきから震えが止まらねぇんだ……ああ、目も霞かすんできやがった……」

「バカヤロウ！　しっかりしろ！　俺たちこれからじゃねぇか！」

　男子たちはものすごいお祭り騒ぎだった。

　実際、うちのクラスには遙という学年でも五指に入る美少女がいるけれど、なかなか笑顔を見せない優等生だってこともあり、クラスの男子にとっては遠い存在になっている。主に攻撃に遭うのは俺なのでみんなは被害を受けていないんだけど、まあ、見てるだけで警戒するのは当然だ。実際、本来の甘えたがりな遙を知ってる俺でも時々恐いくらいだから。

　それだけに、このお淑やかな空気を持つ黒髪美少女の登場はクラスの連中にとっては干かん天てんの慈じ雨うといった感じで受け止められたようだ。

「ウソぉ、私としたことが……今まで、転校生がこんな美人だって情報を知らなかったなんてっ！　取材！　取材させて！　独占取材！」

　宮武は、目がハート型になっていた。もともと美人好きな彼女にとっては格好の獲物に違いない。他の女子はあっけにとられたように、鷲尾さんをただ見つめている。気持ちは判る。

　鷲尾神楽という転校生は、どう見ても自分たちと一線を画するオーラを漂わせているのだ。見た目からも口調からも匂におい立つ育ちの良さと美び貌ぼうに圧倒されているのだろう。とはいえ、男子達のはしゃぎぶりはちょっと派手過ぎるくらいだった。

「こらーっ、男の子たち騒ぎすぎですぅ！　静かにしなさーいっ」

「彼女とクラスメートだぜっ！　自慢してやる～～～～っ！」

「わが世の春！　やっと来た！　とうとうこの日がやって来た――――――っ！」

　キミちゃん先生が小さな体で一生懸命に止めようとするものの、テンションが上がりきった男子たちには届かなかった。遙とラブ、ついでに明里さんを見慣れている俺がドキドキするくらいだから、無理もないんだけど……その時だった。
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「いい加減にしなさい」

　その時、壇だん上じようから響いた冷たく鋭い声が狂乱に湧く男子を一瞬で凍りつかせた。

　声の主は今さら言うまでもなく、鉄壁の優等生モードの遙だ。

「あなたたちが騒ぐせいで転校生が困惑しているでしょう。騒ぐにしても休み時間まで待てないのかしら？　動物ではあるまいし、理性ある人間ならそういった分別は持ち合わせていて当然だと思うの。それとももしかしてあなたたちは動物園のお猿さんなのかしら？　だったら仕方がないわ。彼らにはそういった学校のルールは関係ないものね。でもお猿さんにだってルールは存在するわ。そう、群れのボスに従うっていうルールが。クラスのボスと言えばつまりは先生のことよね。その先生の言葉に従わないということはあなたたちはお猿さん以下の存在ということになるのだけれど、私の認識は間違っているかしら？」

　遙が一気にまくし立てる一言一言が突き刺さるようだった。ブリザードのごとき遙の説教を浴びた男子たちは、さっきまでの熱狂とは打って変わって黙り込む。

　なるほど、遙が朝、公恵先生に呼ばれてるって言ってたのはこのことか。転入生の世話を頼むために、先生はクラス委員である遙を呼んだのだろう。さすがキミちゃん、ちゃっかりしてる。ところが、一人だけそんなのものともせず転校生に直撃するやつがいた。

「はいはい新聞部です！　噂うわさの転校生にインタビューをさせて！」

「え、あの……わたくしは」

　困惑する鷲尾さんに、宮武は突進する。しかもいつの間にかカメラを構えていた。

「私が知りたいみんなも知りたい！　新学期に突如現れた美少女転校生の正体とは!?　これはイケるわ！　今日のアクセス数１万ヒットも夢じゃない！　というわけで、さっそく私の質問に答えて――」

「富子」

「ぎくっ……!?　は、遙っ、これは違うのよ！　一番は今も遙よ？　ちょっとブロガー魂がうずいちゃったって言うか、遙とはまた違ったタイプの美少女に興奮しちゃったというか……」

「そんな話、聞いてないわ富子。今さっき尋ねたはずよね？　お猿さん並みでとどまるか、それともそれ以下の存在に成り下がるのか選びなさいって」

「も、もちろん聞いてたわよ。私が親友である遙のことを無視するわけないじゃない。……ていうか、もしかしてこれってヤキモチ？　もう遙ってば、心配しなくても遙が最高よっ」

「…………」

「ああっ、無反応！　しかも道ばたに転がる小石でも見るかのような目！　これキツい！」

　じーっ、と無言の遙に見つめられて、宮武も轟ごう沈ちんした。呆然としている鷲尾さんの隣で、公恵先生がえっへん、と胸を張った。

「わーい、さすが久く遠おんさん頼りになるー。他のみんなも転校生が来たからって、あんまり騒いじゃダメですよー。じゃないと久遠さんがびしびしお説教しちゃいますよー」

　先生……それはなんか違うような気がします。しかしこれは先生の予測通りだったんだろう。

「じゃあ久遠さん、鷲尾さんを案内してね。色々お世話、よろしくぅ」

「……はい」

　憮ぶ然ぜんとしつつも、遙は頷うなずいた。既にみんなより先に鷲尾さんに会った時からこうなることは予測していたんだろう。

「久遠さん、よろしくお願いいたします」

　鷲尾さんに目の前で深々と頭を下げてお願いされて、遙は困った顔をした。

　でもその困り顔は優等生の壁に隠されて、たぶん気づいているのは俺だけだ。

「……こちらこそ」

　ため息とともにその言葉を吐き出した遙はちょっぴり苦い顔をしていた。

　こうして、俺達のクラスに季節外れの転入生がやってきたのだった。




　休み時間になるとすぐさま鷲尾さんの周りには人だかりができた。

　そんな中で、先頭に立って彼女を質問攻めにしているのは宮武富子だ。

「鷲尾さんはずっと外国で暮らしてたの？」

「はい、五歳の時に父の仕事の都合でアメリカへ渡りました。以来、ずっとあちらで過ごしておりました。日本の習慣を知りませんので、みなさんにはご迷惑をおかけするかと存じます」

「でも、そのわりには日本語上手よね」

「両親も家では日本語で話しますので」

「じゃ、ご両親がそんな話し方なんだね。理事の親しん戚せきだっていうし、やっぱりお金持ち？」

「そうでしょうか……あまり他の方と比べてみたことはございませんが、不自由のない暮らしをさせていただいておりますわ」

　次々に飛んでくる質問に、鷲尾さんは一つずつ丁てい寧ねいに答えていく。

　その一挙手一投足が絵に描いたように優雅で美しかった。

　彼女のような人を『大和やまと撫なでし子こ』と言うのだろう。着物なんか着たらとても似合いそうだ。

「鷲尾さん！　どうかオレのことを『この下げ郎ろう！』と軽く罵ののしってください！　こう扇せん子すで口元を隠しつつ、蔑さげすむような流し目で！」

「うふふ、愉快な方ですわね。でも、そのお願いはご遠えん慮りよさせてください」

　慎太郎の大暴投もさらりと受け流すこの余裕。本物のお嬢様ってのは、こういう人のことを言うんだろう。でも、ほっとくとさらに暴走しそうだったので、康夫と二人で慎太郎を強制連行することにした。ついでに、この人垣から出た方が良さそうだ。俺は鷲尾さんに頭を下げた。

「ごめんね、鷲尾さん。慎太郎のやつちょっと興奮しすぎてて」

「いえ、気にしておりませんわ。大河原本気さま」

「あれ……俺の名前、知ってるの？」

　いきなりフルネームを呼ばれて、俺は少し面食らう。

「ええ、実は始業式を見学させて頂いておりましたの」

「あ、なるほど」

　始業式の壇上で俺たちは一人一人名前を呼ばれて表彰されたんだった。

「ええと、確かこちらが川森慎太郎さま、あなたが高たか倉くら康夫さまですよね？」

「わあ、嬉しいな。もう名前を覚えてもらってるなんて。でも、そんなに固い呼び方しなくてもいいよ。だってクラスメートなんだし」

　さすが康夫、これだけのお嬢様オーラを放つ女子相手にこのフレンドリーさだ。

「では、高倉さん……とお呼びしてもよろしいですか？」

「もちろん、お好きにどうぞ。マジもいいよね」

「ああ、好きに呼んでくれ」

「私もなんて呼んでくれてもいいわ。でも、下の名前で呼ぶのだけはやめてね」

　と、宮武はいつものように釘を刺す。

　なんでか判らないが宮武は「富子」という名前が気に入らないらしい。

「オレは是ぜ非ひ、慎太郎と呼び捨てにしてもらいたい」

　慎太郎はまだ懲こりてなかった。

「あの……マジというのは？」

　鷲尾さんが不思議そうに首をかしげていた。

「あー、マジっていうのはあだ名だよ。本気って意味の俗語なんだよ。だろ？　それでいつの間にかそう呼ばれるようになってた」

　俺は初対面の人相手にはもはや慣れっこになったあだ名の由来を教えた。

「まあ、それは素敵ですわ。わたくし、あだ名で呼び合うのに憧れてましたの。わたくしもそちらでお呼びしてもよろしいでしょうか。マジさんと」

「え、あ、別にいいけど……やめた方がいいんじゃないかなあ……」

　キミちゃん先生からして、まじくんってあだ名で呼んでるから全然かまわないんだけど。お嬢様な雰ふん囲い気きなのに、『マジ』って言うの似合わないような。

「本気くん、ちょっといいかしら」

　いきなりの申し出に俺が困惑していると、背後から鋭い声で名前を呼ばれた。

　振り返ると、優等生モード全開の遙が立っていた。

　無表情のはずなのにふつふつと沸き上がるような怒りを感じるのはなぜだろう。

「なになに、遙も話に加わりたかったの？　もう言ってくれたら誘ったのにー。ていうかむしろ私と二人っきりでじっくり語らいましょう！　大丈夫よ、こんなこともあろうかと女の子同士のやり方はネットで調べてあるわ！」

　宮武、調べたってなにをするつもりだ、なにを。

「富子、黙っていてくれないかしら。ついでに積極的な呼吸もひかえてくれると助かるわ」

「さらりと言ったけど、それってわりと死んじゃうんだけど!?　あと富子って呼ばないで！」

　騒ぐ宮武をさっぱり無視して遙は鷲尾さんの前に立つ。

　そのついでに俺の足を踏んづけていった気がするのだが……いや、きっと偶然だろう。

「鷲尾さん、校舎を案内するわ。行きましょう」

「は、はい……」

　遙は強引に鷲尾さんを連れ出してしまう。

「あ、じゃあ俺たちも……ぐおっ!?」

　また足を踏まれた。今度はかかとに体重をかけて思いっきり。

「どうしたの？　マジ」

「い、いや、なんでもない……」

　俺は平然としたふりをする。

　そうやって俺が必死につま先の痛みを堪えている間に、遙たちはさっさと行ってしまった。




　教室を出た遙は大おお股またで廊ろう下かを歩いていた。

　遙は不機嫌だった。自分には学校であだ名で呼ぶのを禁止しているくせに、いざ可か愛わいい女の子にお願いされたら断ろうとしないのだから。それどころか、遙の目にはマジが少し嬉しそうにしているようにすら見えた。

　それは不公平というものではないだろうか。

　３原則に反するわけではないが、遙にとっては非常に面白くない。

「あの、久遠さん、待ってくださいっ」

　遙は自分を呼ぶ声でハッと立ち止まる。

「あ、あの、すみません、もう少し、ゆっくり歩いていただけると助かります……」

　どうやら自分は怒りにまかせてずいぶんと早足で歩いていたらしい。

　しかも「校舎を案内する」と連れ出した相手を無視して。これは学校での〝久遠遙〟らしからぬ行動だ。気を取り直して遙は自分が連れ出した転校生に向かう。

「ごめんなさい。時間がないものだから、つい」

「いえ、こちらこそすみません。わたくし、運動はあまり得意ではないので」

　本人の言う通り、転校生は早くも息を切らせていた。

「久遠さんは、歩くのがとっても速いんですのね」

　はんなりと微ほほ笑えむ彼女――鷲尾神楽に遙は自省する。この怒りは彼女に関係ないのだ。

「あの、あらためてよろしくお願いします。久遠遙さん」

　転校生はそう言って、右手を差し出した。

　遙はその手を思わず見つめてしまった。

「あ、すみません。こちらではあまり握手の習慣がないのでしたね。えーと、この場合は……そうですわ！　名刺交換をするのですよね？　ああっ、でもわたくし名刺というものを持ってませんでした。こんなことなら日本に来る前に作っておくべきでした……」

「……ぷっ」

　目の前でコロコロと表情を変える少女を見て、遙は思わず噴き出していた。

「名刺交換は、お仕事相手とするものよ。この場合は握手でいいと思うわ」

「ああ、そうですか。安心しましたわ」

　遙はあらためて転校生と握手を交わした。

　握った手は思っていたよりもずっと柔らかくて、温かかった。

「あれ……」

　だが、遙はなぜかその手の感触を知っているような気がした。

　以前にもこんなことがあったような気がする――不思議な既き視し感かん。

　懐かしさと小さな不安が遙に押し寄せる。

　そんな漠ばく然ぜんとした感覚がよぎったのもほんの一瞬のことだった。

「どうかなさいました？」

　気付けば転校生は不思議そうに遙の顔を覗のぞき込んでいた。

「う、ううん。なんでもないわ。時間がないし行きましょう。休み時間は移動教室の場所を教えるわ。他の施設は放課後に案内するから」

「はい、よろしくお願いします」

　転校生は優雅に一礼して微笑んだ。




「ただいまー、ラブ？」

「おっ、おかえりなさいませ、ですっ……きゃあっ」

　我が家の玄関を開けて呼びかけるとラブの悲鳴が聞こえた。

　慌てて奥に向かうと、台所でラブが転んでいた。

　床は粉まみれで真っ白になっていてそれに足を取られたらしい。

「大丈夫か？　どこか故障してないか？」

「だっ、だいじょう……きゃっ」

　ラブは立ちあがろうとして、また粉で滑った。なんだ、この粉……小麦粉？

「うぅっ、どこも故障はありません、マスター。転んだだけですぅ」

「それはよかったけど、一応メンテナンス槽そうに入っておくか」

「平気です。それよりお掃そう除じしないとなのです、マスター」

「掃除はいいよ、俺がやるから。ラブはガレージに……」

「ダメですっ！　ラブが汚したんです、ラブがお掃除しますです！　ラブは、マスターのお役に立ちたいのです。これ以上、お荷物になるのはイヤなのです」

　ラブは涙目のままよろよろと立ちあがって、危なっかしい足取りで掃除機を取ってきた。

「きゃっ」

　またコケた。以前、優先指示で命じておいた「転んだ時には悲鳴」はしっかり身に付いている。でも、いくら頑丈でも何度も転んでたらやっぱりちゃんと調べた方がいいよな。

「ラブ、これどうしたんだ？」

「はぅ……すみません、マスター、ラブは失敗してしまったのです」

　そりゃあ見れば判るけどね。俺はたどたどしく続くラブの説明を待つ。

「えふさんから、レシピをもらったのです。コーヒーに合うビスコッティという」

　メールでやりとりしてるのはそんな内容なのか。ホントにえふさんは先生みたいだな。

「コーヒーにつけて食べるんだそうです。ラブはコーヒーは淹いれられるので、それがあったらもっといいかなって。少しはマスターのお役に立てるかなって……」

　ラブには想像力がある。ちゃんと自分で考えて成長してるんだなとしみじみ思った。

「マスターが帰ってくる前に作って、コーヒーと一緒にお出ししたかったのです。でも小麦粉をふるう、というのが難しくて……その、失敗してしまいました。ただでさえ、お外に出られないからお買い物もお洗せん濯たくも出来ないのに……ラブは、悲しいです」

　ラブはしゅんとして、落とした肩には小麦粉が散っていた。頭から被ったのだろう。体中についているから、掃除機をかけた床に身動きするたびに落ちる。

「あっ、まだ残ってました。お掃除します！」

　掃除機をかけるそばから、落ちる小麦粉。

「あれ？　掃除したのになぜでしょう？」

「にゃあ」

　やってきたアラシがラブの足元にまとわりついて、落ちた小麦粉を散らしていく。

「わっ、アラシさん、ダメです。お掃除終わるまであっち行っててください」

　そう言ってもアラシは言うことを聞かず、退ひかそうとしたせいでアラシの上にも小麦粉が降りかかった。妙にコミカルな仕草で、俺は笑いを堪えるのが大変だ。

「えっえっ、どうしてアラシさんが白くなるんですか？」

「ぷふっ、あはははっ」

　ラブがびっくりしているのを見て、たまらずに俺は笑い出した。

「マ、マスター、これどういうことでしょう？」

「ら、ラブっ、ぷくくっ、まず自分をキレイにしないとっ、あは、あははははっ！」

「へ？　自分？　ああっ、ラブ粉まみれですぅ！」

　ラブの言葉に俺はしばらく笑い続けた。ラブは確かに成長してる。でも、研究所を出てまだ３ヶ月程度だ。生まれたばかりの子どもと変わらないんだ。それが俺はなんだか嬉しかった。不思議と温かい気持ちになってしまう。なんだろうな、この気持ち。

「ラブ、気持ちは嬉しいけど、そんなに無理して頑張らなくていいんだぞ」

　笑いを収めて、俺はなるべく優しく、ラブに言い聞かせる。

「……ラブはマスターのお役に立ちたいんです」

「ああ、気持ちは判ってるよ」

　俺は、白い粉を被ったラブの身体からだを軽くはたいてやる。

「それで、一つくらいは出来たの？　そのビスコッティって奴」

「いえ……一つも出来なくて」

「はは、じゃあ、一緒に作ろう。レシピ見ればたぶん、作り方判るだろ」

「……はい」

　ラブは、思ったほど喜んではくれなかった。

　やっぱり、堪えてるんだろうなぁ……。そう思わざるを得ない俺だった。




　しばらくして、当然のごとくロボロボ部の面々が我が家のガレージに集まっていた。

　夏休みの最初の頃、強引に仮の部室として接収されたガレージは、一応看板が付けられて部室扱いにされているけど、あくまで仮だ。だいたい、学外に部室を置いても部費が出ない。

　それでもみんながここに集まっているのは、やはりラブを気にしているからだろう。

　ネット巡回に忙しい慎太郎と、生徒会の仕事が終わらずまだ合流していない遙を除く俺達は、合宿の成果である猫型ロボットの性能実験を始めた。「アラシ」と命名された猫型ロボットは、名付け親であるラブが振り回すネコジャラシと格闘している。どっちが遊ばれているか判らない感じだけど、まあ、主目的はラブを励ますことなので問題ないと思う。

「ああ、アラシさんそっち行っちゃダメですよ」

　唐突にアラシが、何かを見つけたようにラブに背を向けて走り出す。慌ててラブが止めるのだが、その途端、興味を失ったようにアラシはラブに背を向けてしまう。

「マスター、アラシさんが言うことを聞いてくれませんっ」

　アラシを抱きかかえてラブが訴える。

「ははは、まあ、そんなに高性能じゃないからなぁ。それに、猫って気まぐれなもんだろ？」

「市販のキットに付属してるＡＩにちょっと手を加えただけだからね。そのうち、色々と工夫するよ。今のところ、周囲の声や動くものに反応してるだけなんだ」

「ふみゅう。虫さんでもいたのでしょうか。ラブのセンサーには何も反応しませんでしたけど」

　ラブは大人しくなったアラシを抱き上げる。

「マスターがいない間、二人きりでいるのですから、もっとお話しできるようになりたいです。ね、アラシ？　アラシもそうですよね？」

　ラブに話しかけられて、アラシは同意するように鳴き声を返した。気持ちは判るけど、俺たちの実力じゃラブみたいな高性能人工頭脳を作るのは無理だと思うな。

　しかし、これってラブは一人でいることを「寂しい」と思っているみたいに見える。

　俺達も自然にそう推測して行動しているけど、これってかなり異常な状態だよな。

　人間の方がロボットに合わせてるってのはさ。でも合わせてやりたくなるんだ。

　親父おやじの作ったロボットの不思議なまでの人間らしさを、俺は自分の作った猫ロボと比較して初めて痛感しているような気がする。まあ、ロボットの人間性には気を配るのに、我が子に対して人間的な気遣いはあんまりしなかった訳だから素直に尊敬は出来ないけどさ。

　そんなラブの姿を見て、明里部長が気遣うように話題を変える。

「ねえねえ、そういえば大河原くんたちのクラスに転校生が来たんだってー」

　生まれつきの病気で自分の足で立って歩くことができず、ずっと車くるま椅い子すで生活をしている明里さんは人の心を読むのが上う手まい。しかも明るさを失わないのが特徴だった。

　遙のような目の覚めるようなザ・美少女！　というわけではないが、いつもニコニコ笑顔の絶えない雰ふん囲い気きとか、誰に対してもあけすけで飾らない性格はとても魅力的だと思う。

　明里さんは、興味津しん々しんな様子で転校生について尋ねて来る。

「ねえねえ、どんな子だった？」

「どんなって、美人で上品な感じですね」

　思えば、俺の周りで一番普通の美少女が現れたと言ってもいいかもしれないな。

「いや、それが聞いてくださいよ部長！　黒髪ロングで前髪ぱっつんの美少女！　しかもリアルお嬢様っすよ！　もはや存在自体が生ける伝説ですよ！」

　いきなりモニターから顔をあげた慎太郎が熱っぽく語りだす。

「アレは自宅には執事がいたりするね！　もしくはメイド！　そんで実は婚約者から逃げ出してウチの学校に転入してきてたりするね！　そして現地で恋に落ちる！　例えば俺と！」

　慎太郎、それは絶対ないと思うぞ。

「すごく礼儀正しい子でしたよ。ずっと海外で暮らしてたそうですけど、日本語も上手だし。おまけに久遠さんに負けないくらいの美人だし。ま、タイプはかなり違いますけど」

　康夫がフォローする。ところが、明里さんはいまいちお気に召さなかったらしい。

「そんなのはどーでもいいの。あたしが知りたいのは、たとえば誰かの幼おさな馴な染じみだったーとか、朝、曲がり角で男子生徒とぶつかってたまたま偶然その男子と同じクラスに転校してきたとか、放課後変身して戦ってるとか、そういうバッチリな話はないかって聞いてるの」

「ありませんよ、そんなの」

　一体何を期待してるんですか、部長。

「なーんだ、つまんなーい。せっかくこんな変な時期の転校生なんだから、もっとこう謎とか秘密とかほしいわよねー」

　転校生もそんな過度な期待をされたらいい迷惑だろう。

「いやいや、単に理事の親戚だからみたいですよ」

「なにそのありきたりの理由！　世の中には、父親がロボット開発に携たずさわってるっていうだけの理由で高級車十台分の高性能ロボットが送られてくるなんて出来事もあるのにね！」

　ほっといてください。そう思ったのが顔に出たのか、明里さんはクスリと笑うと矛ほこを収めた。

「ま、いいわ。なんせ我がロボロボ部には本物の人型ロボットとリアルツンデレ美少女がいるもんねー。この際、これ以上の意外性はなくてもかまわないわ」

　俺は胸を撫なで下ろした。この調子だと、転入生を勧誘してこいって話になりかねなかったもんな。しかし明里さんはもう前の話題を忘れたようにあたりをキョロキョロ見回している。

「あれ？　そういや、うちのツンデレ美少女は？」

「はる……久遠なら、その転校生に学校を案内してるはずですよ。それが終わったら生徒会の予算会議だって言ってたから、今日はもう顔を出さないんじゃないですかね」

「そっかー、遙ちゃん来ないんだー」

　そう言うと、明里さんはリクライニングに背中を預けて漫画を読み始める。

「……って、ちょっと待った。そう言えば、明里さんなんでここにいるんですか」

「なんでって、だってここ、仮部室だし」

「そうじゃなくて、予算会議とかいうの出なくていいんですか!?　生徒会長でしょ！」

「いいのいいの。生徒会には優秀な人材が揃そろってるからね、あたしの出る幕なんてないのさー」

「いいわけないでしょう！」

　鋭い声に振り返ると、そこに遙がいた。生徒会室からここまで全速力で走ってきたのか、息は荒く髪も乱れ放題。それでもむしろドラマチックな感じで絵になるのは、さすが美少女と言ったところだろうか。そんなことはともかく、遙はツカツカと明里さんのところに歩いていくとなにやら紙切れを目の前に突きだした。

「予算会議をサボったことは、この際いいとしましょう」

　いいのか？　予算会議なのに会長不在で。

「問題はこれです！　『ロボロボ部の追加予算申請書』って、なんですかこれは!?　前年度の倍額、しかもすでに承認印が押されているってどういうことですか!?」

「おお、さすが仕事が早いにゃー」

　怒り心頭の遙とは反対に、明里さんはその追加予算申請書とやらを手ににんまりと笑う。

「追加予算って、いったいどんな手を使ったんですか？」

「ふっふっふ、いいところに気がついたね康夫くん！　こないだの人命救助で表彰されたっしょ。その時に交換条件でお願いしてみたのよ。理事長に追加予算くださいって。いやー、でもまさかこんなにすぐ予算がおりるとは思わなかったわ」

　そう言えば、始業式で表彰された後、ご褒ほう美びをねだったって言ってたよな。

　その「まだ内緒」ってのがこの追加予算だったのか。

「どうしてくれるんですか、これのせいで予算案が一から組み直しです！」

「まあまあ遙ちゃんそう怒らずに。なんせ我がロボロボ部に予算が降ってきたんだから。これだけあればバッチリなんでもやりたい放題だよ」

　やりたい放題かはおいといて、確かにこれで活動費用に悩まなくてはすみそうだ。

「マスター、よさんってなんですか？」

「まあ、要するにお金が入ったってことだ。これで、ラブのパーツも新しくできるぞ」

「わぁ、すごいです！　よさんすごいです！」

　どうもよく判ってないラブがはしゃぎだす。

「部長！　オレ、焼き肉食いたい！」

「いいともさ。なんなら庭でバーベキューでもしようじゃない」

「僕はメインマシンを新調したいなー。二年落ちのマシンじゃそろそろスペック的に厳しくなってきたし」

「買いなさい買いなさい。なんなら二台買いなさい」

「ラブはいつも行列が出来ている噂うわさのクリームドーナツを食べてみたいです！」

「はっはっは。いくらでも食べなさい。なんなら店ごと買っちゃいなさい」

　多額の予算を前にしてすっかり気が大きくなったのか、明里さんは、次から次に上がる要望を片っ端からＯＫしていく。つーか、もはや部活と関係ないし。ま、遙がいる限り現実になることはないんだけどな。そういえば、いつもならとっくに遙が怒り出してるはずなんだけど……恐る恐る遙の方を見ると、なぜか不敵な笑いを浮かべている。

「ふふふ……いつまでそうやって浮かれていられるんでしょうね……」

「おんや、遙ちゃん？　どうかしたのかにゃ」

「その予算申請書と同時に、生徒会にメールが届いたんです。理事長の秘書からでした」

　たぶん、怒られる事を予期していたはずの明里部長は、いぶかしげに首をかしげた。満を持して、という感じで遙はポケットからもう一枚紙を取り出すと、目の前で読み上げた。

「要望の追加予算を承認しましたので書類を送ります。なお、これに際して理事長からの伝言があります。『労働には対価を、成果には報ほう酬しゆうを、怠たい惰だには罰を、が私のモットーである。来年度には君たちがまた新たな〝成果〟を見せてくれると期待する』だって」

「えーと……これってどういう意味？」

　慎太郎が聞く。

「つまり、予算を増やしたんだからなにか結果を残せってことじゃないかな」

　康夫が答える。

「ついでに『サボったら罰を与える』とも言ってるな」

　最後に俺が付け加えた。

「つまり、私たちは予算をもらった代わりに、何か部活動としての成果を見せなければいけなくなったんですよ」

「おおう……さすが理事長……バッチリ抜け目がないにゃー……」

　めずらしく明里さんの笑顔がひきつっていた。

「あの……ラブはちょっとよく判らないんですが……よさんって、いいことなんですよね？」

　ラブの質問にもはや誰一人「うん」とは答えられないのだった。




　久しぶりに静かな夜だった。理由は単純で、今、俺は部屋で一人だからだ。

　ラブはまだ後片付けをしているし、遙は忙しいからと今日は来ていないのだ。

　一時期より減ったとはいえ、相変わらず好奇心にかられた野次馬は時々現れる。万が一、遙が家に入り浸っているのが見つかり噂にでもなったらそれこそ面倒なことになるから、なるべくこっちにいる時間を減らすべきだとは思う。とは思うものの、いないならいないで気になるのは、長いこと一緒に暮らしたせいだろうな。

　ちょうど俺の部屋から隣のマンションの一室に明かりが灯っているのがよく見えた。

　今頃、遙は勉強でもしているのだろうか。

　と思ってたら、いきなり窓が開いて遙が顔を覗かせた。

「ん？　なんだ？」

　遙がなにやら身振り手振りをして呼んでいるっぽいので、俺はベランダに出た。

　遙の部屋とうちのベランダは１メートルと離れていないので、こうして外に出ると普通に会話ができてしまう。遙はベランダを飛び越えて俺の部屋にやってきたりしていた。運動神経がいいから出来るとはいえ、危なくてしょうがないから禁止にはしてるのだが。

「どうかしたのか？」

「べつになんでもない。ちょっとマジくんの顔見たかっただけ」

　遙はむすっとした顔をする。どうやらお疲れモードらしい。

「生徒会の仕事も大変だな。おもに生徒会長のせいって気がするけど」

「そっちは別にいいの。いつものことだから」

　いいのかよ。だったら、なんでこんなにグッタリしてるんだろうな？

　そういえば、生徒会の会議の前に公恵先生に頼まれたもう一つの仕事をしてたはずだ。

「そういや、転校生はどうだった？」

「……」

「おーい、遙さん？」

「むぅ……そんなに美少女転校生が気になるんだ」

「いや、気になるってほどじゃ……」

　なんとなく雑談でもして盛り上げようと思ったら、余計に不機嫌になってしまった。なぜだ。

「ちょっと変わってるとこもあるけど、良い子だよ。……たぶん」

「なんだ、その『たぶん』って」

「たぶんはたぶんなのっ。あんまりしゃべってないから判んないよ」

　普段はビシッとしてるからすっかり忘れていたが、こいつは極度の人見知りだった。

「ていうか遙ちゃんといる時に他の女の子の話するの禁止っ」

「な、なんでだよ。別に単なる世間話だろ」

「禁止ったら禁止なのっ。遙ちゃんはご機嫌ななめですっ」

　ななめってしまった。なんかこう、年を経る事に遙の扱いが難しくなるような気がする。

　遙が日に日に女らしくなるせいなんだろうな。幼馴染みとしては複雑な心境だ。

「ねえ、マジくん……そっち行っていい？」

「いや、夜中だし危ないだろ――ってうおおおお！　危ない！」

「とおっ！」

　遙はいきなりこっちに向かってジャンプした。俺は必死でそれを受け止める。

「マジくん、ナイスキャッチ♪」

「ナイスキャッチ♪　じゃない！　危ないだろっ」

「大丈夫。マジくんがきっと受け止めてくれるって信じてたから」

　こいつは……昔っからの信頼しきった目で見上げられると苦笑してしまう。

　変わったと思うと、変わってないところが見える。でも俺は遙のそんな顔にちょっと安心してしまうのだ。

「えへへー♪」

「なにニヤニヤしてんだよ」

「だって、マジくんにお姫様だっこしてもらってるんだもん」

　言われてみれば、まさにそんな感じで遙を受け止めていた。

「そっかー、こうすれば自然とお姫様だっこになるんだ」

「バカ。こんな危ないことやるなよ」

　俺の警告は聞き流してるな。嬉しそうにほころんだ、昔ながらの笑顔だ。

「えへへー、マジくん♪」

「だああっ、しがみつくなっ。つーか降りろって」

「やだ」

　あっさり拒否された。

「あああああっ！」

　いきなりベランダに大声が響いた。ラブだ。後かたづけが終わったらしい。

「遙さん、ずるいです！　それ、ラブもしてほしいです！」

「ふふーん、ダメだよー。マジくんの腕の中は満員でーす」

「交代してください！」

「やだ」

「じゃあラブはマスターの背中に抱きつきます！」

　ラブが背中にしがみついてくる。

「エネルギーが充じゆう塡てんされますー」

「ＭＰ回復中ー」

　遙によるとＭＰとはマジポイントの略なんだそうだ。わけ判らん。

「もー、ラブ、充塡率が下がるから離れてよ！　あたし、学校で疲れてるんだから！」

　その台詞せりふで、俺はふと最初の話題を思い出した。

「そういや、結局転校生って大変だったわけ？」

「やっぱり気になるんだ。もうっ、マジくんのえっち！」

　お姫様だっこされたまま、遙は俺のほっぺをつねり、ため息をついた。

「まあ、あれだけ美人だから仕方ないけどね。案内してる間、ずーっと男子はついてくるし、他のクラスからも見物に来るし、あげく学校の先生たちまで用もないのに話しかけてくるんだもん。鷲尾さんも困ってたけど、案内するあたしもすっごく大変だったんだから」

　そりゃあ、遙も寄ってくる男たちを蹴散らすのに苦労したに違いない。

「ふええ、ラブと同じですね。その人も、お家から出られなくなるですか？」

「え？　そ、そんなことはないと思うけど……そう言えば」

　ラブの無邪気な問いに、俺と遙は顔を見合わせた。

「……なんか見物人来てないよな。少なくとも学校からは」

「もしかして……転校生のおかげ？」

　なるほど、新しい方に興味が向いたらみんなこっちには来なくなるって事か。

「てんこうせいさん……もしかしてラブ、お家から出られるようになったのですか？」

「もしかしたら、そうかも……」

　ラブは、ぱあっ、と顔を輝かせる。

「い、いや、待てラブ。優先指示は自宅待機のままだ。俺達がいない時は、まだしばらく外に出ちゃダメだぞ」

「は、はいです。でも、少しなら……大丈夫ですか？」

　おお、交渉してる。これも学習の成果だよな。俺は曖あい昧まいに頷うなずく。今は、大丈夫かもしれない。でもしばらくして鷲尾さんに慣れたら、また戻ってきそうだよなぁ。

「今のうちに、何か手が打てるといいんだけどなあ」

　頭を捻っていた俺は、遙が腕の中でぷい、と横を向いた事に気付いていなかった。

「……もうっ、遙を抱っこしてるのに、他の人のことばかり考えてる」

　その呟つぶやきを聞いていたのはラブだけで、ラブはじいっと遙を見つめている。

　俺は、自分の思考に浸っていた。

　ついさっき静かな夜とか言ってたのが、もはや遠い昔のようだった。




　朝起きるとなんだか体が痛かった。結局、あの後、何とか遙を部屋に送り届けたものの寝付けなくて、アラシの調整をはじめたのだ。ついつい熱中してガレージの方に泊まり込んでしまった。そんなわけで、目覚めたのはガレージに置いてある古いソファの上だった。

　何度も試し行こう錯さく誤ごしたものの、アラシのＡＩを改良するのは至し難なんの業わざだった。

　ちなみにアラシは、寝ている俺の上で丸くなっている。キットの基本コンセプトがペットなので、こういう動作は最初からインストールされているんだろう。少しでも、ラブと意思疎そ通つうできるように改良したいんだけどな。俺が目を覚ましても、アラシは俺の上から動かない。

「おまえな、もうちょっと主人を敬うとかしたらどうなんだ」

　声をかけると、ひょい、と作業台の上に移動して勝手に充電を始める。なるほど、どうやら湯たんぽ代わりになるように俺の上で発熱していたらしい。いきなり、言うことを聞かないアラシが可か愛わいく感じられてしまう。人間って単純だなあ、と思う俺だった。

　眠い頭を振りつつ、母屋に戻ろうとガレージを出ると、そこになんとも異様な光景を目撃した。我が家の生け垣を取り囲むように学生たちが集まっていた。

　セキュリティに引っかからないように、ちょっと離れているところが学習したようだ。

「なんだこりゃ……!?」

「あ、マスター。おはようございますっ」

　そこにラブがいた。竹たけ箒ぼうきを持っているところからすると、庭の掃除をしていたらしい。

　久しぶりにお日様の下で見るラブは、一段と可愛く感じられる。彼女は庭いっぱいに干された真っ白な洗濯物に囲まれて、楽しそうに竹箒を動かしていく。

　その一挙動ごとに、ざわざわ、と人垣からため息が漏もれるのが判る。

「ラ、ラブ！　何をしているんだよ！」

「あ、マスター、おはようございます」

　にっこり微ほほ笑えんだラブの手を摑つかんで、急いで母屋の中に連れて行く。

　背後ではため息とブーイングが聞こえたけど、そんなのに構っていられない。俺はラブに恐い顔をしてみせる。ラブは、少しだけ首を竦すくめて俺を見つめ返す。

「ダメだろっ、あんな人目に付くとこに出たら！」

「あ、あの、でも、マスターがいる時間ですから、一人の時じゃないですよね」

　……そういえば、昨日の夜話した時、そんなこと言ったかも。

「お洗濯ものは陽の光に当てた方が気持ちいいですし、お庭のお掃除は必要です。それにてんこうせいが来たからお外に出ても大丈夫だって……」

「いやいや、まだマズイんだ。特に通学の時間なんて、何もなくったってみんなウチの前を通るんだから。俺の言い方も悪かったけど……まだ気をつけてくれ」

「は、はいです……マスター、ごめんなさいです……」

　あからさまにがっかりした顔のラブに、俺も悲しい気持ちになるのは避けられない。

「とにかく、まだしばらく家から出ちゃダメだ。家の事は俺がやるから何もしなくていい」

「はい……ごめんなさい」

　何度も謝るラブに、俺はため息をついた。こんな状況じゃ、何のために夏休みに頑張って経験値をためて一緒に暮らせるようにしたのか判らないな。

　転校生が来てくれて少しは興味が移ってくれたとはいえ、これからどうなるのか、まだ全然予測がつかない。俺は、遙が来るまでラブと交互にため息をつき続けたのだった。




　教室では相変わらず転校生の鷲尾さんが大人気だった。休み時間になれば自然と人が集まって彼女の周りを取り囲む。噂によると早くも親衛隊的な男子グループが結成されたという。

　まあ、その筆頭が慎太郎なのだが。

　今も『カグラ♡』と書かれたおそろいの鉢はち巻まきをつけた男子とともに鷲尾さんのまわりを厳重にガードしている。つーかそんなものいつのまに作ったんだ。

「ねえ、マジはなにか考えてるの？」

　ぼんやりと慎太郎たちを眺めながらラブの事を考えていた俺に康夫が話しかけてきた。康夫は、俺が連れてきたアラシに新しいプログラムを打ち込んでいた。一晩かかってもうまく出来なかったので、コンピュータが得意な康夫に頼んでみることにしたのだ。

「なにかって、なにが？」

「ほら、このあいだ理事長から下された交換条件だよ」

　ああ、予算を増やす代わりになにか成果を見せろってあれか。

「いや、考えてない。まだなんにも思いつかない」

　俺は正直にそう答えた。というか、ラブの事が気になって忘れてた。

「実際、『成果』って言われても困るよ。勇希姉の時はまだ期限と目的があったけど、今回は何にもないんだから。もともと、ウチの部ってロボットを作ってみたいってだけだしな」

「いっそ、ロボコンでも参加してみる？」

「俺たち程度じゃ参加しても笑いものになるだけだって」

『ロボコン』とは、正式にはジャパンロボットコンベンションと言う。

　略してＪＲＣとかもっと砕けた言い方で、ロボコンと呼ばれる日本最大のロボットの祭典だ。

　一般的には世界中のロボット開発企業による新型機のお披ひ露ろ目めが主であるように見られているが、もう一つ重要なイベントがある。それは、ロボット工学の道を志す若い技術者や学生たちが自らの作ったロボットを持ち寄って発表するというものだ。そこで目にとまった研究者たちは企業やどこかの研究室などにスカウトされたりもする。要するに若い才能の登とう竜りゆう門もん的な側面も持っている。かつてわずか十六歳でこのＪＲＣに出展し、翌日には数十という企業から契約の申し入れがあったという天才もいる。その天才というのが俺の姉である勇希姉だ。

　日本中からロボット工学の道を志す学生が集まるんだ。昔の勇希姉みたいなのがゴロゴロいて、ロボロボ部のような遊び半分の部活じゃきっと太た刀ち打うちできないだろう。

　なにより俺が不安なのは、大河原って名前のせいで過度に期待されることだ。

　天才と呼ばれる両親や姉と違って、大河原本気はいたって平凡な男子なのだ。

「まあ、地道にやっていこう。まずはアラシの改良とラブの育成だ。そろそろラブに新しいことを体験させたい。ってか、家に閉じ込めてて可哀相なんだよなー」

　何もするなと言った時のラブの落ち込みを思い出す。

「だね。同じ事の繰り返しじゃ情じよう緒ちよ面の成長が鈍るからね。何か大きな環境の変化を体験させてあげたいね。やっぱり夏の合宿はすごく効果があったと思うよ」

　環境の変化……康夫の言うことはもっともだけど、それはなかなか難しい課題だ。

「それこそ、あんな風に人に囲まれたら情緒面も格段に進歩するかも」

　康夫が指したのは、相変わらずクラスメートに囲まれている鷲尾さんだった。

「あんな大勢に囲まれたら進歩する前にフリーズしそうだ。よし、調整完了。そっちはどうだ？」

「こっちはとっくにＯＫだよ。かなり反応パターンを増やせたはずだけど……」

　康夫が答える。これで、そうとう高度な命令でも反応出来るはずだ。さっそく再起動をかけてみる。小さな振動音がした後、ほどなくしてアラシの目が開く。

「よーしアラシ、まずはお手だ」

「マジ、それじゃ犬だよ」

「いいんだよ、命令を聞くか試せれば。もともとラブとのコミュニケーションが取れるようになればいいんだから……」

　ところが、アラシは俺が差し出した手に見向きもしない。

　それどころか「馬鹿にするな」とばかりにそっぽを向いてしまう。

「って、おい、無視かよっ」

「あれ？　おかしいなぁ……」

　康夫は首をかしげる。

「プログラムは完かん璧ぺきなはずなんだけど。上書きの命令じゃダメなのかな」

「おいおい頼むよ。康夫だけが頼りなんだから」

「ていうか、マジが先に組んだプログラムっていったいどうなってるのさ。無駄なコードだらけに見えるのに、書き換えるとエラーが出るし、迂う闊かつに弄いじれないよ」

　珍しく康夫が唇を尖らせる。どうやら、あまり得意じゃない俺が先に色々いじったせいでややこしいことになっちゃっているらしい。失敗か、と思った時、突然アラシが起き上がった。

「お、なんか動き出した」

「なんだろ、何か気になってるみたい」

　アラシは教室の中を見回すと、唐とう突とつに机から飛び降りて駆けだしていく。

「あ、こら待て！」

　苦心を重ねて作ったアクチュエーターが見事に猫らしい動きを見せていることを喜ぶ間もなくアラシは教室の一角を占拠する集団に飛び込んだ。

「きゃっ!?」

　なんだか可愛らしい悲鳴が聞こえた。俺は慌てて集団の中に割って入る。

　すると、そこにはアラシにまとわりつかれて困惑する鷲尾さんの姿があった。

「もう、ちょっとくすぐったいですわっ。あっ、ダメですっ」

　猫と戯たわむれる美少女というものが実に絵になるということは俺も経験上知ってはいたが、その人によって印象が変わるんだなと感心する。遙やラブは微笑ましいのに、鷲尾さんだといささか悩ましい光景に感じるのだ。って、なにをじっくり見てるんだ俺は。

「ちょ、ちょっとほんとに困ります……きゃああっ」

「危ないっ」

　椅子から転げ落ちそうになった鷲尾さんを間かん一いつ髪ぱつで抱き留めた。

「あ……ありがとうございます」

「いや、こっちこそごめん」

　純和風なお嬢様と間近で見つめ合う機会なんてものが、この先俺の人生で何度あるだろう。

　そんな貴重にして至福の時間もそう長くは続かなかった。

「キエエエエエッ！　貴様なにしとるかああああっ！」

　カグラさん親衛隊リーダー（自称）の慎太郎が奇声をあげた。

「ロボットを使って我らがカグラちゃんとお近づきになり、あまつさえ抱きかかえるとは実に狡こう猾かつ！　万ばん死しに値する！」

「いや、これはちょっとした事故で……」

「だまらっしゃい！　者ども、やっておしまいっ！」

「「おおおおっ！」」

　慎太郎の命令で親衛隊のみなさんが一斉に襲いかかってきた。

「よーし、そのまま担かついで剣道場へ連れていけ！　そしてじっくり熟成された三年ものの小こ手ての香りを存分に嗅かがせてやるのだ！」

「い、いやだーっ！　それだけは勘かん弁べんしてくれーっ！」

　必死に訴えていると、ちょうど遙と目が合った。

「はるっ……じゃなくて久遠！　助けてくれ！」

　ところが遙は、冷たく俺から視線を外した。

「川森君、休み時間が終わるまでには帰ってきなさいよ」

「なにいいいいいいっ！」

　止めてくれるんじゃないのかよ!?

「野郎ども、宴うたげじゃーっ！」

「「「おおーっ！」」」

「あ、あのっ、川森さん、お、おやめください」

　止めてくれる鷲尾さんの意見は取り入れられず、俺はいずこかに連行されたのだった。




　ラブはとても退屈していた。困惑していたという方が正しいかもしれない。

「何もしなくていい……」

　そうマスターに言われてしまったからだ。

「それならラブは無価値です。ラブはお役に立つためにいるのですから」

　いっそスリープ状態になってマスターたちの帰りを待つ方がいいかもしれない。

　けれど、それでは留守を守るという大事な仕事ができなくなる。

「ますます、役立たずです」

　家から出てはいけない。家の中で見つけられる、ラブが出来ることなんて限られている。それはあっという間に終わる。ただ、じっと待つ時間がラブには辛つらかった。

「はう……ラブはまだまだちょーこうせいのうなロボットにはほど遠いです……」

　合宿での人命救助を褒ほめられて少し自信を持ち始めていただけに、この落差はラブにとって辛いものだった。目標を持って努力するのは苦にならない。目標はマスターの役に立つロボットに成長することだ。だが、今のラブには努力の仕方が判らない。何をすればいいのかも。

「学校かぁ……」

　ラブは最近もっぱら気になりだしたその場所を見つめる。

　窓の向こうにそびえ立つ白い大きな建物。そこで本気や遙は学習し様々な知識や経験を得ているという。本気と遙、ロボロボ部のメンバーが今いる場所だ。

　そこに通えば自分ももっと有能になれるのでは？

　少なくともマスターたちと一緒にいられる。一緒にいられたなら何かお役に立てるはずだ。

　いや、むしろ今の自分では迷惑になるだけかもしれない。

　方向性の見えない思考ルーチンがラブの中に浮かんでは消える。そうやって０ラブシステムに負荷をかける情報の奔ほん流りゆうが『寂しさ』であるということに、ラブはまだ気付いていなかった。

「アラシはいいですねぇ。マスターに学校に連れて行ってもらえて。なのに勝手に帰ってくるなんていけませんよー」

　本気からアラシが帰っていないかとメールが来ていた。「帰ってます」と答えたら、ならばラブが遊んでやってくれと返事が来た。それはありがたかった。誰もいない、することのない家の中は広すぎるからだ。

　その時、足下でアラシが小さく鳴いた。

「どうしたですか？　何かいるですか？」

　窓の外を見つめて微動だにしないアラシ。

　そのアラシが、突然、さっ、と動いて何かに飛びついた。

「あ、待ってくださいっ」

　アラシは、ラブを無視して何かを追いかけていく。

　ラブは思わず外に出ようとして、すぐに思いとどまった。

　自分がいない間は決して外に出ないようマスターから命じられている。

「そうでした。ラブはお外に出てはいけないのでした。アラシ、戻ってきてください！」

　その声に反応したのか、追いかけようとしたものを見失ったのか。

　気まぐれな猫ロボットは、ラブの方に戻ってくると何事もなかったかのようにソファに飛び乗って丸くなった。

「アラシは、自由でいいですねぇ。ラブ、憧れるです」

　ラブは、そういうと窓の外を見つめていた。

　アラシは、にゃあ、と一声鳴く。アラシが何を追いかけたのか、ラブには判らない。

　ただ、庭にも、マスターのところにも行けるアラシが羨うらやましくて仕方ない。

　それ自体も、ロボットとしてはあり得ない「感情」だと、ラブも、それ以外の誰も、まだ気付いていないのだった。




　それから数日後の放課後のことだ。

「ねえねえ、ロボコン出ようよっ！　バッチリこれ狙うっきゃないって！」

　ガレージに集まったロボロボ部部長の明里さんは開口一番そうのたまった。

「理事長も成果を出せって言ってるわけだし、ここはいっちょ日本屈指のロボットの祭典に殴なぐり込みをかけようじゃないの」

「だから返り討ちにあうのが落ちですって。俺たちが今までやってきた車椅子の改造とか鼻で笑われるレベルなんです。言ってみれば、日本中から勇希姉みたいなのが集まってくるとんでもないイベントなんですよ」

「だからこそ参加するんじゃない。かつて勇希先輩が立った舞台にあたしたちも立つっていうの、なかなかカッコよくない？」

　ダメだ……この人は甘く見すぎている。

「第一、何を出展するんですか」

「んー、きっとここに集まる優秀な部員たちが何か目の覚めるようなアイディアを出してくれるって信じてる」

　確かにＪＲＣに出展できれば、それこそ甲子園に出場したくらいの快挙だろう。

　だからこそ並大抵のことじゃないわけで、信じられても困るのだ。

「最初は身の丈たけにあったことをするべきでは？　そんな全国大会的なのじゃなくもう少し小規模のコンテストがありますよ」

　と、康夫がネットのページを色々見せてくれる。

　なんだろう、この『ロボット腕、寿す司し早握りコンテスト』って……

　しかしこうして見るとあちこちでロボットに関連するイベントがあるんだな。

　世の中は大ロボット時代というところだろうか。人型ロボットの性能は年々すごいものになっていくし、普及率も加速度的に上昇している。そのうち、一家に一台、人型ロボットなんてこともあるかもしれない。だけど今のところ、それは夢のまた夢だ。

　ロボコンに出場するロボットにしても、人工知能を備えた人型ロボットなんて出展するのは一部の大企業だけだ。大半は家事ロボットの延長で、アイディアや機能を競うことになる。

　だから、こういう寿司早握りコンテストみたいなものは頻ひん繁ぱんに開催されているんだろう。

「寿司握るロボットなんて見せても理事長が満足してくれるわけないって。うちには大活躍した猫ロボットと人型ロボットがいるんだよ？」

　まあ、そうだろうな。倍増された予算から考えても、凄いことを期待されている気がする。

「もう、あによー。あんたらロボコン出たくないの？」

「それは……」

　俺はふと不安になって遙の顔を見た。遙はロボットが嫌いなのだ。

　これといった感情を覗かせない無表情をしている。俺以外の人がいる場所ではいつもこうだ。

　だけど俺は、その無表情の下に隠された感情を知っている。

　ロボットの開発に携わっていた遙の両親。でも、そのロボットの事故で亡くなってしまった。

　両親の死は遙にとって大きな傷として残っている。

　本当なら、ロボロボ部の活動に参加することはあまり気の進むことじゃないだろう。

　やっぱり、無理をさせてしまっているんだろうか。

　遙の３原則に甘えているのは俺の方なんじゃないかという気がしてくる。

「なぁ、ロボ子出せば一発で優勝じゃねえの？」

「おおっ、それだ！」

　慎太郎の能天気な発言に明里さんが反応して、ラブが嬉しそうな顔をする。

「ラブが出るとゆーしょーなら、お役に立てますねっ！　ラブ出ますっ！」

「待て待てラブ。慎太郎、無責任な発言はやめろって。明里さんまで……」

「えー、オレは本気なのに」

「ラブも本気ですっ！　マスター！　お役に立ちたいのです」

「ラブちゃんを作ったのは大河原博士だよ。僕たちじゃないからそれは違反になるよね」

　康夫が呆れたように説明してくれる。

「えー、バッチリ優勝って思ったのにガッカリ～～」

　明里さんまでバカ言わないでくださいよ、ロボコンのこと調べたんじゃないんですか。

「ラブは出られない……役立たずです……」

　しゅんとしてしまったラブが気の毒だ。

「ラブ、ラブは役立たずなんかじゃないわよ」

「でも、遙さん。ラブはお役に立ててません……」

「それは、ラブのせいじゃないでしょ。何もさせないようにしてるのは私たちだわ」

　ラブへの興味が薄れるまでじっと家の中にいろ、何もしなくていい、と言ったのは俺だ。

「ラブはちゃんと頑張ってる、私たちは知ってるからね」

「ありがとうございますです。でも……することがないと、どうしていいか……ラブにはまだ判らなくて……困ります」

　ラブは肩をすくめて小さくなっている。困惑しているのが判る。

「す、すみません。ラブが未熟だからですねっ、もっと成長すればきっと、いいなぁって思わなくなるのです」

「いいなぁって、何がいいなぁなんだ、ラブ？」

「うっ……い、いえ……あの……その」

　俺の言葉に俯うつむいてしまったラブ。膝の上ではアラシが気持ちよさそうに丸くなっている。

「ラブちゃん、言いたいことがあるなら言ってみてよ」

　康夫が優しくうながすと、ラブはポツリポツリとしゃべり出す。

「えっと、マスターたちはいつも一緒にいて、楽しそうだなって……ラブは、マスターが学校に行っている間、ずっとひとりだし……あ、いまはアラシさんがいますけど。でもアラシさんも学校に行ってしまうことがありますし……」

　みんなラブが何を言いたいのか判ったようだった。

「ラブは今、あんまりマスターのお役に立てなくて……何をしたらいいのか判らなくて……みなさん、目標があって……いいなって、うらやましくて……その」

「ラブは……寂しいのよね。一人でいるのは、誰だって辛つらいもの」

　優しい目をして、遙がラブを見つめる。ラブは驚いた顔をした。

「寂しい……？　遙さん、ラブが感じているこれは寂しいということですか？」

　自分では気付いていなかったらしい。違うな。単語化されていないだけかもしれない。

「……ああ、たぶん、ラブは寂しいんだよ」

　寂しいからこそ、こうして仲間が集まっていろいろ話し合っている様子を見て「うらやましい」と思う。今さら驚くことじゃない。０ラブシステムは〝心〟を再現するシステムだ。だったら、マイナスの感情もあって当然だと思う。

「夏休みの間はずっと一緒だったもんね」

「そっかそっか、ラブちゃん寂しかったのかー。んもうっ、可か愛わいいぞコンチクショウ！」

「康夫さん……明里さん……」

　抑えていた感情があふれ出したのか、ラブは今にも泣きそうな顔をする。

「いいぜ、ロボ子。そんな寂しさオレがいつでも埋めてやるよ。この身体でな！」

「慎太郎さんキモいです」

「予想外に辛しん辣らつなお言葉!?　いったい誰が教えたのかしら！」

　間違いなく遙です。俺は思わず微ほほ笑えんだ。ラブは、日々成長している。能力だけでなく心が。

「じゃさ、いっそラブちゃんも学校に通えば？」

　と、明里部長が爆弾発言をかましてくれた。

「学校って……ラブはロボットですよ？　転校生ってわけにはいかないでしょう」

　遙の言うことはもっともだ。

　いくら人間に似ているからって、ロボットにはそういった社会的な権利があるわけじゃない。

「それに学校になんて行ったら、ますます騒がれることになるし」

「そうでもないんじゃないかなー？　隠された方が興味をそそるってあるじゃない？」

　明里さんの言葉に、意外にも遙が賛成した。

「あー、ですね。鷲尾さん人気も最初ほど沸ふつ騰とうしてないし、毎日そこにいて見慣れるとそれが日常になるかもしれませんよね」

「そうそう。いっそ、これが人間型ロボット！　いつでも見られますよーって方が騒ぎは収まりそうな気がするのよねーっ」

　それはそうかもしれないけど、でもロボットが学校に人間と一緒に通うなんて例がない。

「ラブ……学校に通えるですか？」

　ラブはハッとしたような顔で俺たちを見つめている。期待にあふれた目をして。

「ほら、期待しちゃってるじゃないですか。会長、いい加減なこと言わないでくださいっ」

「まあまあ、遙ちゃん。きっとなんとかなるって。ていうか、あたしがなんとかするし」

「なんとかって……」

　あっけらかんと言い放つ明里さんに絶句してしまう。なんとかなるはずがない。

　そういう間もなく、明里さんは自信満々だった。

「よーし、そうと決まれば善は急げよっ！　遙ちゃん、制服貸して！」

「え、え……か、会長、ま、待ってくださいっ！　何なんですかこれーっ！」

　抵抗する間もなく、車椅子に乗せられて遙がガレージから連れ去られていく。

「ラブちゃん！　ラブちゃんも来て！」

「は、はいです！」

　何をするつもりなのか、と男子一同が顔を見合わせている間に、明里さんは帰ってきた。

「ふっふっふ、あんたたち、今日はロボロボ部に入った事をあたしに感謝する記念日よ」

「あの、部長、一体何が始まるんですか？」

「ふっ、愚問ね。大河原君。じゃあ……おいで、ラブちゃん！」

「あの……ら、ラブ、ちょっと、恥ずかしいです」

「いーからいーから、早くおいでってば」

　母屋から続く廊ろう下かをおずおずと歩いてきたのは、ラブだった。

　俺達の高校の制服を着たラブだ。

　こ、これは……と言いたくなるくらい似合っている。髪の色は明るいけれど、鷲尾さんに劣らない美び貌ぼうだ。遙の可愛らしさとも違う、不思議と無む垢くな印象だった。

　ラブは、少し赤い顔をしている。隣には、私服に着替えてやはり赤い顔をしている遙も一緒だ。遙は不満そうに明里さんに抗議した。

「ラブに制服を着せたいだけだったら、明里さんが貸せばいいじゃないですか！」

「えー、だって、私の制服だと、おっぱいが余っちゃって大変だよ？」

「な、なに言ってるんですか！　そ、そんなこと……」

　わざわざおっぱいを持ち上げる明里さんに、遙は真っ赤になる。ま、俺達も目のやり場に困る場面だから当然なんだけど、そんな遙にラブが追い打ちをかける。

「あ、あの！　べ、別に遙さんはおっぱいが小さくないと思いますです。ラブのおっぱいだと、全然、足りなくてスカスカになっています！　この制服から算出される遙さんのプロポーションは素敵です。Ｄカップではちじゅう……」

「き、きゃあああああああああああっ！　なにいうのよラブ！　やめてやめてっ！」

　真っ赤になって遙が両手を振り回す。優等生モードも何もあったもんじゃない。

　それを見た明里さんは大笑いして更に余計な事をいう。

「あはは、遙ちゃん、折せつ角かくだからラブちゃんの服着ちゃえば良かったのに。ちょっと頑張ればはいるんじゃない？」

「私、あんな、あんな色々見えちゃう服なんて着られませんよ！」

「遙ちゃん、そんなに怒らないでよ。水着みたいなものだからいいじゃないの～」

「会長！　これってセクハラですよ！　風紀委員会で問責しますよ!!」

　二人の掛け合い漫才を余よ所そに、ラブは俺を上目遣いに見つめる。

「あ、あのマスター、どうですか？　ラブ、一緒に学校に行けますか？」

　ヘッドパーツ以外はすべて人間にしか見えないラブの姿は新鮮だった。俺は何とか頷うなずくのがやっとだ。慎太郎と康夫も、口をぽかんとあけて驚いている。

「い、いやあ、さすが芸術品だね。いつもは変わった服を着てるから逆に目立たないけど、いつも見てる制服を着るとラブちゃんが美人に作られてるのがよく判るよ」

　康夫の言葉に、慎太郎はコクコクと頷いた。口から魂が出ちゃっている感じだな。

　明日になったら転校生のファンクラブからラブのファンクラブに鞍くら替がえしそうだ。

「よかったね、ラブちゃん、後はあたしに任せといて」

「は、はいです」

　明里さんの言葉にラブは期待をこめて頷いた。だけど、そんなに簡単にいくのかなぁ。

　正直、少し不安だ。でもその後すぐに、俺は明里さんをなめていた事に気付くのだった。
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「というわけで、また新しいお友だちが増えましたー。はいっ、自己紹介っ」

　キミちゃん先生に呼ばれて、ラブはギクシャクしながら黒板の前まで歩いていく。

「み、みなさん、はじまめして！　ら、ラブでしゅ！」

　そして嚙かんだ。初めて家に来た時を思い出すなぁ。

「おい、嚙んだぞ……ロボットなのに」

「嚙んだな……ロボットなのに」

　あちこちからひそひそと話す声がする。

　そして、誰もが目の前にいるロボット娘に興味津しん々しんで次の行動に注目していた。

「ら、ラブはロボットですが、まだまだできないこと、知らないことがいっぱいあるのです。だから、ここでいっしょーけんめいお勉強をして、ちょーこうせいのうなロボットになりたいと思います。だから……だから……よろしくお願いします！」

　いまにも泣きそうだったラブだが、グッとこらえて持ち直して挨あい拶さつをした。

　一瞬の沈黙の後、教室に拍手が巻き起こった。

「がんばれよー」

「応援してるぞー」

「ラブちゃんかわいい！」

　俺の心配とは裏腹に、ラブは早くもクラスに受け入れられたのだった。

　ほっとして、俺と遙は視線を交わして安あん堵どした。

　ちなみに明里部長が言うには、交渉というほどの交渉も必要なかったらしい。

　ニュースでも取り上げられたロボットが学校に通うという話題性だけで、うちの理事長は認可のハンコをすぐに押してくれたそうだ。あくまでロボロボ部の「備品」というカタチだが、こうして授業にも出られるし学生向けの各施設を利用できるＩＤも発行された。つまり、扱いは他の生徒とほとんど変わらないことになる。授業料はかからないけどね。

「よかったね、ラブちゃん」

「はいっ、ラブはこれからもりもり勉強します！」

　康夫に言われ、ラブは嬉しそうに答えた。

　とか言ってるうちに、ラブの周りをクラスメートたちがあっという間に取り囲む。

「マジでロボットなのか？」

「本物の人間にしか見えないわよね」

「でも、大河原君の両親って確か、すごく有名なロボットの博士なんでしょ、だったらすごいロボットがいてもおかしくないわよね」

　口々に言って、ラブを観察したり中にはつついてみる者もいたり。

「こ、困りますっ、ラブはせーみつきかいなのですっ。ヘッドパーツは触らないでくださいっ」

「すげー！　ホントにロボットなんだ！」

「ラブちゃんって言うんだ、可か愛わいいねっ」

「ねえねえ、見せて！」

「触らせて！」

「独占取材させてくれる、ラブちゃん！　相変わらず可愛いわー！　まず、スリーサイズと誕生日……あれ、製造日ってことになるかな？　とにかく全部教えてちょーだいっ！」

「はうあ!?　な、なんですかっ、ラブ困りますですっ」

　教室にいた連中が一斉に、ラブのまわりに集まっていった。

「ああーっ、もうこれからずっと通うんだから慌てるな！　ラブが学校になれるまで待ってくれ！　あと、どさくさ紛れに質問してたけど、宮武は当面接触禁止な！」

「えっ、ひっどーい！　横暴だわ！」

　宮武のせいでうちは迷惑したんだ。これ以上好きにさせないぞ。群がる連中を追い払う。それにしても鷲尾さんの時といい、うちのクラスはテンション高いわ……

「とにかく、学校に連れてきたのはラブに色んな経験をさせて成長させるためであって、普通の人間の暮らしを体験させたいからなんだ！　あんまり特別扱いしないでくれ！」

　珍しく大きな声を出してクラスのみんなに呼びかける。

　俺が怒鳴るのは結構珍しい。みんな最初はびっくりしていたけど、笑顔で頷いてくれた。

　ほっとして着席した俺の隣で、ラブは身体を小さくしている。

　初めての環境に戸惑うのは当然だ。自己紹介で嚙かんじゃったのも気になっているんだろうな。

「はぅ……マスター、みんながラブを見ています。学校というところは、人がたくさんいるんですね……ラブ、大丈夫でしょうか。やっぱり、変なんでしょうか？　ちょーこーせーのーろぼっとなのに、自己紹介も出来ない。ラブは失敗ばかりです……」

「みんなロボットが珍しいだけだよ。そのうち慣れるから」

「はい……」

　ラブは緊張のあまりガチガチに固まってしまっている。無理もないけど。こういう時は俺より遙にフォローしてもらった方がいいのだが、その遙の姿が見当たらない。

「なあ、宮武、遙どこ行ったか知らないか？」

「遙なら、さっき出て行ったわよ。ていうか、なに？　大河原本気、あんた私の遙にちょっかいかける気じゃないでしょうね？　ラブちゃんに対する横暴っぷりといい、私を敵に回すと恐いわよ！　ペンは剣よりも強いんだからね！」

　はいはい。すでにいい加減面倒な目にあってるんだよ。

　それにしても、遙はどこにいったんだろう……

　周囲を見回しても見つからず、仕方なく俺はもう一度ラブを宥なだめ始めるのだった。




　本気が遙の姿を捜していた頃、その本人は廊ろう下かを足早に歩いていた。

　うつむき加減に進む遙からは一秒でも早く教室から遠ざかりたいという意志が見て取れた。

　やがて、その足取りも鈍り、人ひと気けのない踊り場まで来たところで遙は立ち止まった。

「やだな、私……」

　遙は思わずあの場から逃げ出してしまったことに戸惑っていた。

　先日といい、この頃つい感情的になることが多くなった。今も、ラブを必死に守ろうとする本気を見ていて、「どうして自分じゃないのだろう」という気持ちが沸き上がってくるのを止められなかった。だから逃げ出した。この気持ちを本気に知られる前に。

「遙さん……」

　声をかけてきたのは鷲尾神楽だった。

　少し心配そうな顔で階段の下から遙を見上げていた。

「あの……急に出て行かれたので、具合が悪いのかと思いまして」

「う、ううん。そうじゃない。心配かけてごめんなさい」

「いえ、いいのです」

　神楽は微ほほ笑えむと階段を上がってきて、遙の隣に立った。

「急に顔をしかめて出て行かれたので……心配しました」

「ありがとう。鷲尾さんはラブと話さなくていいの？」

「え……わたくしは、家族に人型ロボットを持っている者がおりますので、あまり珍しくは感じません……ですが今回は少しありがたく感じています。みなさんの興味がわたくし以外に向いてくださったので」

　神楽は苦笑した。どうやら神楽もクラスメートの好奇心に苦労していたらしい。

「ふふっ、いつも冷静だから、そういう事、感じないのかと思ってた」

「まあ、我が心木ぼく石せきにあらず、ですわ」

　心配してくれた新しいクラスメートに感謝して、遙は笑顔になる。

「鷲尾さん、ありがとう。できたら、ラブとも仲良くしてあげてね。ロボットだけど、結構、いい子なんだ。ちょっと……変わってるけどね」

「あら……ふふ、そうですわね。転校生同士……きっと、仲良く出来ると思いますわ」

　二人は微笑みあった。遙は、なんとなくその笑顔がラブに似ているな、と思ったのだった。




　放課後、ガレージではなぜかお祝いだった。

「んじゃ、ラブちゃんの入学――ま、備品だけど――とにかく、バッチリ学校に通えるようになったことを祝して、かんぱーい♪」

　明里さんが音頭を取って、ラブの入学お祝いパーティははじまった。

　パーティと言っても、飲み物とお菓子を持ち寄っただけのささやかなものだけど。

「だけど、本当にラブちゃんを学校に通わせちゃうとは思いませんでしたよ。しかも備品扱いって、考えましたね、明里部長」

　康夫が褒ほめると、調子に乗った明里さんが語り出す。

「ま、これでも生徒会長様なのだよ。そのくらいの抜け道はバッチリ思いつくのさ」

　どっちかっていうと、反則技だと思うが。

「ラブは……迷惑だったでしょうか」

　ラブが申し訳なさそうな顔で言った。

「どうしたんだ？　急にそんなこと言って」

「だって、ラブが学校にいるとマスターがとっても大変そうです」

「いや、あれはラブが悪いわけじゃなくて、クラスの連中が……」

「その通りだ。ロボ子が気にすることはない！」

　慎太郎、おまえが言うな。すると、遙がラブの前にやってくる。

「ラブはちっとも悪くないわ。むしろ、誰かさんが過保護すぎるのよ」

　そう言って、遙が俺をジロリと睨にらむ。

　もしかしなくても、誰かさんってのは俺のことか。

「過保護……ですか？」

「ラブだっていろんな経験を積んできたんだから、もう少し信頼して任せてあげないと」

　遙がなかなか耳に痛いことを言う。

「可愛い子には旅をさせろってね。遙ちゃんなかなか良いこと言う～」

「会長、茶ちや化かさないでください」

　遙は少し照れた顔で怒ったように言う。確かにこういうとこツンデレだよな。

「遙さんっ、ラブがんばります！　マスターや遙さんに認めてもらえるように！」

「旅ついでに、ロボ子をオレのところに二、三日あずけるってのは……？」

「ラブ、他の人はともかく、コレにはなるだけ近づかないように」

「はいっ、判りました！」

「コレ呼ばわり!?」

　遙の言うことには素直なラブだった。

「ラブちゃんと久遠さん、なんだか本当に姉妹みたいになってきたね」

　そんな二人の様子を見て、康夫が感想をもらす。

「姉妹のようだと言われるのは嬉しいです。遙さんみたいになりたいです！」

「そうだね。姉に憧れる妹か、いいねえ」

　康夫の言葉に、ラブは頷いた。

「はいですっ。ラブは、人間になりたいのです。遙さんみたいになりたいのですっ。なので、これからも頑張りますです！　学校でも遙さんを目指すのですっ」

　ぐっ、と気合いの入ったポーズを決めるラブに、みんなが一斉に笑う。

　姉妹か……確かに、ラブは遙の真似をしたがるからどんどん似てくるよなぁ。

　その時、ふと俺はあることに気付いた。

「あれ？　そういえばラブ、お前の開発コード、プロトⅡだろ？　少なくとも同型機があと一台あるんじゃないか？」

「あ、はいですっ。ラブの前に作られた試作実証実験機はあるはずです」

「へえ、じゃあ、ラブちゃんには実のお姉さんがいるんだね。どんな子なの？」

　明里さんは興味津しん々しんという感じで尋ねる。ラブは困った顔をした。

「ラブが研究所で初めて電源を入れて頂いた時には、もういなかったのです。実験データはラブの開発に活用されたはずですけど……」

「ああ、そっか。あったことないんだね。それは残念。ラブちゃんみたいな美人がもう一人いるかもしれないのに！」

「会長……男の子って可能性もあるんじゃないですか？」

　呆れた顔で遙が会長を止める。

「おおっ、それは考えてなかった。でも、それもいいよねー。ラブちゃん並みの美少年！　鋼はがねの身体に優しい心が宿るのよ～。車椅子美少女の彼氏としてはバッチリじゃないっ！」

　えーと、自分で美少女って言わない方がいいと思いますよ？

　内心でツッコミつつ、俺はふと勇希姉が言っていたことを思い出していた。

「ラブには、０ラブシステムには判らないことが多すぎる」と。

　実際、この学習システムはあまりにも複雑で難解だ。一応、毎日メンテナンス槽そうにいれてデータを取ったりしているけど、ラブの成長速度は凄く速いように感じる。毎日、人間の１ヶ月分や１年分吸収しているような。でもそれだってプログラムとして動作や反応を入力してしまえば一瞬で解決してしまうような事が多いのだ。効率的なのか非効率的なのか判らない。

　そういう意味では、先行して開発されたプロトⅠがどういう形で成長を遂とげているのか知りたい気がした。もしかしたら、勇希姉なら俺よりは色々知ってるのかもしれないけど……

「よーしっ、ラブちゃんの高校生活の為に、大事な事を教えるわよっ！　まずは、ラブレターを貰った時の断り方！」

「こ、断り方ですかっ！　そ、それはラブ、全然想像出来ないですっ！」

「会長っ、ヘンなことを教えないでくださいっ！」

　お祝いのパーティが続く中、俺はなぜかそのことが心の端に引っかかっていた。一度、親父おやじに連絡して０ラブシステムについて聞いた方がいいのかもしれない。気は重いけどな。

　そして俺は後になって、この時すぐに連絡しなかった事を後悔することになるのだ――














第二章　距離の問題









　案ずるより産むが易やすし、という奴だろうか。俺の隣の席で、クラスメートたちに囲まれて談笑しているラブを見て、俺は少し安心し始めていた。

　転校生、鷲わし尾お神楽かぐらさんの存在だけでも学園の注目の的だったうちのクラスは、ラブの編入によってますます華やかになったのは言うまでもない。休み時間の度に見物客が押し寄せてくるほどだ。そんな中、クラスの連中はラブといつも一緒にいられる特権を謳おう歌かしている。

「ラブちゃんは何で動いてるの？」

「えと、えと、ラブの動力源は基本的に電力ですが、有機物を燃焼消化して動力に換えることも可能です」

「それってつまり、食べ物も食べられるってこと？」

「はい。ラブはドーナツが一番好きですっ」

「ドーナツだって、かわいいっ」

「今度、ドーナツ持ってきてあげるね」

「ほんとうですか!?　あ、でも、知らない人からものをもらっちゃダメってマスターが言ってました……」

「知らない人じゃなくてクラスメートだよ」

「あ、そ、そうですね！　で、でも、どうなんでしょう、大丈夫なんでしょうか。ラブ、判断出来ません！　ますたーっ！　マスター、ラブはくらすめーとさんにもらったドーナッツを食べてもいいものでしょうか？」

　ラブは困った顔でこちらを向く。俺は苦笑いして頷うなずいた。

「うーん。いいんじゃないか？　そうだ、お礼は忘れずに。誰から何かしてもらったら、まずはお礼を言うこと。ラブは自然と出来てるけど、知らない人と関わる時には特に優先指示な」

　考えつつ俺が答えると、遙はるかも付け足す。

「授業中に食べたらダメだからね、ラブ」

「はい、です。マスター、遙さん。授業中は飲食禁止ですねっ」

　俺と遙の反応に、ラブを取り巻いていたクラスメートたちが感心の声をあげる。

「へえ、本当にロボット育ててるんだねー」

「なんだか久く遠おんさんと大おお河が原わらくん、まるでラブちゃんのお父さんとお母さんみたいだよ。意外に仲がいいんだね。いっつも喧けん嘩かしてるのに」

　クラスメートの言葉に、心臓がびくっと跳ねる。遙との仲はクラスに秘密にしてる。厳格な委員長と、注意されがちな問題児という位置関係を貫いているのだ。

　クラスメートの不穏な視線に気付いて、遙が赤い顔をして否定する。

「わ、私はっ、ク、クラス委員として当然の注意をしたまでよっ！　い、一応、ロボロボ部だしね！　部活動の一環よ！」

「そうなんだよ。ラブちゃんは学習型のロボットだからね。ロボロボ部のみんなで色々教えて成長を促してるんだ。みんなもよろしくね～」

　康やす夫おがフォローしてくれる。冷静な康夫の存在に感謝だよ。

「……そろそろ次の授業が始まるからラブを解放して。覗のぞいてる見物人もさっさと自分のクラスに戻りなさいねっ！　ほら、早くッ！」

　気を取り直した遙が委員長らしく注意する。鈴なりになっている見物客は、それでやっと解散してくれた。ラブも安心した、という感じで胸を撫なで下ろす。

「ふふっ、久遠さんは頼もしい委員長さんですね」

　聞こえてきた鈴を振るような声に目をやると、転校生の鷲尾神楽さんだった。

「はい！　遙さんはすごいんです、何でもできて優しいのです。ラブの目標なのですっ！」

「そう、気持ちは判りますわ。久遠さんは優秀ですものね」

　なごやかに会話するラブと神楽さん。

「おおうっ、話題の美人転入生二人が談笑している！　それも、話題が遙っ！　ちょっと私どうしていいか判らないわっ、嫉しつ妬とするべき？　今すぐこれをブログにアップするべき？」

「お、俺に言われても困る、宮みや武たけ……手を離せ」

　宮武は俺の制服の襟を摑つかんでガクガク揺さぶっている。迷惑です。

「いいからみんな黙って席につきなさいッ！」

　風紀委員モードで目をつり上げた遙の一いつ喝かつでやっと俺は解放される。

　やっと落ち着いた教室で、遙に指で机を叩くかすかなモールス信号で感謝を伝える。

　照れたようにそっぽを向く所を見ると伝わったらしい。

　ラブは、嬉しそうに次の授業の準備をしている。

「あっ、困ったです。ラブ、教科書を忘れたのですっ」

「ふふっ、ラブさん、私が見せて差し上げますわ。席も近くですし」

　おたおたしているラブに俺が声をかける前に、鷲尾さんがフォローして机をくっつける。

　俺はそんな二人を見ながら安心していた。これなら、大丈夫そうだな。

　始まったばかりの新学期は、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんに思えたのだった。




　放課後、俺たちは明あか里りさんにそのことを報告してた。

　幸か不幸か、明里さん以外は同じクラスにまとまっているのでロボロボ部で報告しなければいけない相手は部長ただひとりという不思議な状況なのだ。

「ふーん、ラブちゃんはバッチリクラスになじんだっぽいねー」

「なじんだって言うか、可か愛わいがられてますよ。な、ラブ」

　ラブはニコニコが止まらない感じだ。

「はい、皆さん優しくしてくださいます。ドーナッツもたくさんいただきました」

「ね？　あたしの案はやっぱり大正解だったっしょ？」

　豊満なバストをこれでもかとつきだして威張る明里さんだ。

「そうですね。おかげでセンサーが鳴らない静かな暮らしができてますよ」

　実際、登校するようになったことでラブへの見物人は激減していた。

　覗のぞき紛まがいの事をしなくても、登下校の時間を狙えば必ず見られるということで、相当数の見物人が満足したらしい。学校の連中にしても、二年の教室に来れば見られるどころか話まで出来る訳で、わざわざうちに来る必要がなくなったのだ。

　登校を始めてまだ一週間も経たないけど、見物人の問題はほぼ解決しそうな感じだった。

「お庭のお掃そう除じもお花の水やりもできるようになったです。お洗せん濯たくものも庭に干せます！」

　膝の上に載せたアラシを撫でながら、ラブが嬉しそうに言う。

「よかったね、ラブちゃん。これでずっと大河原くんと遙ちゃんと一緒にいられるし」

「はいです！　ラブは、皆さんに応援して頂けて嬉しいのです。ありがとうございます」

　俺も俺も、とアピールする慎しん太た郎ろうを無視して、ラブは頭を下げた。

「これでどんどん０ラブシステムに刺激を与えて、ラブちゃんの性能が上がるといいんだけど」

　機嫌良く話す康夫に、俺達も頷いた。

「これだけいろんな人と話したら成長すると思いますよ。ラブの学習システムは、とにかく吸収が早いから」

　ラブの成長は勇ゆ希き姉ねえに遙と一緒の高校に通うことを認めて貰う条件というだけでなく、俺にとってなんだか大切なことになり始めていた。理由は判らないけど。

　ところが俺達の会話を聞いていた当のラブ本人が、途中から難しい顔になっていた。

「でも……マスター、部長さん。実はラブ、そのことで悩んでいるのです」

　意を決したように、ラブは俺に向き直った。

「へ？」

　ロボットが悩む……まあラブなら判らなくもないけど、その単語とロボットのミスマッチに俺はちょっとクラクラしたが、明里さんは興味津しん々しんだ。

「なになに、ラブちゃん？　悩みって聞きたいにゃ～？」

「あの、ですね。ラブは学校で、マスターや遙さんのお役に立てていません。いつも人に囲まれて……マスターに近づくこともできなくて、これじゃあお世話をする家事ロボットとして失格ではないでしょうか？」

　真剣な顔してそんなことを言い出す。俺は根本的な指示をしていないことに気付いた。

「あのなラブ、学校では別に俺のお世話はしなくていいんだぞ？」

「えっ!?　そ、そんな……ラブは学校に行けば、もっとマスターたちのお役に立てるとっ」

　頭の上に「ガーン」とでも出そうな顔で驚くラブ。

「だから、お役に立たなくていいんだって。ラブの成長が目的なんだから」

「ラブのあいでんてぃてぃがピンチですっ！」

　いやいや、そう簡単にピンチになるなって。

「ラブ、学校にいる間はラブは学生なのよ。学生は勉強するために学校に行くの。私や本もと気きくんのお世話するのは家に帰ってからでいいの」

　どう説明すればいいかと考えていたら、遙が手助けしてくれた。

「お世話は家に帰ってから……ですか」

「ラブちゃん。学校にいる時はラブちゃんは情報や経験をインプットしてるんだよ。いっぱい学習すれば、出来ることが増えるよね」

　と今度は康夫。

「はい、です。出来ることが増えるのは嬉しいです」

「わざわざ普通の生徒と同じ扱いにしてもらったんだから、ラブも俺たちと一緒に勉強したり友だちと話したりすればいいんだよ」

「友だちと話したり……友達とはくらすめーとさんのことですか？　ラブお話ししてます」

「近いけど、ちょっとだけ違う気がするなあ。ラブちゃんの友達はえふさんだよね？」

「はい、お友達になってもらいました。えふさんが好きです！」

「んー、ほら、以前ラブちゃんが言ってたじゃない。『大切なもの』を胸の中にたくさんもってるのが人間だって。お友達って、たぶんその『大切なもの』なんだと思うよ。だから、大切だって思えたらお友達でいいんじゃない？」

「……えーとえーと……はい、ラブ覚えました！　お友達は『大切なもの』！　これで一歩、ラブは人間に、遙さんに近づいたのです！」

　みんなが優しくラブに語りかける。

「大切なものが、たくさん見つかるといいね、ラブ」

「はい、遙さん。……あれ？　ラブ、少しだけ混乱してきました。ラブは遙さんもマスターも部長さんも康夫さんも大切なのですが、みなさんは、お友達ですか？」

「うんうん、あたしとラブちゃんはずっと前からお友達だよ～！」

「やったぁ！　ラブちゃんにお友達認定されたよ、感激だね」

「ちょっと待て、ロボ子！　オレ、オレの名前は!?　どうしてお兄ちゃんの名前は抜けてるのっ、ＭＹシスター、ねえねえねえねえねえっ」

　ラブは慎太郎を見て腕組みして考え込む。

「うううん、慎太郎さんは難しいです。制限がいろいろあるです」

「その制限ってなによっ!?　誰がそんな非道をっ」

「あたし～」

「私」

　と、明里さんと遙が同時に主張した。

「ひどおおおおおおおおおおお～～いっ！　マジひでぇよ、あいつら、差別だよ、苛いじめだよっ！」

「……慎太郎、妄想妹日記が再アップされてたが、あれはどういうことかな？」

「うわあっ、マジまでがオレに冷たい～～～～～っ、世界に優しさは消滅した。ガクリ」

　慎太郎の嘆なげきにみんなが笑い出して、この話題はここまでとなった。

　ラブは、確実に成長している。

　でも、遙があんな風にラブに話してくれるようになるなんて、思わなかったなぁ。

　明里さんと一緒に、ラブを諭さとす遙の優しい顔が、なぜか子どもの頃の遙に重なって見えた。

　ラブが遙っぽいというか、遙が子どもの頃の遙みたいだっていうか……

　俺は、ハルカちゃん３原則を決める前の遙を思い出していたのかもしれない。

　もしかしたら……二人とも、俺の家族だから、そんな風に思い始めているのかも。

　……俺は自分の考えていることが恥ずかしくなって、頭をふった。

　とにかく、ラブを成長させてやりたい。それはたぶん、ラブが自分から「人間になりたい」っていったからなんだと思う。なんであれ、家族の夢を応援してあげたいから。

　――あれ？　俺、今までこんなこと考えた事あったっけ……そう思った俺は、まだ気付いていなかった。自分もまた、ラブが来た事で変わり始めていることに。




　次の日の教室。今日もラブはやる気に満ちていた。

「遙さん、ラブは遙さんのお手伝いがしたいのです」

「もう、ラブ、お世話は家に帰ってから、でしょ？」

「でも、遙さんはいいんちょうさんでせいとかいやくいんでふうきいいんだから、ものすごーく忙しいって、ラブ学びました！　マスターはのんびりしてますけど、遙さんにはお手伝いが必要だと思うのです！　ですから、ラブは、ちょっとでも遙さんのお役に立ちたいです」

「気持ちは嬉しいけど、大丈夫よ。慣れてるし」

　優等生モードの遙は、あっさりと断った。ラブは泣きそうな顔になる。

「ううっ、ラブ、役立たずですか？」

「えっ、ち、ちょっと、そんなことで泣かないでよ！」

「ラブは……お手伝いがしたいのです……」

「……判ったわよ。ホントに頑固よね。誰かみたい」

　悲しげに見上げるラブに遙は観念するように溜息をつく。遙は少し考えると、教卓の下から何かを取りだした。ＨＲで回収したプリントだ。

「このプリントを小こ松まつ崎ざき先生のところに届けてきて」

「……はい！　ラブは必ずやご期待に応えてみせますです！」

　びしっ、と敬礼したラブは、いきなり満面の笑みを浮かべている。仕方ないなあ、という感じで遙も笑顔になっていた。

「急がなくていいから。廊ろう下かは走っちゃダメよ。転ばないでね。職員室、判るよね？」

「大丈夫です！　りょーかいしました～」

　元気な声を廊下に響かせながら、ラブは意気揚よう々ようと飛び出していく。

「もー、走るなって言ったのに」

　遙の呆あきれたような声に、クラスメートたちの笑い声が被かぶさっていく。

　ラブは、もうすっかりクラスに溶け込んでいるように感じられた。




　ラブは遙から託されたプリントの束を抱えて足早に職員室へと向かっていた。

　明里のおかげで学校に通えるようになり、一人寂しく窓の外を眺める日々は終わりを告げた。

　本気や遙と一緒に学校に通い、勉強する。学校に好きな人――お友達を作る。けれどラブはやっぱり、一番好きなマスターの本気や遙の役に立ちたかった。

　それがロボットとしての務めであり存在意義なのだ――と、ラブは思っているからだ。

　その時だった。ラブの視界の端を〝何か〟が横切った。

「あれは……」

　センサーを拡大して、視界にあったものをリプレイする。一瞬だけ光学センサーが反応している。それは、不鮮明ではあるものの……台風の時に見つけた〝蛍ほたる〟に似ていた。

「どうして学校に蛍がいるのでしょうか……？」

　ラブは首をかしげながらも蛍がいた場所を探す。プリントを職員室に届ける仕事の最中だが、達成までの時間は指定されていないから、少しくらい寄り道しても構わないだろう。

「あっ、あそこっ……」

　周囲を何度も見回して、一瞬、ほんの一瞬だけ再び蛍に似た反応を見つける。ラブの高性能なセンサーでも捉えきれない反応だ。普通の蛍とは思えなかった。

「なんでしょう……気になります」

　ラブは蛍を追う。影のように途切れがちな反応を追っているうちに、いつの間にかラブは校舎の端まで来ていた。ちょうどそこは、かつてロボロボ部が実験に使っていた理科準備室のある辺りだったが、ラブには知るよしもない。その時、不意に背後から声がした。

「あのっ……！」

「へ……うきゃっ!?」

　ラブは盛大に転んだ。持っていたプリントが廊下にばらまかれる。

「ああっ、たいへんですっ」

　慌ててプリントを拾う。

　そんなラブに手を貸してくれたのは転校生の鷲尾神楽だった。

　神楽は拾ったプリントを一枚一枚、埃ほこりをはらってまとめるとラブに手渡す。

「はい、これで全部みたいですわね」

「ど、どうもありがとうございます。とっても助かりました」

　せっかく集めたプリントをまた落としそうになりながら、ラブはめいっぱいお辞じ儀ぎをした。

「ところで、どうしてこんな所に……？」

「えっと、それは……」

　神楽に質問されて、ラブは今さら蛍のことを思い出す。

　しかし、辺りを見渡しても先ほどまで感じられた影はどこにも見当たらなかった。

「ラブはその……ほ、蛍を見たような気がしたのですが……」

「この時期に、学校で蛍……ですか？」

　不思議そうな顔をする神楽に、ラブは慌てて手を振った。

「い、いえっ、なんでもないんですっ！　ラブ、ドジなので色々間違っているのかもしれませんっ！　ごめんなさい。まだ学校になれていないので……あれ、ここはどこですか？」

　ラブはそう言いながら、自分が情けなくなる。周囲を見回すと、今まで来た事のない場所だった。蛍かもしれないと思った小さな光点も、センサーにゴミがついていただけかもしれない。帰ったらメンテナンス槽そうにセンサーを重点的に清せい掃そうするように指示しよう。

　ところが、そう言った瞬間、神楽が顔を輝かせた。

「……よかった。実は、わたくしも同じなのですっ」

「へ……？」

「わ、私も、なんとなくこちらの方に来なくてはいけないような気がして……ラブさんと同じですわ。ふたりで同じ行動を取っていたということは、これはきっと何かの運命だったのです。ですから、わたくし決して校内で道に迷ったりなどしておりませんっ」

　神楽はキリッと何かに訴えるかのような顔する。

「もしかして……鷲尾さんも……迷子ですか？」

「ま、迷子ではありません。転校してきたばかりで、まだちょっと慣れていないだけです」

　神楽は断言した。初めて見る、真っ赤な顔で。

「ふふっ……」

　そんな神楽の様子を見て、ラブは思わず笑いがこみ上げてきた。
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「もうっ、なぜ笑うんですの!?」

「だ、だって……うふふっ」

「だから笑わないでくださいまし！」

　神楽は頰を膨ふくらませて抗議する。黒髪の和風美人の可か愛わいくすねる姿に、ラブは遙みたいだ、と感じて親近感を持つ。他者の感情を理解して自分の感情に反映させる、この機能は他のロボットにない特徴だと言えるが、ラブ自身にとっては自然な反応だった。

「うふふっ、は、はいです。ごめんなさい。あの、鷲尾神楽さん」

「神楽でかまいませんわ。あなたのことはラブさんと呼んでもいいかしら？　ロボットなのですよね？　人間にしか見えませんけど、とても高性能なのですね？」

「はい、その通りなのです。ラブは、大河原本気さまの身の回りのお世話をするようプログラムされたちょーこうせいのうな人型ロボットなのですっ」

　ラブはえへんと胸を張ってみた。いずれそうなるのが目標だ。

「すごいですわ。ラブさんはロボットなのに転んだり道に迷ったり、本物の人間そのもの」

「う……それを言われると……って、道に迷ってたのは神楽さんですっ。ラブはちょっと寄り道しただけですっ」

「わたくしだって、ほんの少し探検してただけですわっ」

　二人は、しばらくお互い睨み合っていたが、やがてどちらともなくクスクスと笑い出した。

「ふふふっ、わたくしたち転入生同士、仲良く出来そうな感じですわね」

「えへへっ、ラブもそう思います。ラブ、お話しできて嬉しいです。蛍さんに感謝なのです！」

　そう言って、また二人は微ほほ笑えみあう。そしてラブは、蛍の事をメモリーの奥で処理済みフォルダに移してしまった。そして二人は、職員室を目指して歩き出したのだった。




　同じ頃、俺と遙は職員室と教室を繫つなぐ廊下をため息まじりに歩いていた。

「ラブったら、どこにいったのかな」

　遙は困った顔をしている。帰ってこないラブを心配した遙に連れられて、俺達はラブを探しに来たのだ。公きみ恵え先生の所にはまだ来ていないので、どうやら校内で道に迷ったらしい。

「うちの学校、結構広いから。変なところに迷い込んでないといいけど」

　俺達の通う高校は中高一貫の私立で、旧校舎と新校舎、中等部棟と高等部棟に加えて共通施設棟があり、隣接する敷地には付属小学校と幼稚園もあるという大きめの学校だ。増築を繰り返した結果として構造は複雑化していて、特に旧校舎側は使われていない区画も多く新入生はよく迷子になるのだ。慣れれば全校舎の中心である共通施設棟を通路にすればいいだけだと判るので困らなくなるのだが、連絡路だけを通じて移動するとややこしいことになったりする。

「んー、アラシがいれば判るんだけどな。ラブについていくように設定してるから」

「そんなこと言っても、アラシ自体が気まぐれじゃない」

「確かに。ペットロボットの基礎プログラムって結構変更難しいんだよなー。触れる領域少ないから。根本的に入力出来るデータ量が少なくてさ……って、ごめん」

　人ひと気けのない廊下で、俺は遙に謝った。

「……なに、マジくん」

　誰も周囲にいないせいか、遙は幼おさな馴な染じみモードに戻って俺の顔を覗のぞき込む。

「い、いや。遙はロボット嫌いだって判ってるのに、ロボットの話ばっかりしちゃって」

「……そうだよ、ほんとに」

　不満げに鼻を鳴らして、遙は立ち止まる。

「マジくんとこうして二人きりになれる機会だって、すっごくすっごく少なくなっちゃったんだからね。ラブが来てから……」

　そう言われると辛つらい。俺達が一緒の高校に通うために必要なことだとはいえ、最近は以前のように遙に時間をかけてあげられていない気がする。

「まあ、仕方ないだろ。ハルカちゃん３原則は守るからさ」

「……信じてるけど。なんだか、ちょっと、ね」

　そういうと、遙は俺の方に両手を突き出した。

「誰もいないし……ね、マジくんエネルギー、補給したい」

「い、いや、ここだと誰か来るかも……」

「今まで誰とも会ってないんだから大丈夫だよっ。えいっ、ぎゅーっ」

　ぎゅー、と口で言いながら抱きつかなくてもいいと思うのだが。

　俺は子どもの頃から嗅ぎなれた遙の柔らかな匂いに包まれて、やれやれ、と思いながら彼女の小さな身体からだを抱きしめる。こういう時、俺はどんな顔をしたらいいんだろう。

　遙にとって、俺は残された唯一の肉親みたいなものだ。両親をロボットの事故で失い、引き取られた大河原家は崩壊寸前だった。物やお金には不自由しなかったけれど、一緒に出かけたり、悲しい時に慰め合ったり出来るような意味での家族がいなかったのは、俺も同じだ。

　俺と遙の幼い約束、ロボット３原則を模したハルカちゃん３原則。

　その約束を守る事で、俺達は絶対に離れない家族であろうとしたのだと思う。

　気持ちは、今も変わっていないはずだった。

「ホント……遙のお世話は、マジくんの仕事なんだからね。３原則なんだから」

「判ってるって。ただまあ、そう考えるとラブの世話は遙の仕事なのかもしれないぞ」

「なにそれ。だから、遙はロボットが……勝手だよ。マジくん」

　腕の中で、遙は深々とため息をつく。

　だけど……どうしてだろう、なんだか、以前よりも寂しさが薄れている気がするのだ。

　もしかしたら、遙も同じ気持ちなんじゃないか。

　俺はそんな事を考えながら、遙の小さな身体を抱きしめていたのだった。

　遙の気持ちが全く逆で……寂しさを深めていたことすらも気付かずに。




　教室に戻ると、ラブが鷲尾さんと談笑していて、見物人たちとクラスメートがそれを遠巻きに眺めているという状態になっていた。心配して損した、と俺と遙は顔を見合わせた。

「絵になるわ！　メチャクチャ絵になる～」

　カメラを抱えてうっとりしている宮武がこっちに気付いた。

「遙～っ、無事だった？　そこの変質者に何かされたりしてないでしょうね！　説教するのに気を遣って場所かえる必要なんてないのにっ！」

　連れだって出て行ったんで、別々もおかしいかと一緒に戻ったんだが。そう認識してくれるならありがたい。とはいえ、変質者呼ばわりはやめてほしい。

「ねっねっ、遙もあそこに混じらない？　三大美少女集結みたいな～っ」

「ラブと鷲尾さんが仲良くなってる……」

「あっ、マスター、遙さん、聞いてください！」

　ラブは嬉しそうに満面の笑顔で俺たちに手を振る。

「ラブ、くらすめーとさんにお友達ができました！」

　鷲尾さんもラブの隣でにっこり微笑んだ。

「はい、さっき廊下で迷子でプリントを拾ってもらって……それでお友だちになりました！」

「う、うん。そうか……よかったな」

　いろいろはしょりすぎてて何がなんだか。でもラブは嬉しそうに笑ってるし。

「わたくしたち校舎の中で道に迷ってしまいましたの。教室に戻るためラブさんと協力しあっているうちに、お友達になりましょうということに」

　なるほど、二人とも迷子になってたのか。俺と遙は肩をすくめて納得する。

「へえ、ラブちゃんと神楽さん友だちになったんだ。さっそく出来て良かったね」

　康夫が楽しそうに首を突っ込んでくる。

「理想の妹と理想のお嬢様がお友だち……だと!?　いったいオレはどっちのルートに進めばいいのか……いや、むしろ百合ルートへのシャイニングロード!?」

　慎太郎がよく判らんことを言っているが、ここは流すべきだろう。

「あのさ、鷲尾さん」

「マジさん、わたくしのことは神楽とお呼びくだされば嬉しいのですが」

「えっと、神楽さん。こんなこと言うとあれだけど、ラブはロボットだって知ってるよね？」

「ええ、もちろん存じ上げておりますわ。少し変わってらっしゃいますが、とても高性能なロボットだとうかがっております」

　高性能……ラブのやつ、ちょっと見栄を張ったな。

　案あんの定じよう、俺が視線を向けると居心地悪そうに目を泳がせてる。

　いやいや、そんなことよりだ。俺たちは別にして、クラスのみんなが未だ珍しいものを見るように接しているのに、鷲尾神楽さんはそんなのをあっという間に飛び越えてラブと「お友だち」になったと言う。天然、と言えばいいのか、それともお嬢様だからこその余裕なのか。

「わたくしの家でも人型ロボットは何体か所有しておりましたけれど、ラブさんのように表情豊かで楽しい方はいらっしゃいませんでしたわ」

　神楽さんは嬉しそうに言った。

「人型ロボットを何体かって……神楽さんの家、もの凄すごいお金持ちなんだね」

　神楽さんの発言に康夫ですら驚いていた。今さら言うまでもないだろうが、人型ロボットは安くても一体で高級車五台分と言われ、土地付きの屋敷が買えるほどの超高級品だ。

　おまけに倫理制限が厳しく、購入するにあたっては非常に高い社会的信用が求められる。

　それを「何体も」持っていたなんて、ただのお金持ちってだけで片付けられない、それこそ由ゆい緒しよ正しい立派な家柄なのかもしれない。うちの学校の理事って恐ろしいなあ。

「ラブはいいのか？　その……お友達は」

　ラブの認識としては『大切』が友達の定義だよな。

「はい、ラブは神楽さんが大切です。お友達になれて嬉しいのです！」

　へー。相性がいいとかなのかな？　転校生で注目される立場が似ていて共感したとか。

「それに、神楽さんは遙さんもマスターのことも誉めてくれるのですよっ」

「えっ、はる……久遠はともかく、俺も？」

　最初から親しげに話しかけてくる人だとは思ったけど……

「あいたっ」

　見えない角度で遙のエルボーが入る。

「本気くん、顔だらしないわよ」

　ツンとすました遙の声。何が気に入らなかったのやら。

「そうですわ、ラブさん一緒にお昼をたべましょう。わたくし、お友だちと一緒にお弁当を囲むのが夢だったんですの」

「なるほど、お友達とは一緒にお弁当を食べるものなのですね、了解です！」

「おかずの交換もしましょうね」

「はいっ。あ、でもラブのお弁当はドーナツだけです……それでもいいですか？」

「わたくし、ドーナツは大好きですわ」

「よかったです！　ラブはホッとしました」

　神楽さんの予想をはるかに越えたお嬢様っぷりに驚いたが、ラブは無邪気にはしゃいでいた。

　隣で遙がなぜか難しい顔して二人を見ているのが少し気になる俺だった。




　その日、遙はひとり教室に残って、本気たちと帰らなかった。

「あれー、珍しい。もしかして、私と帰りたくなった？」

　機嫌良く寄ってきた宮武を冷たい視線だけで撃退して、遙はため息をつく。

「生徒会の仕事が残っているだけ。それから、このあとラブたちに校内を案内してあげることになってるから」

「ああ、そういうこと。クラス委員長って、大変だね」

　同情するように肩を叩かれたけど、それは別に構わないのだ。

　どちらかといえば、遙は本気の態度が気になっていた。

　今日、このまま一緒に帰りたくないくらいに。

　久しぶりに校内でエネルギー補給までしたというのに、消えなかったこの気持ち。

　ラブの方ばかり気にして、自分がないがしろにされている、なんて言うつもりはない。

　神楽が転入してきて、鼻の下を伸ばしている、なんてこともちょっとしか思ってない。

　だけど……

「なんだか、やっぱ……少しだけ、ムカつく、かな」

　遙は、ぎゅっ、と自分の胸を押さえた。

　その原因が本気であることは、判っていたけれど。

　どうすればこの胸のつかえが取れるのか、それは、驚く程判らなかったのだ。




　放課後のガレージは、未だにロボロボ部に占領されていた。

「部長、夏休みの間はガレージを使いましたけど、そろそろ学校に戻りましょうよ！　だいたい、校外では部費を使った備品購入は認められないんですから、このままじゃ折せつ角かくの予算も宝の持ち腐れですよ」

「んー、まあそうなんだけどさ。理科準備室も片付いてないし、ここには材料も機材も豊富だから戻る気にならないんだよねー」

　まるで前世紀からこの場所の主だったみたいな顔で、明里さんは笑う。

　いやいや、そろそろ普通の状態に戻りたいんですよね。俺としては。なんたって、ただでさえラブが来てから遙の機嫌が悪くなる確率は高くなっている訳で。

　見物人もほとんど来なくなってきたことだし、そろそろ俺の数少ない趣味だった家庭菜園にもラブを参加させてやりたい。植物を育てるのは情操教育にもいいと思うんだ。

　人間関係は学校で学べるようになったってのも大きい。ラブ自身も学校で部活に参加出来る訳で、つまりこのガレージを明け渡している理由はなくなったのだ。

　と、主張してみたものの、いまのところ明里さんは全然興味を持ってくれない。機嫌の悪い遙を宥なだめる俺の苦労も判って欲しいと心から思うよ。

　だけど、明里さんはどこ吹く風でラブと談笑していた。

「へえ、ラブちゃんと転校生がお友だちねー。微笑ましいというかなんというか」

「部長、もっと驚いてくださいよ。自発的な行動ってのは、ここ最近かなり増えてましたけど、マスターやマスターの関係者以外の人間と関係を構築するなんてすごい成長ですよ」

　のんきすぎる明里部長にじれたのか、康夫は興奮気味に語る。

　確かにこの状況は進歩と言っていいと思う。３原則に基づき主の命令を実行するロボットが、誰かと自主的に〝友だち〟になるということは、自らの意思で周囲との関係に優先順位をつけたとも言える。要するに、自分の感情に基づいて好き嫌いを判断をした訳だ。

『友達を作る』ように命じてあったようなものではあるけれど、それでも、選択に次ぐ選択が必要となる行為だ。人間なら無意識にやっていることだけど、ロボットにとって「優先順位」というのは指定されていなければ判断できない。それをラブはして見せたのだ。

　マスターが関われば、基本的にマスターに関わることが優先されるから、今までラブは迷う必要はなかったけど、今回は違う。新しい出来事だ。

　ラブは、例えば「りんご」と「みかん」のどちらが好きか、という問いに答えられるようになったとも言える。ラブは、また一歩人間に近づいたのだ。

「で、そのラブちゃんは？」

　明里部長が聞いた。

「神楽さんと校内の探検だそうです。早く学校の中を覚えたいらしくて」

　これもまたラブが感情を優先した結果だ。

　ラブのたっての願いで遙も同行することになったので心配はいらないだろう。

「なるほど、お友達かぁ。ラブちゃんもバッチリ成長したわね……あたしゃ嬉しいよ」

「お赤飯、炊かなくちゃね」

　と言いながら涙をぬぐう真似をする明里部長と慎太郎。

「ラブちゃんは成長してるのに、こっちはちっとも言うことを聞いてくれないねぇ」

　康夫がガレージの奥の方を見上げて言う。背の高い棚たなの上では、アラシが丸くなって寝ていた。プログラムを修正しようとコネクタを繫つなごうとしたらこの有様だ。

「はぁ……なんでこう、言うこと聞かなくなったかなぁ」

　俺がプログラムを組んだのが問題なのだろうが、それにしてもあまりに自由奔ほん放ぽうすぎる。

　いつも何かを見つけたみたいに飛び回ってしまうので、全然安定しないのだ。

「こんなんじゃ、ロボコン出場なんて夢のまた夢って感じだな……」

「なになに？　なーんだ、やっぱ、大河原くんもほんとはロボコン出たいの？」

「いや、たとえばの話ですよっ」

　嬉しそうな明里さんに、俺は慌てて否定する。

　正直、興味がない訳じゃないけど……今だって、ロボットに時間を割きすぎて遙に寂しい思いをさせちゃっているんだから、これ以上、のめり込むのは微妙だ。

「今からでもプログラムを書き直してみる？　そうなると、猫っぽさはだいぶ損なわれちゃうかもしれないけど」

「それは避けたいところだなぁ……」

　それは、ある意味でリセットと同じだ。以前にラブが〝リセット〟されるのを俺たちは拒否した。ラブみたいに学習システムを搭載してる訳じゃないけど、簡単に諦めたくはない。

「せめて、好き放題にどっか行っちゃうのだけなんとかできればなぁ」

「だったら、ロボ子とヒモで繫いどきゃいいじゃん」

　慎太郎が身も蓋ふたもないことを言いだした。

「こう両方に首輪つけてさ、鎖で繫いどくの。やっべ、それってちょっとエロくね？」

「却下だ却下。つーか、おまえとそこの角の郵便ポストを繫ぐぞ」

「おいおい放置プレイかよ。いきなりハードじゃね？　嫌いじゃないけど」

　慎太郎とバカ話していると、康夫が何かを思いついた顔をする。

「ヒモで繫ぐってのは、案外いいアイディアかもしれないよ」

「康夫までそんなこと言い出さなくても……」

「いやいや、ヒモって言っても見えないヒモだよ。『ラブちゃんの３メートル以内にいる』っていうようなプログラムを追加したらどうかな。もともと視覚、音声情報としてはラブちゃんを追跡してるけど、もっと連動を高めたらいいと思うんだ」

「……なるほど、それなら少なくともフラフラとどっか行っちゃうってこともないか」

「なになに、もしかしてオレのアイディアが革新的なイノベーションを呼び覚ましちゃった？　いいぜ、マージンは10％で手を打とう。細かい交渉はエージェントを通してくれ」

「はいはい感謝してるって」

　ま、たまには慎太郎も役に立つもんだ。

「でも、ラブちゃんはネットに接続できないから。どうやって連動したらいいんだろ」

「これ、使ってみたら？」

　間かん髪はつ容れずに明里さんが起きっぱなしになっている端末を指さした。

「これは……勇希姉が持ってきたセキュリティのデータ？」

「そそ。これをアラシに付けたらいいんじゃない？　ラブちゃんや私たちの生体認証も入ってるっていってたから、すぐに私たちをみつけてついてくるようになるかも」

「なるほど。センサー自体は今のを流用して、視覚、聴覚だけじゃなくて生体認証を加えればいいんですね。それならデータの追加だからなんとかなるかも」

　おお、ナイスアイディア。一気にやることが出てきて気合いが入ってきた。

「よし、なんか燃えてきたぞ」

「お、珍しくやる気じゃん。いいねいいね、なんかご褒ほう美びでもあげたくなっちゃうぞ？」

　明里さんが機嫌良くおっぱいを揺らしてみせる。全然意味が判らないけど、まさかそれがご褒美なんでしょうか……

「よーし、じゃあ早さつ速そくやろうぜ」

　俺と康夫は頷うなずきあった。やっぱり機械いじりは楽しい、そう思ってしまう。

　長いことロボットに触ってなかったのが噓みたいだ。

　子どもの頃、両親の隣でロボットをいじっていた記憶が思い出される。

　あまり俺と関わらなかった父も、ロボットに関しては教えてくれた。そういえば、初めて工具の使い方を教えてくれたのは母だったかもしれない。ふたりが険悪になる前の事はあまり覚えていないけど。コンピュータの使い方を教えてくれたのは、姉だ。

　思い出を掘り出すように、俺はアラシを分解していく。どんどん、ロボットにのめり込んでいくのが判った。ロボコンにだって挑戦してみたいくらいだ。

　だけど……そんな自分に一いち抹まつの罪悪感もあった。それはラブが来てからずっと続いている。

　俺は、自分の気持ちに気付き始めているけど、それは……裏切りかもしれないのだ。

　俺は、ハルカちゃん３原則を守りたいと思っている。

　妹同然に育ってきた遙の世話は俺の仕事で……自分の両親みたいに投げ出したくない。

　それもまた、自分の中にある大切な気持ちなのだから。だから、ロボット嫌いの遙が大切だという心を裏切るようで、俺は後ろめたさを感じていたのだった。




　一緒に夕食を食べて、遙を部屋まで送ると、俺はすぐにガレージへと籠こもった。

　アラシの改良と、ラブの定期メンテナンスのため、今夜は一晩ここで過ごすつもりだった。

「ラブ、学校はどうだ？　少しは慣れたか？」

「はい、とっても楽しいです。お友達がいるってすごいですねっ」

　メンテナンス槽の溶液交換を待つ間のたわいない会話。とはいえ、思わぬラブの変化を確認できたりもするので意外と重要だ。

「神楽さん、遙さんと一緒にいろんなところ見てきました。吹奏楽部の練習を見たり、屋上からテニス部の練習を見たり……あ、神楽さんは昔、スカッシュというのをやっていたそうです」

「スカッシュってあれか、壁に向かって打つテニスみたいなやつか」

　日本じゃあまり聞かないスポーツだけど、なんとなく外国では裕福な人がやる優雅な遊びってイメージだ。

「朝から夜までずっと打ち続けたこともあるって言ってました」

「そ、そりゃすごい体力だな……」

　大会の選手でも目指していたのだろうか。

「不思議です。マスター」

「なにがだ？」

「神楽さんのことがもっと知りたい。一緒にいたいって思うのです」

「それは……たぶん普通のことだよ」

　当たり前のこと、いつもは気にも留めないことが、ラブといると改めて考えさせられる。

「友だちといると元気が出たり、一人じゃできないことも協力し合えば上う手まくいったりする。友だちってのはそういうもんだ」

　俺は、遙や明里さん、康夫のことを思い出していた。慎太郎のことも、少しだけ。

「そっか……ラブも、神楽さんとそんな風になれますか？」

「なれるんじゃないかな。これからゆっくり考えたらいいさ。ほら、メンテナンスをはじめよう。明日も学校だから、さっさと終わらせないとな」

「はいっ。おやすみなさい、マスター」

　メンテナンス槽に入ったラブはスリープ状態になって目を閉じた。

　電導性ポリマーを主成分としたメンテナンス溶液がラブの身体からだを包みこむ。

　あとは装置がオートでやってくれる。４時間ほどで各部のチェックは終了するはずだ。

　待っている間、俺は途中になっていたアラシの調整をすることにした。

　康夫のことだから、センサーの修正プログラムはほんの数日で完成させてしまうだろう。

　物理的にアラシの性能では搭載が難しい部分やセンサーの補強は俺の仕事だ。

　ひとりでは出来ない事が、協力しあうことでどんどん出来るようになっていく。

　機械いじりだけでなく、こうしてみんなと協力するって経験が、俺にはあまりなかったかもしれない。遙と二人で生活することばかり考えてたラブが来るまでの事を思い出す。

　確かに、俺も少し無理をしていたのかな……そんなことを思う。だけど、遙はもっと無理をしているんだから。だけど、やはりこうしているのは楽しい。ロボコン……みんなで出られたら楽しいだろうな。俺は作業に没ぼつ頭とうしながらも、漠ばく然ぜんとそんなことを考えていた。




　どのくらいの時間が経っただろうか。細かい部品を凝ぎよう視しし続けていたせいでいい加減こめかみの辺りが痛くなってきたところで、顔をあげると、すでに日付が変わっていた。

　とはいえ、ラブのチェックはやっと半分と言ったところか。

　疲れた目をほぐして、もう一度作業に集中しようとした時――

「マジくん……」

　俺を呼んだのは遙だった。遙は、なぜか遠えん慮りよがちにやってくる。

「どうした、こんな時間に」

「えっとね、マジくんとふたりきりってなかなかなれないでしょ、それで」

　まだ人目があって出入りしづらいし、ロボロボ部のメンバーがいると遙は甘えん坊になれない。遙は遙で生徒会の仕事とかで大変なのだ。

　遙はいそいそと俺の側までやってくると、ちょっと恥ずかしそうに隣に座った。

「たまには昔みたいに、ふたりでゆっくりしたいよ……」

「それってさ、たまには子ども抜きで過ごしたいとかって夫婦の話みたいだな……」

　何気なく思いついたことを言ってみた。

　ま、うちも遙の両親も子どもといるよりロボットといる方が多かったけどな。

「……マジくんって……マジくんって……もう～っ」

「え、なんだ？」

「無意識に言っちゃうんだよね、そういうこと！」

　遙が真っ赤になってる。怒ってるのか？　俺怒られるような発言した？

「ごめん……？」

「判ってないのに謝らない！」

　ちょっとだけ優等生モードになった遙に俺は思う。

　なんでも出来るくせに俺と一緒にいる間は何もしない遙。優秀で誰からも頼られているくせに他の人間とは距離を置いて、甘えん坊な自分をみんなから隠している。

　時々考えることがある。遙は、このままの姿をみんなに見せた方がいいのではないだろうか。

　無理して優等生を演じているから、素の自分を出せる俺とばかり時間を過ごしたがっているのかもしれない。そうだとすると、遙を縛しばっているのは俺で、ハルカちゃん３原則はむしろ遙の幸せを縛っているのではないだろうか……考え過ぎかな。

　深夜に二人きりだというのに無防備な遙は、パジャマに上着を羽織っただけの姿で俺の隣にちょこんと座ると、手元の部品を覗のぞき込んだ。

「えーっ、マジくん、またロボット作ってるの？　こんな夜中まで……」

「あ、いや、作ってるんじゃなくて、これアラシのちょっとした改良。ラブのメンテナンスのついでだよ。別に、ロボットなんて俺、たいして興味ないし」

　俺は慌てて作業中のアラシを隠すようにした。

　分解されたアラシは、遙にはただのロボットにしか見えないだろうから。遙の嫌いな。

「今のままじゃ言うこときかなくて外に出せないから仕方なく……な。それにほら、ラブのメンテが終わるまでヒマだし。いや、別にロボットじゃなくてもいいんだけど、その、ここにはこんなもんしかないからっ」

　なんだか後ろめたくて色々と言葉を並べる俺に、遙は唇を尖らせた。

「……なんでそんな言い訳するの」

「べ、別に言い訳とかじゃ……」

「……言い訳だよ」

　そう断定すると、遙はいきなり立ち上がって、俺を見下ろすように睨み付けた。

「マジくん、最近ちょっとやな感じだよ」

「え……な、なんだよそれ。お、俺はいつも通りのつもりなんだけど……」

　動揺する俺だが、遙もいきなり視線をそらす。

「それは……上手く言えないけど」

「なんだそりゃ。それじゃさっぱり判んないぞ」

「いいの！　とにかく遙ちゃんは最近とっても不満です！」

「判った判った。ナデナデでもスリスリでもなんでもしてやるから」

「むぅ～っ、そうじゃなくて！　そんなのじゃなくてっマジくんの態度！」

　遙の苛いら立だちは伝わる。だけど、ますます判らなくなってきた。

「え、えっと、悪かったよ。でも俺、キチンと朝飯は作るからさ。オムレツでいいだろ？　あ、もしかしてこの間、俺が夜更かしして朝飯作らなかったから怒ってるのか？」

「違うよっ。判ってないのに謝らないでよっ……もう知らないっ。遙、帰るっ」

　話も終わらないのに、遙は今度はいきなり俺に背を向けた。

「待てって、こんな時間だし送ってくよ」

「いらないっ！」

　言い捨てて遙は大おお股またに歩き出す。無理矢理追いかけたけど、目前でガレージのドアを閉められてしまう。ドアから隣のアパートまでは一分もかからないから、大丈夫だと思うけど……

「なんなんだ……」

　俺は途方にくれながら、閉ざされたドアを見つめたのだった。




　翌日。学校でも遙の機嫌はすこぶる悪かった。まず、あからさまな無視。そしてすれ違いざまに足を踏む勢いだ。誰が見ても、俺に腹を立てているのが判る。

　だけど……実は、思い当たる節はあるような、ないような、というところだった。

　実際、ラブが来てから遙の世話が出来なかった時期はあるが、最近はむしろ改善していると言っていい。ラブがそれほど手がかからなくなってきたことが大きい。

　それでも、もし思い当たる事があるとしたら……やはり、ロボットのことだろう。

　アラシや、ロボコンへの出場といったロボットにまつわる話を、俺は最近になって家に持ち込みすぎていたかもしれない。

　遙は両親が亡くなった時の事情もあって、筋すじ金がね入りのロボット嫌いだ。

　あのガレージだって、遙のため家の中にロボットを持ち込まないようにと親父おやじがわざわざ用意したものだ。俺も、それはよく判っていたから、今までは家事ロボットすら使っていなかった。だけど、遙がいいって言うのに甘えて、当たり前のように遙をロボロボ部に引っ張り込んでしまっていた。一度そう思うと、罪悪感がむくむくと頭をもたげてくる。

「マジ、アラシの調子はどうだい」

「あ、ああ……まあ順調かな」

　俺は、かいつまんで昨夜の作業進しん捗ちよくを話した。遙が来てからは正直あまり手につかなかったのだが、それでもある程度は進めている。

「その分なら、明後日くらいには実機テストができそうだね」

　つまり、康夫のプログラムも明日中には完成するということか。相変わらず仕事が早い。

　俺も急いで作業しないと、康夫を待たせてしまいそうだ。

「ところで、久遠さんと何かあったの？」

「ふごっ!?」

　思わず変な声が出た。それから俺はつとめて冷静に聞き返す。

「な、なんでそんなことを……」

「だって彼女、すごく不機嫌そうじゃない？　マジと何かあったとしか思えないよ」

　なぜそうなるんだ!?

「は、ははは……違うよ。いやいや、まったくまったく。ハハハハ、そんなことないって」

「マジ、しゃべりかた変だよ」

「と、とにかく俺と遙の間に何かなんてないって」

「そうなの？　まあ、そういうならいいんだけど……」

　まったく信用していないな、その顔は。どう説明すれば……

「おい、マジ！　おまえ久遠とケンカしただろ！」

　と思っていたら、今度は慎太郎が血相変えて怒鳴り込んできた。

「な、なに言ってんだおまえは！」

　あんまり大声だったので俺は焦って慎太郎につっこんだ。

「さっきなぁ、廊ろう下かで呼び止められて、プリントと検便を持ってきてないって怒られてだな、そっからえんえんと説教ですよ！　気付いたらオレ、廊下で正座ですよ！」

「そ、それは災難だったな……」

「床は冷たいし足は痛いし通りかかった女子がクスクス笑ってるしでもうオレの繊細なハートはズタボロよ！　あまりにつらかったんで思わず土ど下げ座ざしたら『土下座はされた方が迷惑』ってんで説教第二弾っすよ！　エンドレス説教こわすぎ！」

　よかった、その姿を目撃しなくて。

「いつも厳しいけど今日はとくにひでぇ！　これはもうマジとなんかあったとしか考えられねぇだろ！　ええ、どうなんだ、キリキリ白状しろ！」

「だ、だから誤解だって」

　慎太郎は俺の肩をがしっ、と摑つかんだ。そして、なぜか熱血教師のような顔で、うんうん、と頷うなずきながら諭さとしだす。目が本気だ。

「マジ、今すぐ謝ってこい。な、今すぐだ」

「なんでそうなるんだよ！」

「マジ、謝罪は遅れれば遅れるほど効果を失うよ」

　柔にゆう和わな笑顔で、康夫も同調する。

「康夫まで謝罪すること前提なんだ……」

　なぜ、康夫も慎太郎も遙の機嫌が悪いと俺が原因だと決めてかかるのか。

　確かに二人は俺と遙が幼なじみだと知ってるが……

「あら、マジさんと遙さんはケンカ中ですの？」

　タイミングの悪いことに、そこへ神楽さんがやってきた。ラブも一緒だ。

「マジさんと遙さんはとてもお似合いのお二人だと思っておりましたのに……そうではなかったのかしら？」

　神楽さんはラブに合わせて遙さんと呼ぶようになっていた。

「この際だから言っておくけど、俺と久遠遙はその……ただの幼なじみであって、別に特別な関係とかってことはこれっぽっちもないんだ。しいて言うなら、お互い実にドライな関係というか……えーと、とにかくそんな感じだ！」

　我ながら苦しい言い訳だったが、ここで言っておかないと誤解が誤解を呼ぶ気がした。

　少なくとも知り合ったばかりの神楽さんにはきちんと言い含めておかないと。

「では、マジさんと遙さんは仲が悪いということでしょうか……？」

「いや、そういうことでもなくって……」

　誤解が曲解に変わりつつある。

「そうです！　マスターと遙さんの仲が悪いなんてことありえません！　二人はとっても仲良しです！　遙さんはマスターの――」

「だあああああっ！」

　俺は慌ててラブの口をふさいだ。

「な、なにを言ってるんだラブは。まったくそんなことあるわけないだろ。アハハハ」

　ラブの口を塞ふさぎながら、俺はこっそり耳打ちする。

（俺と遙のことはナイショって言っただろっ）

（はっ！　そうでした！　ラブうっかり忘れてましたっ）

「えとえと……マスターと遙さんは仲良しじゃなくて、仲が悪いわけでもなくて……えーとえーと……仲良しではないということになっています！」

「ラブ……」

「あれ？　ラブはなにか間違ったことを言いましたか？」

　どうやらラブに隠し事はまだ無理だったらしい。

　俺はもはや訂てい正せいする気力もなく、ただただ肩を落とすのだった。




　誤解を解くのはひとまず後回しにして、俺は遙を捜しに出た。

　機嫌が悪いのをフォローしておきたいというのもあったが、なにより俺には遙に言わないといけないことがあった。なのに遙は、休み時間になると同時にふらりと教室から消えてしまった。いるとすれば、きっと生徒会室だろう。

　新学期がはじまったばかりということもあって、生徒会は相変わらず雑務に追われているらしい。来月にせまった体育祭に、その後はすぐに文化祭もある。遙は時間がいくらあっても足りないとボヤいていた。

　というわけで、俺は真っ直ぐ生徒会室を目指した。

　生徒会室は俺たちの教室がある校舎とは渡り廊下で繫つながった別棟にある。

　ちょうどその渡り廊下の途中で、よく見知った顔が前から歩いてくるのを見つけた。

「大河原本気！　こんなところに何の用なのかしら！」

　宮武は俺の前に立ち塞がるように立つとビシッと指を突きつけてくる。

「別に、大したことじゃないよ」

　適当に誤ご魔ま化かして通り過ぎようとしたら、いきなり腕をグワシッと摑まれた。

「ふん、とかなんとか言ってどうせ遙のところに行くんでしょう！」

「うっ……」

　なぜ判った。まさか宮武も俺と遙の関係に気付いているのか。

　それはマズイ。なんせ宮武と言えば新聞部所属の自称ジャーナリスト。自身が管理運営する学園生向けのブログで台風の一件を暴露されたせいで、ひどい目にあったばかりだ。

「知っているのよ、あんたと私の大親友、遙があろうことか幼なじみだってことは！」

「な、なんのことだ……」

　知られていたと内心青くなったが、ここは踏ん張ってすっとぼける。が。

「誤魔化そうったって無駄よ。私の情報網もうをもってすれば、あんたの過去なんて一発よ。それこそ小学校の時にあんたが先生のスクーターを分解してこっぴどく怒られた――なんてこともたちどころに判ってしまうわ！」

「な、なぜそのことを……」

「まあ、遙に教えてもらったんだけどね」

　情報源がまさか遙本人だとは……遙もそういうこと教えなくてもいいのに。

「そんなわけで、あんたと遙が幼馴染みだってことはお見通しよ！」

　どんなわけだよ、などと暢のん気きに突っ込んでいる場合じゃない。

　宮武のことだから、すでに遙が俺の家に入り浸っているという事実も嗅かぎつけている可能性がある。そうなるといよいよマズイことになるかもしれない。

　この自称ジャーナリストは情報を仕入れるのと同じくらい情報をばらまくのが得意なのだ。

「まったく私としたことがぬかったわ。以前からあんたの遙を見る目が怪しいと思ってたらそういうわけだったのね。つまり、あんたは『幼馴染み』という関係性に執着し一方的に私の遙に想いを寄せていたというわけね！」

「…………………………いやいやいや！」

　やっぱり我慢できずに突っ込んだ。ジャーナリストというより妄もう想そう満まん載さいのゴシップ記者だ。

「ただのスケベでバカかと思ってたら、なんて卑ひ劣れつ、そして狡こう猾かつ！　きっと『俺たち幼おさな馴な染じみじゃねぇかグヘヘヘ』とか言って遙に頭を撫なでさせたり手料理を作らせたりしてたのね！」

「つーか、むしろその反対だな」

「ん？　なんか言った？」

「いや、なんでもない。ってか、通してくれ」

「いやよ！　ここは通さないわ」

　……なんなんだ、一体。でも、そろそろ時間切れだ。ため息をついて宮武に背を向ける。

「ホホホホ！　そうよ、尻しつ尾ぽ巻いて逃げ帰りなさい大河原本気！」

「いや、そういうことじゃなくて。ほら」

　勝ち誇る宮武に校舎のスピーカーを指さす。同時にチャイムが鳴り出した。

「ああーっ、あたしも遙に用事があったのに！　くううっ、謀はかったわね大河原」

　怒り出す宮武。いや、止めてたのはお前だ。

　そして俺達は喧けん嘩かしながら一緒に教室を目指し、なぜか先に辿たどり着いていた遙に遅刻をこってり叱しかられたのだった。色々と納得いかないぞ……




　さて、午前中は宮武の妨害にあって失敗したが、今度こそ遙と話をしなければならない。

　昼休み、お弁当を持った遙が教室を出て行くのを何食わぬ顔で確認した後、俺はさりげなく、そして慌てるそぶりなど微み塵じんも見せずにマッハで自分の弁当をかっこむと、これまたトイレに行くようなフリをして教室を出た。一緒に食べていた康夫やラブは俺の早食いに疑問を抱いていたようだが、他の連中はよもや俺が遙の後を追いかけたとは思わないだろう。

　さっそく邪魔する者のいない渡り廊下を通って生徒会室へと向かった。

「おっと、そこを行くのは大河原くんじゃないかね」

　と思ったらいきなり呼び止められた。

「あ、明里部長……」

　なんてタイミングだ。ある意味、宮武よりも会いたくない相手と言わざるをえない。

「どこ行くの？　そっち教室と反対だよね」

　目ざとく指摘する明里部長。そして、何かに気付くとそこから芋いもづる式にいろいろ察してしまうのが明里部長の恐ろしいところだった。

「あ、そっか。遙ちゃんとこ行くんだ」

　やっぱりバレた。こういうところが「会いたくない」理由なんだ。

　明里部長ならそれも仕方ない。なんせ俺と遙とはこの学校に入る前からの付き合いだ。

「ええと、遙、生徒会室にいますか？」

「いると思うけど……今は行かない方がいいんじゃないかな」

「へ？　なんで？」

「それは――」

「見つけた！　永なが野の会長！」

　明里部長の言葉をさえぎって声がした。

「やべ、もう見つかっちったっ」

「見つかったって、また逃げてきたんですか!?」

「うん」

　明里部長はあっさりうなずく。

「みんな、こっちだ！　会長を見つけたぞ！」

　生徒会の人らしい男子が大声で仲間を呼ぶ。

　あっという間に他の生徒会メンバーが集まってきた。

「会長、今日は逃がしませんよ！　予算申請書から来月の他校との懇こん親しん会かいでの余興とか、会長に目を通してもらいたいものが山積みなんですから」

「んなのみんなに任せるってー。あたしよりよっぽど優秀なんだから」

「そういう問題じゃないです！　かまわん、会長を取り押さえろ！」

　埒らちがあかないと見たのか、生徒会のみなさんは強硬手段に出た。

「やばっ、大河原くん、逃げるよっ」

「に、逃げるって、なんで俺まで!?」

「いいからいいから♪」

　気付けば明里部長の車椅子から丈夫なワイヤーが伸びていた。

　よくよく辿たどってみると、そのワイヤーは俺の腰のあたりにしっかりと巻き付けられている。

「って、いつの間に!?」

「そんじゃ、ぶーすとおーん！」

　動力部にして駆く動どう部たるリニアホイールから激しい火花を散らしながら、明里部長ご自慢のハイテク車くるま椅い子すが急発進する。ついでにくくりつけられた俺も引きずられていく。

「て、ちょっと待ってええええええええええっ」

　俺の悲鳴のような絶叫は学校中に響き渡った。




　もしかして、今日の俺は呪われているのだろうか。

　それとも、みんなして判ってて俺の邪魔をしているのか。

　どちらにせよ、俺だってそう簡単に諦めるわけにはいかない。

　もはやみんなに怪しまれるのも覚悟で、授業が終わると同時に遙に声をかけて連れ出すつもりだった。

　電子黒板の上の時計を見つめてその時を待つ。

　あと10秒……９、８、７、６、５、４、３、２、１……

　キーンコーンカーンコーン

　ややレトロなチャイムが授業の終わりを告げる。

「はーい、それじゃ今日の授業はここまででーす」

　やや舌っ足らずな声で言うと、公恵先生は専用の踏み台――これがないと黒板に届かないのだ――からぴょんと降りる。

「黒板はあとで日直の人が消しておいてね。それから、宿題忘れちゃめっ！　だからねー」

　相変わらず高校生相手とは思えない叱り方になごんでいる場合ではない。

　とにかく一刻も早く授業が終わってもらって、この悶もん々もんとした時間を終わりにしたい。

「あと、大河原くーん」

「……え!?　お、俺ですか？」

　いきなり呼ばれて、思わず素すっ頓とん狂きような声になった。

「はい、大河原くんです。この後、先生のところに来てね」

「な……なんですと……」

　まさかの呼び出しに呆ぼう然ぜんとする俺。その間に遙が教室を出て行ってしまう。

　仕方なく俺は公恵先生の後に続いた。

「あのね、ラブさんのことなんだけど」

　職員室にやってくると、さっそく公恵先生が切り出してきた。

「ラブが何かしました？」

「ううん、そういうことじゃなくてね。ちょっと心配かなって」

　公恵先生は少し言いにくそうにする。

「ほら、合宿の事故ですっかり有名になっちゃったでしょ。学校にも取材の依頼とかいっぱいきてたみたいだし、中には『ロボットを譲ゆずってくれ』なんていう人もいたらしくて……。ラブさん、クラスで浮いたりしてない？」

　ホッとするのと同時に、俺は少し嬉しくなった。公恵先生は、ロボットであるラブのことを一人の生徒として心配してくれている。そのことが俺にはすごく嬉しかった。

「大丈夫ですよ、なんか転校生同士神楽さんとさっそく友だちになったみたいです。それにキミちゃん先生のクラスは『みんな仲良し』がモットーでしょ。ロボットだからって仲間はずれにしたりしませんよ」

「そっかー、よかったー。キミちゃん、ちょっと心配だったのねー。って、キミちゃんって呼んじゃめっ！　でしょ」

　公恵先生はいつものようにぷんすかぷんと頰ほおを膨ふくらませる。

「ラブのこと心配してくれてありがとうございます」

「あたりまえだよー、だってキミちゃんは先生だもん」

　どう見ても小中学生にしか見えない我らが担任は、誇らしげに胸を張る。

　いつもは愛らしさ一〇〇パーセントのその姿も今日は妙に頼りがいがあった。

「ところで、マジくんと久遠さんケンカしてるの？」

「うぐお……!?」

　とんでもない角度から不意打ちが飛んで来て、俺は思わず悶もん絶ぜつする。

「だめだよー、幼なじみなんだから仲良くしなくっちゃ」

「は、はい……」

　最後の最後に大ダメージを食らってすっかり打ちのめされた俺は、足を引きずるようにして職員室を後にした。




　結局、学校にいる間は目的を達成できず――

　いつものようにガレージには明里部長をはじめ、ロボロボ部の面々が集まっていた。

　俺を避けてた遙も、いるんだよな、ここには。なんだったんだあのすれ違いは。

　ロボロボ部のみんなの前で話すことも出来ず、俺はとりあえず諦めてアラシのボディの改良の仕上げを急いでいた。アラシがいないと遙もラブも寂しいだろうからな。

　熱心に部活に取り組んでいるのは、いつも通りに俺と康夫だけ。

　それ以外は勝手にネットしたりして過ごしている。遙はどうやら生徒会の書類を持ち込んで処理しているらしい。不機嫌だからこそ、部活を休むのはダメだ、そんな風に思ったんだと思う。優等生モードの遙は、そんな娘だ。

　時折、遙が俺を見ているのが判る。俺じゃなく、俺の手元なのかもしれない。
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　ロボットを組み上げている俺を見る遙の顔はなんだか複雑で、気丈な優等生の仮面が少し剝はがれていた。そんな俺たちを、明里さんが手にした本から目を上げて笑顔で見ていた。

　温かい笑顔って言えばそうなんだけど、なんだろうあの「あたしは判っているのよ」的な微ほほ笑えみは。そんな疑問は、部活が終わる時間まで続いた。そして。

「ちょーっと聞いて、大発表するよー！」

　明里さんの呼びかけにみんなが注目する。

「ロボロボ部部長、この永野明里は、ロボロボ部の予算と名誉と未来と部員のため、決意しました！」

「なんすかいきなり、部長？」

「ロボコンに出ましょう！」

「「ええーっ!?」」

　俺と康夫の悲鳴が上がる。あれほど無理だって言ったのに。それに遙も……。

「反対しても無駄！」

「ちょっと待って、それは無む謀ぼうだって」

「大河原くん、無謀でもなんでもいいじゃん。まだ学生だよ？　恥はじかいて何無くすって言うのさ？　未熟で結構！　参加することに意義があるのがアマチュアイズムさね」

「明里部長、しかし俺たちでいったい何が作れるって……」

「何だって作れるよ！　大河原くんも康夫くんがいる。慎太郎くんだって、遙ちゃんだってラブちゃんだって手伝ってくれる！　何よりさあ……」

　明里さんは俺の目をじっと見つめている。

「大河原くん、ロボコンに出たいでしょ？　バッチリロボット作ってみたいでしょう？」

「俺……？」

「そ、大河原くんが！」

　それはずっと遙に言わなきゃって思っていたことだった。

　ごめん遙。俺はロボットが好きだ。ロボットを作りたいんだって、そう……

　確かに、俺は親父達のことを尊敬できない。

　両親をロボットのせいで失った遙がロボットを嫌いなことも判る。

　だけど、遙が来るまで……俺はいつもひとりで機械いじりをしていたんだ。

　ロボットへの興味は、別に親の影響だけじゃない……たぶん俺自身、自分で何かを作ってみたい。そう思っている。だから、できれば、ロボコンにもでてみたい。

　明里さんは、そんな俺の気持ちを判っているんだと思う。思わず遙の方を見る。

「………………」

　遙は無言で、でも目を逸らしたりはせずに、俺を見つめていた。俺の選択をじっと。

「………あの」

　この言葉を口にするのは俺にとって勇気がいる。

　それに、言い出したところで本当に作れるかどうかなんて全然判らない。俺達は単なる素しろ人うとに毛が生えたくらいのレベルで、ロボットを満足に歩かせることすら出来ないんだから。

　でも、俺ひとりでは無理でも、ロボロボ部のみんなとならできるんじゃないかって思えるんだ。俺は、遙の視線を受けて……やっと、こう言った。

「俺……やってみたいです。ロボコン……挑戦、してみたいです」

　あまり大きな声じゃなかったと思うけど、その言葉はガレージいっぱいに広がった。

「ま、オレはマジがいつ言い出すかって思ってたけど、部長かよー、だらしないぞマジ」

　最初に口を開いたのは慎太郎。

「慎太郎……」

「マジがやるって言うなら僕はもちろんＯＫだよ」

「康夫……いいのか？　たぶん、おまえに一番面倒かけると思うけど」

「気にしないでよ。ま、どうなるか判んないけどきっと楽しいよ」

　康夫はあっけらかんと言い放つ。

「ちょっちょっ、あんたたち、あたしじゃなく大河原くんがやるったらあっさりなわけ？　部長のあたしの立場はどうなのよ」

「だって実際に作るのはマジですからね～」

　と正論を言う康夫だ。でも誰もが明里部長のすごさを知っている。身動きできない時に号令をかけるのはいつだって明里さんなのだ。俺の躊躇ためらう気持ちが判っているから、音おん頭どを取ってくれたに違いない。

「ねっ、遙ちゃんはいいのかな？」

　明里さんが黙り込んだ遙に訊ねる。俺も知りたかった。遙が許してくれるのかどうか。

　遙は、どちらともとれる表情をしていた。あえていうなら、ロボットのような。

　そして、つぶやくようにいった。

「……本気くんがそう言うなら私は……反対しません」

　その言葉は、３原則のせいなんだろうか。遙の気持ちが見えない。

「そっ、よかった！　ラブちゃんもいいよね」

「えっえっ、はい、マスターと遙さんがいいなら、ラブは精一杯お手伝いします」

　俺と遙を交互に見ていたラブが慌てて答える。

「んじゃ、とりあえずはロボコンに向けて始動ってことで」

　明里部長が明るい調子で言う。

「やあ、こうなる気はしてたけど、いざとなるとドキドキだね」

「んで、ロボコンっていつなのよ」

「第一次審査が年末だ。そっから年明けに本戦って感じだな」

「それってあと三ヶ月ないってこと？」

「まあ、そういうことになるな」

　おいおい…それって、ほとんど準備する時間ないってことだよな。ロボットであればどんなものでもいい高校生部門を狙うことになると思うけど、だからこそアイディアが勝負なのに。

「まあまあ、時間はないけど予算はがっぽり理事長からもらってるんだし、何とかなるよっ！」

　明里部長は前向きだった。そうだ。今はこの前向きさを見習っていこう。満面の笑顔を浮かべた車椅子の先輩は、大きな瞳に期待を浮かべて、俺の方を見つめた。

「そんで、なに作んの？」

「へ……？　って明里さん、何もアイディアないんですか??」

「やだ、あたしを見損なわないでよ。考えてるわけないじゃん。だって大河原くん、ずっとロボコン出場のこと考えてたでしょ？　そこも当然考えないと」

　な、なんて丸投げな……一瞬尊敬して損した。

「俺もー……まだ、なにも」

「ううーん、予選まで三ヶ月きってて……」

「何を作るのかまだ決まってない……」

「それってめちゃめちゃヤバくない？」

　見切り発車にも程があるけど、こうしてロボコンに向けた活動は開始されたのだった。

　だけど、正直俺は嬉しさを隠せない。そんな俺を、遙は何も言わずじっと見つめていた。

　俺は、遙の目をまっすぐに見返すことすら、出来なかったのだ。














第三章　新しい目標









「マスター、朝です。マスターの起床時間です。起きてくださいっ」

　コンコンというノックの音とラブが俺の部屋のドアをあけた時、俺はもう起き出して身み支じ度たくを始めようとしていた。

「ああ、もう起きてるから。先に下に降りていいぞ、ラブ」

「はい、マスター」

　あからさまにがっかりして部屋を出て行くラブを苦笑まじりに見送って、俺は背伸びをする。

　眩しい陽の光が窓からあふれている。落ち着いた爽さわやかな目覚めなのに何か物足りない。

「うーん、遙はるか、今日も起こしに来なかったな……」

　遙が起こしに来ないと、遙の真似をしたがるラブも時間ちょうどにしか起こしに来ない。遙がいると、競うように目覚ましの時間よりも早く部屋に忍び込もうとするくせに、不思議なものだ。とはいえ、遙が来ないことが不満な訳じゃない。

　起こさなくていいとさんざん言った俺だ。文句を言う筋合いはないし、さすがにこの歳になっての添い寝はマズイと思っている。けれど、最近、遙が起こしに来ない理由は……きっと。

「ロボコンだよなぁ……」

　それでなくても、理由は判らないながら遙の機嫌を損そこねていた俺だ。事前に遙にちゃんと断りもなくロボコン参加を決めてしまったのは、まずかった気がする。遙のロボット嫌いの始まりは、ロボットに両親を取られたような気持ちになったからだ。

　それが判っているのに、俺まで遙よりもロボットを優先しているように感じたら、そりゃあ遙もいい気はしないだろう。一応、気をつけているつもりなんだけど……難しいな。

「オムレツ作るか……いつもよりゴージャスなやつ」

　作っても食べに来てくれるかが心配だ。だがその不安は、あっけなく解消された。

「おはようラブ」

　できあがった朝食をラブが食卓に並べていると、遙が勝手口から入ってきたのだ。

「おはようございますです！　遙さん」

　心なしかラブの声も弾んでいる気がする。

「あっ、オムレツだ。ドライトマトがはいってる、嬉しい、いただきまーす」

　何も無かったように、遙が食事を始めてくれててホッとした俺は、遙にミルクたっぷりのコーヒーをいれながら顔色を窺うかがう。やっぱり、謝った方がいいんだろうか。

「遙、き、今日も、忙しいのか？」

「うん。ごめんね。生徒会の書類まだ上がってなくて。夏休みの風紀報告書もあるのよ」

「そ、そうか……じゃあ」

「オムレツ美お味いしかった。ごちそうさま、じゃあ、私先に行くわね。行ってきます」

　薄く膜を張ってるみたいに、遙は俺を拒絶して去っていく。

　うちで一緒にご飯を食べる習慣は続けているけど、もともと減っていた一緒にいる時間は更に減ってしまっている。俺は遙が食べ残したパセリを眺めながらため息をついた。

「…………どうしたもんかなあ」

「マスター？　あの……遙さんは……あの」

　ラブの聞きたいことは判ってる。遙の様子が変だとラブも気付いているのだ。

　だけど、遙はそれをラブに言う気はないみたいだし、こうしてご飯の時は普通にしようと努力してくれているのも、ラブにケンカしているところを見せたくないからだと思う。

「ああ、忙しそうだよな、遙。役職をいくつも抱えてるから大変なんだよ」

「遙さんは不機嫌なのでしょうか？」

「どうしてだ？　遙は笑顔だったろう？　別になんでもないよ」

　俺は、あえて笑顔を作った。ラブはまだ、こんな複雑な感情までは理解していないはずだ。

「あ、はいです。確かに笑顔でした。ラブ、理解しました。遙さん、早くお仕事終わるといいですね。ラブ、遙さんに教えて欲しいことがたくさんあるのです」

　上手く誤ご魔ま化かせたみたいだ。俺は頷くと、朝食の片付けを終え、ラブと連れだって学校に向かった。問題は全然解決していなかったけど、ロボコンに出ると決めた以上、これは避けて通れないことだと思う。どうやって遙を説得するか考えなければ。

　そしてもちろん、出ると決めた以上、結果を残せなくとも最善は尽くすつもりだった。




　なんて気合いをいれて新しい課題に取り組む俺を後押しするように、新学期以来の問題がひとつ、解決しつつあった。当初は予測しなかった方向に、だけど。

「……しかしなんというか……よく飽きないよなぁ」

　休み時間の教室には、本日も窓やドアからのぞき込むようにする大勢の見物人がいた。

　もちろんお目当てはお嬢様とロボット美少女で、二人が仲良くなったことによっておいしさ二乗との評判を聞いてやってきた面々だ。

　神楽さんの親衛隊はちゃっかり『カグラ＆ラブ』というハチマキに変わっている。

　慎しん太た郎ろうによると、一時期は神楽派とラブ派が競い合っていたのだが、その二つが合体することによって平和が維持されたらしい。そんなことを熱く語られても困るだけだけど。

　お蔭で我が家の覗のぞきはほぼ解決したので当初の目的を達したのはいいんだけど、学校では俺がラブと仲良くしていても親衛隊が睨むので、こちらからは話しかけにくいのが難点だ。まあ、困った事があればラブの方からやってくるから問題ないし、神楽さんとの関係はとてもうまくいっているみたいで、忙しい遙よりも神楽さんといることの方が多いようにも見える。家と違う人間関係を持つというのは、ラブの経験値を貯める意味でも意義があるから、二人が仲良くしてくれているのは学校に来た目的にかなっていた。

　ひとつ難問が解決して、俺には残った課題は二つだった。

　俺は、康やす夫おと向かい合って図面を開いていた。ちなみに慎太郎は同じ教室内にいるけど、ラブと神楽さんの周りで警備員のように立っている。まあ、案か山か子しくらいにはなるだろう。

「どんなロボットにするかな……明あか里り部長も別にアイディアないっていってたしなぁ」

「そうだね。時間がないからテーマはさっさと決めてしまいたいよね」

　ロボコンに出ると決めたものの、何を作るかが思いつかないのが一つ目の課題だった。

「そう言えばマジ、勇ゆ希き先輩に相談しないの？」

「え……それは、なんか聞きにくくて」

「それはもったいないよ。なんたってロボコン優勝者だし、ロボロボ部の創立者でもあるわけだし。力を借りたいなあ」

「……ううーん。一応、出る事は言っとかないと後で恐そうだからメールはしたけどさ。相談しても、確実に自分でやれって言われるだけだと思うぞ」

「そっか！　そうだよねー。やっぱり、自分で結果ださないと認めてもらえないよね。うーん、でもあの冷静な口調で冷たく突き放されるのも……ちょっと捨てがたいなあ」

　康夫、お前、なんか勇希姉のことになると発言が少し変だぞ。

「だけど……猫ロボット程度じゃたぶん書類選考も通らないよね」

　そうなんだよなぁ。ロボコンに出られるロボットの形式はたくさんあるけど、俺達が出場できる高校生部門は、ロボットの専門家たちによる品評会みたいなものだ。

　自分たちで目的を設定して、自分たちなりのロボットを作る。それこそこの前のチラシで見た寿す司し職人ロボみたいなのは典型的なパターンだ。高校生が高度な人型ロボットの再現に挑戦、とかやればウケるだろうけど現実的じゃない。むしろ一発芸的なアイデア勝負になることが多く、去年の高校生の部で優勝したのは飴あめ細ざい工くをするロボットだ。

　センサーで取り込んだ形を飴細工で再現するロボットで、飴を溶かしたり冷やす機能と繊細な動きを素早く行う機能、三次元制御のプログラムが高く評価されたってネットに載ってた。

　作った人達は、露天の飴細工職人を見てインスパイアされたらしい。

　つまり「目的」「機能」「手段」といった根本的なところから考えなければならないのだ。

　ちなみに、その飴細工ロボの図面も掲載されてたけど、俺達が必死で作っては壊してた歩行ロボット、ロボロボ七号の何倍も複雑な構造だった。レベルが違うって感じだ。

　諦める気はないけど、ホントにロボコン予選まで時間がないんだよな。色々悩ましいところではある。白い図面を前に、俺は何かアイディアをひねり出そうと……

「あっ、久く遠おんさんだ」

　康夫の呟きに、俺はびくりとして顔を上げた。目の前を遙が横切っていく。

　彼女は一瞬も俺の方を見ようとしなかった。優等生モードの遙だ。ここのところずっと。

　俺はひとつため息をついた。実際、学校では関わらないように頼んだのも自分なのだ。

　厳密に対応されたからといって感謝こそすれ文句をいう筋合いはない。

　だけど……これが俺のもう一つの課題なのは間違いなかった。

　雰ふん囲い気きの変化には、当然康夫も気付いていて、心配そうな顔をする。

「マジ、久遠さんとギクシャクしてるよねぇ？」

「ん……そ、そうかな？」

「マジが避けてるのか久遠さんが避けてるのか判らないけど、仲直りすれば？」

「えっ、お、俺は今まで通りだぞ？　き、気のせいじゃないか？」

　康夫は、肩をすくめた。判っているぞ、と言わんばかりに。

「そうかなぁ……？　なーんか、久遠さんに対して腰が引けてる感じ？　ロボコンに向かって一いち丸がんとなんなきゃいけないんだから、さっさと仲直りして欲しいなぁ」

「いや、仲直りと言われても、そもそもケンカしてるわけじゃないし……」

　俺の態度が悪いとかいやな感じだとか言われたが、ケンカなんかした覚えはまったくない。

　たぶん、俺がロボットにかまけている事や、ロボコンに出る事を怒っているんだとは思う。

　でも、正面からその事を何か言われた訳じゃないから、自分からは切り出しにくいのだ。

「難しいみたいだねえ」

　康夫が苦笑いする。俺としても、うまく状況を説明することすら出来ないのだ。

「まあ、そのうちなんとかなるって。とにかく、ロボコンの方から先に……」

　気を取り直して話題を変えようとした時だった。

「マスター、やはり遙さんとケンカしてますか……？」

　ラブが悲しそうな顔をしてそばに立っていた。

　まっすぐに俺を見る目が、今は少し苦しく感じられる。

「なにかお二人が以前と違うのです。ラブは元のお二人に戻って欲しいのです。マスター、ラブはよく判りません。ケンカはどうして起こるのですか？　どうやったら終わるのですか？　ラブ、知りたいです」

　真剣な、そして答えようのない問いに、俺は動揺した。

「ち、違うんだラブ。ケンカとかそういうんじゃなくて、ちょっとした行き違いというかコミュニケーション不足というか……とにかく、おまえは何も心配することないから！」

「マスター、でも……ラブは心配なのです」

「いいから、ラブは学校では自分のことだけ考えて、経験値を貯めてくれればいいんだよ」

　極力明るく言ってはみるが、ラブは余計に表情を曇らせるばかりだ。

「ラブさん、どうなさったの？」

　様子がおかしいことに気付いたのか、神楽さんも近づいてくる。

「は、はいです……神楽さん、ケンカって、どうして起こるのか、知っていたら教えて欲しいです。ラブ、ケンカを止める方法を知りたいのです」

「まあ、難しい事をお尋ねになりますのね」

　いきなり聞かれても、お嬢様然とした神楽さんは動じない。かといって無表情とか冷静という感じじゃなくて、話を聞いてくれる姿勢は明確に感じられるのだ。

　ラブが、神楽さんに懐いている理由が判る気がした。

「ケンカというのは、お互いの主張がぶつかって起こるものだと思いますわ」

　神楽さんは、慎重に言葉を選ぶようにしている。

「主張……ですか」

「ええ。人間は誰しも自分の考えを持っております。命令を受けてから行動するロボットであるラブさんには判りにくいかもしれませんが、みんなが同じ事を同じように受け取らないのが人間なのです。同じものを見ても違うことを感じる。だから諍いさかいが……ケンカが起こるのです」

「自分の考え……はいです。ラブに難しいです」

「ふふっ、たぶん、人間にだって難しいですわ」

　そういうと、神楽さんは俺を見て微ほほ笑えんだ。なんだか恥ずかしくなって目を伏せる。

「ですから、話し合うのです。色んな事を話して、わかりあえばケンカは止まりますわ。話して、主張をすりあわせて、お互いを理解出来れば……理由がなくなればケンカは起こらないはずですもの。それが……致命的なものでない限り」

　神楽さんの言葉、ラブは力強く頷く。

「話せばいいのですね。では、ラブが行きますっ」

「行くって、どこに？」

「ラブが遙さんのところに行って、マスターと話してくださるようにお願いしてきます！」

「なっ!?」

　ラブは突然予想外のことを言い出した。いや、ラブならやりかねないけど。

　神楽さんの話は素晴らしかったけど、その形で短たん絡らくしたら意味がない気がする。

「待て、ラブ！　落ち着けって、俺たちはケンカなんかしてないんだぞ？　わざわざラブが行かなくていいから。それに、万一、万一だ、ケンカをしていたとしても俺じゃなくてラブが行ったら、余計怒ると思うんだが……」

「え？　どうしてですか？　マスターと遙さんは、コミュニケーション不足なのですよね。不足を改善するため、マスターのお役に立つために、ラブは行って参りますです！」

　俺の話を最後まで聞かずに、ラブは教室を飛び出して行ってしまう。俺は頭を抱えた。

「ラブ……、また言うこと聞かずに突っ走って……」

「合宿での一件以来、ずいぶん感情的に行動するようになったよね。興味深いなぁ」

「ロボ子意外と足速えな」

　康夫と慎太郎がのんきな感想をこぼす横で、俺は頭を抱える。

「まあ……すみません。私、余計なことを言ってしまったでしょうか」

　神楽さんは、申し訳なさそうな顔になる。

「い、いや、大丈夫だよ。むしろすごいなーっ、て感じ。神楽さんって、いつもあんな感じでラブと話してくれているの？」

「ふふっ、時々ですわ。びっくりするほど根源的な、だけど誰もが一度は疑問に思うような事を正面から聞かれる事があって、こちらも緊張してしまいますわね。小学校の道徳みたいな回答しか出来なくて恥ずかしいですけど」

　なるほど……この人の親切な対応がラブを更に育ててくれているんだな。

　ラブが神楽さんと仲良くしたがる訳が理解出来た気がした。

「うーん、だけど人の話は最後まで聞けっ、て優先指示にした方がいいかなぁ。合宿の時もそうだったけど、最近、ラブが話を聞かずに動いちゃって困る時もあるから」

　ため息混じりに呟いた俺の言葉に、神楽さんが大きな目を更に大きく見開いた。

「ラブさんは、マジさんの指示を無視することが多いのですか？　ロボットですのに」

　神楽さんのもっともな反応に、俺は苦笑する。

「まあ、ちょっと変わったロボットなんだ」

　さすがに「０ラブシステムという規格外の人工頭脳を積んだ謎の実験機なんです」とバカ正直に答えるわけにもいかず、俺は言葉を濁にごす。

「思った通り、ラブさんは特別なロボットなんですね。お友だちになれて良かった」

　幸いにも、神楽さんはさしてそのことを気にした様子もなく、ほがらかに笑う。

　俺は、この転入生が来てくれた事を感謝した。そしてついでに、ラブが上う手まく遙の心を解きほぐしてくれるといいな、と、淡い期待も抱いていたのだった。




「遙さん！　待ってください！」

　生徒会で使う書類を手に廊ろう下かを歩く遙を呼び止める声が聞こえてくる。

　振り返るまでもなく、誰の声かは判る。

「ラブ、どうかしたの？」

　遙は立ち止まって、ラブが追いついてくるのを待った。

「はう……遙さんっ、捜しましたっ」

「ラブ、何か用なの？」

　なぜロボットなのに息を切らせているのか、という疑問はひとまず置いておき遙は尋ねる。

「えっと、えっと……遙さんマスターとお話ししてください！」

「は……？　どういうこと？」

「なんだか、遙さんとマスターの様子がいつもと違うのです！　それはラブにもわかるのです」

「……そう？　別にいつもと同じでしょ」

「でも最近、朝、遙さんはマスターを起こしに来ません。それに、エネルギー補給をしてる形跡も、この数日見受けられません。ぜったい変なのですっ」

「ちょっ、ラブ……それは学校では内緒っ！　それにいつ確認してるのよ、そんなこと！」

　遙は慌てて周りを見る。幸い声の聞こえる範囲に人の姿はない。胸を撫で下ろす遙に、ラブは質問の答えを語り出す。

「確認は簡単なのです。マスターから遙さんの匂いがするので……」

「き、きゃああっ、そんなこと言っちゃダメ！　ちょっとこっちに来てラブ」

　ラブの手を引いて、遙しか使う予定のない生徒会室に連れ込む。

「ラブ、ダメじゃないの。マジくんとのことは学園では言わないようにって」

「あっ！　はい、すみません……ラブ、また失敗してしまいました」

　肩を落として謝るラブに、遙はそれ以上強くは言えなくなる。

「……まあいいわ。これからは気をつけてね、ラブ」

「はい。遙さんとマスターが仲がいいと学校では言ってはダメなのです」

　遙が頷くと、ラブは顔を上げて真剣な顔で遙を見つめる。

「でも、おうちでは仲良くして欲しいのです。ですから、マスターと仲直りしてください」

「……それ、マジくんに頼まれたの？」

「違います！　マスターは行くなって言ったのですが、ラブはどーしてもジッとしていられなかったのですっ」

　だろうなと遙は思う。自分の知っている本もと気きは人任せにする男ではない。

　だからこそ、孤独で怯えていた幼かった遙は本気に心を開いたのだから。

「じゃあ、ラブはマジくんの指示を無視したわけね。それ、大丈夫なの？　ロボット３原則に反してるような気がするんだけど」

「はっ!?　言われてみればそうです！　ど、どうしましょう！　ラブはマスターのご命令を破ってしまいました！」

　今頃になって焦りだすラブ。それを見て遙は内心で嘆たん息そくする。何かにつけてロボットらしくないロボットが、今さら少し言いつけを破ったくらいで慌てふためいている姿はおかしかった。

「ふふっ、大丈夫よ。マジくんも怒ったりしないと思うから」

「そう、ですか……？　はうう、ラブ、安心しましたぁ……って、そんなことより、遙さん！　マスターとちゃんとお話しして仲直りしてくださいっ」

「うっ、覚えてたか」

「もちろんです、ラブはそのためにここに来たのです！　お役に立ちたいのです！」

　今度は本当に溜息をつくと、遙はラブに向かって言う。

「あのね、私たちは別にケンカしてるわけじゃないの。ちょっとしたすれ違いというかコミュニケーション不全というか……とにかく、ラブは何も心配することないの」

「……？　不思議です。マスターも同じような発言をしてました。共通認識なのですね」

　ラブは首をかしげる。遙は、本気も同じ言い訳をした事に思わず苦笑いする。

「でしょ？　つまりはそういうことなのよ。大したことじゃないの」

「そっか、そういうことなら、お話しすれば問題なくなりますね！」

「う……っ」

　素直なラブの反応にやられたと遙は思った。それと同時に自分の態度を反省する。

　本気の態度が気に入らないからといって、ラブを心配させるのは問題だ。

　自分の意思を持ち始めたとはいえ、ラブの思考はまだまだシンプルなものだ。複雑な人間の葛かつ藤とうとやらに付き合わさせるのは気の毒だった。

「判った……ちゃんと話し合うわ。それで解決ね」

「はいっ！　ありがとうございます！」

　純粋に喜びを乗せた瞳でラブは遙を見上げる。そこにあるのは遙がウソや誤ご魔ま化かしをするなんて考えてもいない、圧倒的な信頼。ロボットはいいな、と遙は思った。こんな風に一いち途ずに信頼できる。遙のように本気の態度に拗すねたりはしない。

　ロボットになれればいいのに。ラブがうらやましい――そんな思いを遙はかみ殺す。

「それで、ラブはどうなの？」

「ほえ？　ラブが、なんですか？」

「神楽さんとはうまくいってる？」

「はいっ、もちろんです！」

　遙がここぞとばかりに話を変えたことにラブは気付いていない。

　それどころか、昨日こんなことがあった、こんな話をした、と自ら進んで違う話をはじめた。

　神楽のことを語るラブはとても嬉しそうだった。遙は何とも言えない微ほほ笑えましい気持ちでラブの話を聞いていた。ところが、しばらく興奮気味に話していたラブが不意に表情を曇らせる。

「あの……ラブはどうしたらいいのでしょうか？」

「どうしたの？　神楽さんと何かあった？」

「……なんにもないです。なんにもないから、このままでいいのかなって、ラブは神楽さんといるといつも考えてしまいます」

「そっか、初めてできた普通の人間のお友だちだものね。判らないことがいっぱいよね」

「遙さん、お友だちってどうすればいいのでしょうか？　ラブに教えてくださいっ」

　ラブは切実な様子で遙に詰め寄る。

「んー、難しいこと聞くわね……えーと、放課後一緒に帰ったりとか」

「ふむふむ」

「ファーストフード店でおしゃべりしたりとか」

「なるほどなるほど」

「あとは、一緒にプリクラ撮ったり」

「ぷりくら……ほほう……めもするです」

「って、これはあくまで一般論だからね？　あんまり真に受けちゃだめよ？」

「でも、ラブは人間のお友だちというものがよく判らないので、遙さんの意見を参考にするしかありません」

「そう言われても、困ったわね……」

　ラブが真剣に思い悩んでいることは見ていればよく判る。

　だからこそ、遙には受け売りやいい加減な言葉で答えてはいけない気がした。

「そうね、『友だち』のことは私もよく判らないのよ」

「遙さんでもですか？」

「んー、私もたくさん友だちを作ってきたわけじゃないから……」

　遙は自分のすべてを友だちに見せていないから。本気だけが知ってればいい。本気だけが側にいてくれればいい。ハルカちゃん３原則は、ラブにとってのロボット３原則よりも厳密に守られていた。遙は、本気の前以外では、優等生の遙なのだ。

　どちらが本当の自分かもう判らないくらいに……そんな考えを振り払って、遙はラブに笑顔を向けた。ラブを心配させたくないと思うから。

「私のことはいいのよ。ラブはどうしたいの？　ラブの思った通りにしたらいいと思うよ」

「はいです。ラブは……神楽さんに喜んでほしいです」

「じゃあ答えは簡単。神楽さんが喜ぶことをすればいいのよ」

「でもでも、神楽さんが喜ぶことって、ラブには思いつきません」

「だったら本人に聞けばいいじゃない。たぶん、友だちってそういう風になんでも気兼ねなく話せる相手のことを言うのだと思うわ」

　我ながら納得いく答えが見つかったと遙は少しばかり満足した気分になる。

　それはラブも同じだった。

「神楽さんに聞く……判りました！　ラブ、やってみます！」

「うん、がんばってね」

　ラブは足取りも軽く駆けて行く。

　その背中を見ながら、遙は少しだけ救われたような気持ちになっていた。

　――私も、ちゃんとマジくんと話してみるから。

　ラブの背中に、遙は心の中で誓ちかうのだった。




　まさかラブの説得が功を奏するとは思わなかった、それが今の俺の正直な感想だ。

「話があるの」

　放課後になった途端、遙がまっすぐ俺のところまでやってきた。そして、まるで果たし状でも叩きつけるような態度で言い放つと、ついて来るよう促す。周りの人間もいつもと違う雰ふん囲い気きを察したのか、俺と遙が教室を出て行くのを固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　遙は、誰もいない旧校舎の片隅まで歩くと、くるりと俺の方を振り向いた。

「それで？　話ってなに」

　優等生モードと、幼おさな馴な染じみモードの中間くらいの、不思議な表情だった。

　ラブみたいにまっすぐ見つめてくれる訳じゃないけど、話を聞いてくれる気になったのは有り難かった。俺は、この数日ずっと考えていたことを語り出した。

「……遙、怒らないで聞いてくれよ……」

「……怒るつもりだったら、わざわざこんな所まで来ないよ、マジくん」

「そ、そうか……あ、あのな、ロボットのことなんだけど……」

「……ロボット？」

　微かに遙が眉をひそめる。やっぱりロボットの話は不愉快なんだな。

「ロボコンに出すために、たぶんしばらくはロボット作りにかかりっきりになると思うんだ」

「でしょうね」

　遙の返答はいちいちそっけない。

「だから、つまりその……」

　俺は迷ってしまう。自分が、約束に反しているような気がするから。遙を傷つけたらどうしよう、そう思ってしまうから。

「言って。私、ちゃんと聞いてるから」

　遙は俺の目を見て言った。俺は、急に後ろめたい気分になる。

「い、いや、いままで、ごめんな。俺が悪かった。もちろんおまえがロボット嫌いだってことはよく判ってるっ。だから、その……これからは、なるだけ目の前でロボットの話はしないようにするし、なんだったら作業場所をガレージからどこか別の場所に移してもいい」

　俺はロボットが好きだと再認識して、ロボットを作りたい。

　遙はロボットが嫌いで、できれば関わりたくないと思っている。

　ラブを好きになってくれたのは、幸運な偶然だ。ラブはロボットっぽくないから。

　俺の望み、遙の望み。それは重なり合うことはない。

　俺のために犠ぎ牲せいになることはない。遙がわざわざ嫌な事をする必要なんてどこにもない。

　遙がずっと無理してるのは俺のためだ。これ以上甘えちゃいけない。

　俺は、遙の世話はこれからもする。

「そ、それに、今まで通り、いや、今まで以上に、きちんと遙の世話はするよ。うん。だから、なんにも心配することないからっ、そうだ、無理してロボロボ部を続けなくても、俺、必ず遙との約束の時間には家にいるようにするから。俺は親父達とは違うから、約束は守るし。だけど、ロボロボ部で決めたことだから、ロボットを作るのは……許してくれる……と」

　ところが、俺が言葉を吐き出していくうちに、遙の表情がみるみる怒りに染まっていった。

「なんで……」

「へ？」

「なんでそうなるのっ！」

「ま、待て、そっちこそなんで怒るんだ!?」

「怒るわよ！　怒るに決まってるじゃない！」

「だからなぜ……俺、遙がイヤな思いをしないようにと思って……」

「どうして判らないのよ！　なんでそんなこと言われて怒らないって思えるのよ！」

　いきなり怒り出した遙に俺の頭は、真っ白になる。これで二度目……

「は、遙……久遠、興奮するなよ。俺が何が判ってないか説明してくれっ」

「なんで間違えるの！　どうしてっ、どうしてそんなこと言えるのよ、それって遙のことがちっとも判ってないってことじゃない！　ハルカちゃん３原則に反するよっ！」

「遙……っ？　待っ……」

「マジくんのバカッ！　もう知らない！　勝手にすれば！　マジくんの噓つきっ！」

　我慢できない、そんな感じで遙は走り去った。

　俺は全力の拒絶に驚くばかりで、追いかけることもできず混乱する。

　ただ一つ判っていたこと。それは、俺が大きな間違いを犯したということだけだった。




　俺は、ガレージで灰になっていた。このまま風に飛ばされて消えてしまいたい。なぜあんなに遙を怒らせちゃったんだろう……ハルカちゃん３原則、俺だって守ろうとしてるのに……

「マジ、ぼーっとしすぎだって。また久遠さんと何かあったの？」

「……言いたくない」

「まあ、いいけど。今は目の前のことをやりながら考えようよ」

　一緒に作業していた康夫はそう言うと愛用のノートパソコンを立ち上げた。

　山積みの担当項目を見て、救われたような気がする。作業していれば、まだ気が紛まぎれる。

「……こっちの作業は終わってるぞ」

　機能停止中のアラシを康夫のパソコンと接続した。

「プログラムも完成してるよ。あとは実機で走らせてみてデバッグと調整だね」

　康夫が答える。先日から調整してた勇希姉の作った生体認証データの実装実験なのだ。

「では、起動実験をはじめようじゃないか、諸君」

　慎太郎が偉そうにふんぞり返って言った。

「ところで、肝かん心じんのラブちゃんはどうしたの？　ラブちゃんを追尾するようにするんでしょ？」

「あれ、そういやいないな」

　遙が話すといってくれた、と意気揚よう々ようと報告に来てくれた後、なにやら神楽さんと大事な話をするのだとか言ってた気がする。それもずいぶん気合いが入った様子で。その様子を思い出して、俺は再び胸の痛みを覚える。せっかく、友達が出来たのに。話し合う許可を取り、役に立ったと嬉しそうだったのに。

「神楽さんと一緒なんじゃないかな。これからは部活の時間には戻るように指示しておくよ」

「いいよ。来るまで待とうよ。でもなんだか、すっかり親離れしちゃった感じだね」

　康夫は、くすくす笑う。

「親離れってなんだよ」

「親離れって言うか、マスター離れかな」

　なるほど、と思った。康夫の言いたいことは判る。

　ラブは急速に変化――いや、成長しつつある。自立心が芽め生ばえたとでも言おうか、誰かに命じられるままに動くのではなく、自分で考え、選択し、答えを導き出そうとする。

　それは子どもが自意識に目覚めはじめる様子によく似ていた。ロボットには本来あり得ないと思えるほど広範な内容に対する学習システム……本当に人間みたいに感じられる。

「つまり、神楽様とロボ子は順調に百ゆ合りカップル――略して百合ップルの関係を構築しつつあるということか。くくく……我が理想が実現する日は近い」

「何を妄もう想そうしてるのか知らないが、うちのラブをよこしまな目で見ることは全面禁止だ」

　せっかくの感かん慨がいに水を差す慎太郎にツッコんでいると、ガレージの大型モニターに訪問者が来たことを告げる緑色のアイコンがポップアップする。

「ほら、言ってる間にラブが帰ってきた」

　これも勇希姉が設置してくれた例のセキュリティシステムの機能の一つだ。

　あらかじめ登録された認証用データを持つ人物が訪問した場合は緑のアイコン、未登録の場合はオレンジ、さらに未登録者が無断で敷地内に入ってきた場合は赤のアイコンが表示され、同時に警告音が鳴る仕組みになっている。今のアイコンは緑だったので、おそらくロボロボ部の誰かが来たことになる。すっかりラブだと思って待ち構えていたが、ガレージのシャッターをくぐってきたのはコンパクトな車くるま椅い子すだった。

「なんだ、部長か」

「ちょっとぉー、なんだってなによー。もっとこう、他にあるでしょー」

　明里部長は不満げに唇を尖らせながら車椅子を転がしてくる。

「あ、もしかして遙ちゃんだと思った？　ていうか、廊ろう下かで大げんかしたんだって？」

「うぐ……!?　どうして知ってるんですかっ！」

「ふふふ、生徒会の情報網もうを甘く見ないで欲しいにゃー」

　せっかく立ち直りかけていたところに、不意打ちを食らってしまった。

　ヘコむ俺を見て、明里部長はさらに追い打ちをかけてくる。

「なんならあたしが慰めてあげようか？　この魅惑のぼでぃーで」

「……それ、あんまフォローになってないです」

「えー、なによそれー、あたしじゃ不満だってのー」

　いや、どうせからかってるだけだって判ってますから。

「オレは部長でもぜんぜんおっけーです。ていうかむしろバッチコイです。なので、前金って感じでその太ももの間に顔を埋めさせてください。大丈夫、２、３回深呼吸するだけです」

　慎太郎が俺の代わりに罠に突っ込んでいく。どうしてコイツは懲こりることを知らないんだ。

「康夫くん、こないだ勇希さんが置いてったビリビリってなるやつ、どこだっけ」

「えーと、確か危険物入れの中に」

「オレへの折せつ檻かんプランがナチュラルに進行している!?」

　そりゃそうだろう。自じ業ごう自じ得とくだ。

「しかし、部長も来たのにラブはどこでなにやってんだ……？」

　その時、音を立ててアイコンが点滅した。緑色、さらには名前も表示されている。ラブだ。

　ラブの場合、ロボットなので静脈や網もう膜まくのパターンによる生体認証は使えない。そこで０ラブシステムが発する電磁波形を登録してある。アラシが認識するのもそれだ。

　しかし、凄すごい勢いで移動してるなぁ……と、思っていたらガレージのドアを突き破りそうな勢いでラブが飛び込んできた。血相変えて、というのがぴったりの様子だった。

「た、たいへんですマスター！」

「どうした、そんなに慌てて」

　俺はヒヤッとしながら平然とした態度をする。もしかして、遙とのケンカを知って……俺は、どう説明しようか冷や汗が流れるのを自覚した。

「あのあのっ、ほんとにたいへんなのですっ」

「いや、だからそれは判ったから、具体的に何が大変なのが説明してくれ」

「それは……」

　ラブはそこで一度ごくりと唾つばを飲み込むような仕草をする。

「神楽さんが、ラブのお家に遊びに来たいって言ってます！」

　なんだそんなことか……と思って、次の瞬間、俺も青ざめた。

「ラブの家……って、まさか、ここに来たいってこと？」

　ラブは頷うなずいた。そして俺は、意外に大変な事態になったことに気づき、頭を抱えるのだった。




　思えば、我が家にお客さんを迎えたことはほとんどない。両親は共に仕事でたいそう忙しく家にいること自体が少なかった。仕事に参加し始める前の勇希姉は、同年代の友だちを家に招くような性格じゃなかったしな。俺はというと、物心ついた頃にはいつも隣に遙がいた。

　小学校の頃、極端に内気で人見知りだった遙は、どんな時でも俺にくっついて離れようとしなかったし、あまり外に出たがらなかったのだ。出入りしてたのはそれこそ明里さんくらいだ。

　つまり、ラブの責任者である俺は経験不足でラブを指導できないってことだ。

「これよりおまえたちに、お客様を迎えるにあたっての心構えと実際のお持てなしについて伝授する！」

　仁に王おう立だちになった慎太郎が海兵隊の鬼おに軍ぐん曹そうよろしく檄げきを飛ばす。

「お持てなしの心とは、これすなわち感謝の心である！　来ていただいたお客様に感謝するのはもちろんのこと、あらゆるものへの感謝を忘れてはならない！　一日の始まりに感謝！　東の空に感謝！　そこに見えるお日様に感謝！　早朝から牛乳を運ぶお兄さんに感謝！」

「い、いや、ちょっと待ってくれ慎太郎」

「早朝ジョギングする今にもお迎えが来そうなじいさんに感謝！　ゴミ捨て場に放置されたエッチな雑誌の束を何食わぬ顔で拾って帰る近所の中学生に――って、なんだよ」

　なんだよじゃないって。

「そういうのいいから。さっさと話を進めてくれ」

「あー、だから感謝っつーのはあれだ、要するにお持てなしは客に合わせてするものってことを言いたいわけだ」

　慎太郎はのたもうた。なるほど、確かにその通りかもしれない。

「慎太郎がまともなことを言ってるわ……」

「どうしたの？　どこかに強く頭をぶつけた？」

「ひでーな！　おまえら！」

　このままほっとくと一生話が進まない気がする。

「あのあのっ、そんなことよりお友だちをお持てなしする具体的な方法を教えてください！」

　珍しくつっこんだのはラブだった。

　この中で一番切せつ羽ぱ詰つまっているのがラブなのだからそれも仕方ないだろう。

「でも、お持てなしって言ったってお互いただの高校生なんだし、そう気張らなくてもいいんじゃないのか？」

「ちっちっち……マジよ、おまえは大事なことをひとつ見落としている」

　懐疑的な発言をした俺に、慎太郎はニヒルな態度で横やりを入れてくる。

「思い出せ、オレの言葉を。お持てなしはお客様に合わせる……つまり、上流階級にお育ちあそばされた神楽お嬢様に合わせるってことなんだよ！」

「あ……！」

　俺とラブは愕がく然ぜんとする。そうだった。高価な人型ロボットが数台。

　あの神楽さんは俺たちなんかおよびもつかないハイソなお家のお嬢様なのだ。

「はわわっ、な、なんということでしょう……！」

　せっかくラブの作った友だちが遊びに来てくれるんだから精一杯持てなしたいんだが。

「お嬢様にお出しするお飲み物といえば……そう！　紅茶だ！　物の本によれば、上流階級はアフタヌーンティーなる催しで友人と午後のひとときを楽しむという！」

「あふたぬーんてぃー……！」

　慎太郎とラブの間のオーラは、今にもゴゴゴゴッと効果音が聞こえてきそうな勢いだ。

「目に浮かぶようじゃないか、ティーカップを片手に談笑する神楽様のエレガントなお姿……ピンと立った小指……イスの代わりに四よつん這ばいになったオレ……」

　なにやら後半気になる点がなかったわけでもないが、確かにイメージが湧く。

　お嬢様とアフタヌーンティー。

　なんかこう、字じ面づら的にも実にしっくりくる。……ような気がする。

「でも、ラブはコーヒーの淹いれ方は知っていますが、紅茶の淹れ方は知らないですっ」

　ラブが泣きそうな顔をして訴える。

「紅茶くらい、俺が淹れてやるぞ？」

「ラブのお客様はラブがお持てなししたいのですっ」

　気持ちはよく判る。そうなると、正式な作さ法ほうも知っておいた方がいいかもしれない。

「ところで、そのアフタヌーンティーってやつの正式な作法を知ってるやつはいるのか？」

　自然と言い出しっぺの慎太郎に視線が集まった。

「ふっ……甘く見られたものだな。このオレがそんな小こ洒じや落れたことできるわけがなかろう」

　慎太郎は不敵な笑みをうかべる。なんで偉そうに言うのかなぁ。康夫が助け船を出す。

「また、えふさんを呼んで教えてもらえばどうかな？」

「今から呼んでたら来るのは夜になるな」

　神楽さんが来るのは明日だ。あまり時間があるとは言えない。

「ああ、あたし知ってるよ」

　意外なところから声があがったもんだから、その場にいた全員が思わず振り返った。

「明里部長……なんで？」

「ちょっとぉ、なんでみんなしてそう意外そうな顔してんのよ」

「いや、だって……なあ？」

「明里部長、普段は紅茶なんて飲まないじゃないですか」

「部長、ウソは自分の身を滅ぼすぞ！」

「むきーっ！　腹立つ！　おーし、こうなったらやったろーじゃん！　大おお河が原わらくん、ティーセットを用意して！　康夫くんは駅前のデパート行って紅茶の茶葉と脂し肪ぼう分ぶんの多い牛乳を買ってくる！　慎太郎は二人が帰ってくるまでその場で腕立て！　さあ行きなさい！」

「「は、はい！」」

「って、なんでオレだけ腕立て!?」

　明里部長の剣幕に押されて、俺たちは大急ぎで準備に取りかかった。

　それからしばらくして――

「じゃあ、はじめるわよ」

　そう言って、明里部長はさっそく紅茶を淹れはじめた。

　車椅子が立ち上がり、直立モードに変化する。

　明里部長の動作は俺たちから見ても慣れた手つきだった。

　あらかじめ温めておいた陶とう器きのポットに茶葉を入れ、そこに沸かしたてのお茶を勢いよく注ぎ込む。水は軟なん水すい、できるだけ空気を含ませるようにして入れるのがコツなのだそうだ。

　ポットの蓋ふたを閉めたら数分間蒸らす。この時、温度が下がらないように布で覆う。

　蒸らし終わったらスプーンでポットの中を優しくひとまぜして完成だ。

　紅茶を淹れる様子は、普段の雑で適当な明里部長とは思えない気品というか優雅さがあった。

「ふふん♪　どうよ？」

　全員のティーカップにできたての紅茶を注いで、明里部長はにんまりと笑う。

「いや、正直驚きました」

「部長って、こういうこともできたんですね」

「なんで普段からその路線でいかない！　清せい楚そで可か憐れんな車椅子の少女！　名作劇場に登場してもおかしくないクラスのヒロイン力じゃねぇか！」

「やーよ、こんなのずっとやってたら疲れるじゃん。はー、どっこいしょっと。いやー、久々にやったから腰にキタわー」

　さっきまで紅茶の香りに包まれながら微ほほ笑えんでいた育ちの良い美少女（あくまでイメージ）とは思えない態度で車椅子をリクライニングモードに戻す明里部長。

「じゃあ、紅茶の淹れ方とかは明里部長に教えてもらうとしよう」

「明里さん、よろしくお願いしますですっ」

「あいよー、バッチリおまかせにゃん」

　さて、となると後は食べ物と娯ご楽らくってところか。明里部長が言うには、アフタヌーンティーはサンドイッチ、スコーン、お菓子という順番で食べるのがマナーらしい。サンドイッチとスコーンは出来たてがいいだろうから、神楽さんが来る直前に作るとして、お菓子も駅前のちょっとお高いケーキ屋あたりで買ってくる方がいいだろう。

　となると、あとは娯楽だ。

「やっぱ昔のアルバムを見るとかじゃねえの？　つーか、女子って写真とか好きだよな。あとビーズでアクセサリー作ったり昇降口でゴム跳びしたり」

　慎太郎の中で女子というもののイメージが小学校くらいで止まってることだけは判った。

「でも、アルバムを見るのはアリなんじゃない？」

　明里さんが言った。

「ラブ……アルバムとか持ってないです……」

　というわけでこの意見はすみやかに却きやつ下か。

　近いうちにラブ専用のアルバムを買ってやることにしよう。

「無難なのはゲームかなぁ」

「でも上品にチェスとか言われてもうちにはないし、やり方も知らないぞ」

　みんなで検討した結果、人生ゲームとかボードゲームを用意することにした。

　これなら誰でもできるし、なんだかんだで盛り上がるのは間違いない。

　あとは、ラブが明里部長から紅茶の淹れ方をしっかり習うだけだ。

　……って、それが一番心配なんだけど。




　その夜、ラブはなかなか寝付けずにいた。寝付けないといっても、充電用の専用ベッドに横になってスリープモードに入ってしまえば設定した時間までぐっすりなのだが、ラブは何度も起動しては「なにか忘れていることはないか？」とソワソワしてしまう。

　眠れないラブは、こっそりと庭に出る。庭に出る許可が出て良かったとラブは思った。

「はぁ……ドキドキします」

　友だちが遊びに来る。人間なら普通にすることをラブは体験しようとしている。

　眠る気になれないまま夜風に当たっていると、不意に自分を呼ぶ声がすることに気付いた。

「あれ？　この声は……遙さん？」

　見れば、隣のマンションのベランダから遙が身振り手振りで何かを訴えていた。

「ほえ？　なんでしょう……」

　だが、ラブにはそれだけでは何を伝えたいのか判らない。すると痺れを切らせた遙が部屋の中に引っ込んだ。外から五分と立たずにパジャマ姿の遙が庭先までやってきた。

「遙さん、どうしたですか」

「ハァハァ……ら、ラブに渡すものがあって」

　そう言って手渡されたのはキレイにラッピングされた包みだった。

「これは……？」

「クッキーよ。明日、初めてお友だちが遊びに来るんでしょ。だから、その時に一緒に食べたらいいじゃないっ」

　遙は照れくさそうに言うと、明後日あさつての方向を向いてしまう。

　中身を覗のぞいてみると、チョコチップの入ったクッキーがぎっしり詰まっていた。

　作ってからそう時間が経っていないからか、ほんのりと温かい。

「ありがとうございます！　ラブ、とっても嬉しいですっ。でも、どうしてご存じなんですか？」

「……神楽さんに聞いたの。今日、ロボロボ部に行かずに学校に残ってたから」

「そうだったんですか！　ラブは、遙さんと神楽さんも仲良しで嬉しいです」

　満面の笑みを浮かべるラブに、遙は苦笑する。こんな風になりたいと思ってしまう。ロボットになりたいと思う、遙の夢は……こんな素直なロボットになることなのだ。

「じゃ、渡したから。マジくんには内緒だからね」

「は、はいです。あ、あの、やっぱり、マスターとはケンカしたままですか……？」

「……色々あるの。とにかく、内緒ね！」

「は、はいです」

　よく判らなかった。遙は今日、ガレージにも夕食にも現れなかった。マスターとちゃんと話し合ってコミュニケーションは上う手まくいったのだろうかとラブは不安になる。

　ケンカをしているのかと思えばそうでもなく、仲良しだと言うとそれは言っちゃダメだと言う。ラブにとってマジと遙の関係は未だもって不可解なものだった。

　ただひとつ、二人がお互いを誰よりも〝大切〟に思っていることだけはラブにも理解できた。

「とにかく、明日はよけいなこと考えず楽しみなさい。がんばってもてなそうとか、失敗しないようにしようとか、そんなことちっとも考えなくていいから。ラブはラブのままでいいの。きっとその方が神楽さんも喜ぶと思う」

「はいっ」

　ラブが元気よく返事をしたのを見届けて遙は戻って行く。

　その背中にラブは声をかける。

「あのっ、クッキーの作り方、今度教えてください！」

　その言葉に遙は了承したとばかりに手を振り微笑んで返した。




　ついにこの日がやってきた。

　といっても、一晩しか経ってないが。とにかく、神楽さんが家に遊びに来る日がやってきた。

「なんか緊張するな……」

「ラブもですっ」

　二人してガチガチになりながら、神楽さんがやってくるのを待つ。

　ところが、約束の時間を過ぎても神楽さんはやってこなかった。

「おかしいな……神楽さんって、遅刻とかするタイプには見えないんだけど」

「もしかして、何か重大な事件に巻き込まれているのではないでしょうか」

　ラブが心配そうに言う。

「いくらなんでもそんなわけ……」

　と言ってると、携帯に電話がかかってくる。かけてきたのは……神楽さんだ。

『もしもし……』

　電話に出るなり、泣きそうな声が聞こえてきた。

「神楽さん？　どうしたの、もしかして具合でも悪いとか？」

『いえ……非常に申し訳にくいのですが……』

　神楽さんは言いにくそうに言葉を句切る。

『道に、迷ってしまいました……』

　それはそれは、悲痛な訴えだった。




　神楽さんは駅の反対側を彷徨さまよっていたらしい。電車は冒険だったんだな。さすがお嬢様だ。

　ラブが自分から迎えに行くと言って出て行った時は、二重遭そう難なんを予感しなくもなかったが、なんとか無事に連れ立って家にやってきた。ラブと一緒なのでセキュリティに引っかかることもなく家に上がると、途端にホッとした顔をする。

「はぁ……一時はどうなることかと思いましたわ」

「言ってくれれば、駅まで迎えに行ったのに」

「申し訳ありません。わたくし自分を買いかぶりすぎておりました。なんとか自力で辿たどり着けるつもりでしたので……いつもは車で送って貰もらっていたとはいえ、毎日通っている学校のそばですのに……」

　神楽さんはひどく恥ずかしそうだった。どうやら、彼女は方向音おん痴ちらしい。

「あらためまして。本日はお招きいただきありがとうございます」

「こちらこそ！　神楽さん、来てくれて嬉しいです！」

　神楽さんから手て土産みやげを受け取って、あらためて休日がはじまった。

　予定よりちょっとばかり遅くなったけど。

「神楽さん、待っててくださいね。いま、飲み物を持ってきますっ」

「あ、いえ、おかまいなく」

　サンドイッチもスコーンもすでに用意してある。

　あとはラブが紅茶を淹いれ終えたらアフタヌーンティーのスタートだ。

　ところが、ラブが持って来たのは紅茶ではなくいつものコーヒーだった。

「神楽さん、お待たせしましたっ」

「ラブ、どうしてコーヒーを？　紅茶を淹れる練習をしたじゃないか」

「えっと、それは……神楽さんには、ラブが一番得意なことでお持てなししたかったのです」

　夏からずっとほぼ毎日のように淹れ続け、えふさんのお墨すみ付つきをもらったラブのコーヒー。

　昨日ちょっと練習しただけの紅茶より、ずっと自信があるものでもてなしたかった……と。

「昨日、遙さんが言ってくれたです。ラブはラブのままでいいって」

　遙、いつの間にラブにそんなアドバイスしたんだ？

「クッキーも焼いてくれました！　……あっ、これはナイショでしたっ。はわわっ、マスターは忘れてくださいっ」

　やはり俺には内緒だったのか。あんなに激怒してたのにな、遙。ラブのためにクッキーを焼いて、アドバイスまでして……胸が熱くなる。やっぱり、早く怒りの理由を聞かないと……

「では、このコーヒーはラブさんが手ずから淹れてくださったのですね」

「はいっ。神楽さん、コーヒーは平気ですか？　お砂糖もミルクもありますよ。カフェオレだってできるですっ」

　そう言ってラブは胸を張る。

　確かにラブのコーヒーは、今やそこらの喫茶店より美お味いしいと俺も思う。

　神楽さんはほんの少しミルクを垂らすと、コーヒーを一口味わう。

「まあ……ほんとに美味しい」

「よかったぁ！」

　神楽さんは少しばかり驚いた顔をする。

　やれやれ、昨日の騒ぎはなんだったんだろう。

　でも……確かに遙の言う通り、変な気を遣うよりもラブにはラブのやり方がある。

　いつの間にか、出迎える前の緊張も忘れて俺たちはコーヒーとクッキーを楽しんだ。




　それからは一緒にゲームをしたりして楽しく過ごした。とはいえ、三人で遊ぶといっても限界がある。遙の事が内緒じゃなければ、遙も呼べば楽しかったと思うけど……

　その時、いきなりガレージの方から音がした。

「マスター今の……」

「ああ、セキュリティの反応だな。神楽さん、ラブとここで待ってて」

　俺は、慌てて外を眺める。久しぶりに誰かが覗のぞきに来たのだろうか。

　ところが、誰もいないようだ。勇希姉の付けてくれたセキュリティから物理妨害のシステムは外して貰ったとはいえ、うちだって元々鍵かぎくらいはついている。セキュリティが反応しても、敷地に入るのはすぐには難しいはずなのだが、周囲には誰も人影が見えない。

　誤作動とは思えないし……と、思ったところで、ある可能性に気がついた俺は、すぐさま玄関を出てガレージの裏に向かった。予測通り、そこに見知った集団がわざとらしく隠れていた。

「……なにしてるんですか、明里部長」

「ありゃ……見つかっちゃった？」

　庭木の影にしゃがみこんでいる明里部長が愛想笑いをする。

「他のみんなも出てくれば」

　俺が声をかけると、わらわらと隠れていた連中が姿を見せる。

「あはは……やっぱ、ちょっと気になっちゃってさ」

「つーか、よく考えたらマジだけ神楽ちゃんとロボ子、両手に花でオシャレにティータイムとかずるくね？　っていうことに気付いたのだ」

　康夫と慎太郎が言った。

「…………」

　そしてもう一人、仏ぶつ頂ちよう面づらの遙が姿を見せる。

「ち、違うわよ。会長が無理矢理！　別に、私はどうでも良かったんだけどっ」

「またまたぁ、あたしらが来る前から家の周りをウロウロしてたくせに」

「か、会長！」

　まったく素直じゃない。最初からラブが心配だから参加したいって言えばいいだろうに。

「まあ……うふふ。ラブさんさえよろしければ、みなさんもご一緒にいかがですか？」

　そんな俺の内心を、いつの間にかやってきた神楽さんが代弁してくれた。

「きっと、大勢の方が楽しいです！」

　もちろん、ラブに異存があるはずもなかった。




　そんなわけで、結局俺たちはガレージに集まることになった。でも別に用事がある訳じゃない。そこでそれほど興味の無いゲームをしているより、ロボロボ部の活動を神楽さんも見てみたいということで、アラシの稼働テストをすることに決定した。

「みなさんの作ったロボットだと思うと、目を覚ますのが待ち遠しいですね」

「はは……あんま期待しすぎないでね。前とそんなに変わったわけじゃないよ」

　神楽さんの目があんまり期待に満ちているのでちょっと申し訳ない気持ちになってきた。

　学校にだって何度も連れていった、見慣れたロボットなんだし。

「アラシさんが目をさましました！」

　スタートアップを終えて立ち上がったアラシを見て、ラブが嬉しそうに声をあげる。

「ラブ、アラシを呼んでみてくれ」

「はいっ。アラシさんアラシさん、こっちですよー」

　ラブが呼ぶと、アラシの耳がぴくりと反応し、すぐにラブのもとへ駆けて行く。

「よーし、とりあえずは成功だな」

「あとはもう少し距離を伸ばして検証だね」

　俺と康夫がテストの成功を確信した矢先、

「あれれ？　アラシさんどこ行くですかっ」

　ラブが駆け寄ったと思ったら、アラシはそのままスルーして神楽さんの方に行ってしまう。

「あらあら、どうなさいましたの？　猫さん」

　アラシは神楽さんの足に身をすり寄せて甘える。

「えーと……失敗ってこと？」

　明里部長が聞いてくる。

「いや、おかしいなぁ……プログラムに問題はないはずなんだけど」

「もしかして、電波が拡散しすぎててラブちゃんを特定できないのかな」

　康夫の言う通りかもしれない。もう少しセンサーの感度を上げるか？

　いや、そうしたら電力を食い過ぎるしなぁ……

「マスター、アラシさんはラブが認識できないのでしょうか……」

「テストが一発で成功するなんてめったにいないって。もうちょっと調整してみよう」

　実験は失敗する方が普通なのだ。地道に何度もやっていくしかない。

「みなさん、すごいですね」

　俺たちのやりとりを遠巻きに見ていた神楽さんが感想をもらす。

「ふっふっふ、我がロボロボ部は優秀な人材の宝庫なのだよ」

　と明里部長が我がことのように自慢する。

「ていうか、これを機に神楽ちゃんも栄はえあるロボロボ部の一員になってみないかい？」

「それはグッドアイディアです！　そしたらラブはお友達と一緒にいられるです！」

「オレもさんせーっ！」

「そんな……わたくしなんて皆さんのお役に立てそうもないです」

「いいのいいの。自慢じゃないけどあたしなんてほとんどなんもしてないし。つーか美少女はそこにいるだけでバッチリ華があるからいいの」

　なんもしてないのを誇らしげに語るのはどうかと思うが、実際は明里部長はロボロボの大事な主しゆ柱ちゆうだ。神楽さんが面白そうって思ってくれたのならいいけどな。

「そこの男子二人はもちろん大歓迎だよね」

　明里部長に言われて、俺と康夫もうなずく。

「遙ちゃんは？」

「私は……いえ、私も異論はないです」

　遙はほんの一瞬、なにか言いたげな表情をしたが、すぐに同意した。

「みなさんありがとうございます。あの、少しだけお時間をいただけますか？　すでに他にもたくさんのお誘いをいただいておりますので、そちらにきちんとお断りを申し上げましてからあらためてお返事をさせていただきます」

「なんだ、そんなの適当にぜんぶ入部しちゃえばいいのに。神楽ちゃんは真ま面じ目めだにゃあ」

　明里部長は無茶なことを言う。でも、神楽さんが入部してくれたら、ラブは嬉しいだろうな。

　そんなことを思った瞬間だった。

　バチンッ！　と何かが弾けるような音がしたかと思うと、ガレージの中にある電子機器の類たぐいがいっぺんにシャットダウンしてしまう。何の予兆もなく、すべての電子機器が止まった。

「ウソだろ、僕のＰＣが……！」

「ちょっとちょっと、怪談話には時期が遅いわよっ」

「マジくん、どうなってるのっ」

「マスターっ、ラブはオバケとか認識不能なものは苦手です！」

「お、俺に聞かないでくれっ。って、ロボットのくせにオバケを怖がるなよ、蛍ほたるだの霊魂だの話のときは平気にしてたろうが」

　理由は判らないが、ネットワークに一瞬で高負荷がかかったらしい。

　だから、康夫のノートＰＣも含めてガレージにあるネット接続している電子機器がすべて強制終了したのだろう。でも、いったいどうしてそんなことに……

「こ、これはまさかのハプニングチャンス!?　おおっと、足がからまったーっ！」

　あからさまにわざとらしい動きで、慎太郎がよろめく。狙いは明里部長だった。

「今日こそは長年ネタにだけされ、焦らされ続けたそのオッパ……って、うおおおう！　ホントになんか足にひっかかったーっ!?」

　客人の前だというのに欲望ダダ漏もれでダイブする慎太郎。ところが、何かのケーブルにでも足を引っかけたのか盛大に前につんのめって転んでしまった。天てん誅ちゆう？

「惜しかったね慎太郎。普段ならともかく、今回ばかりは絶好のチャンスだったのに」

「って、部長……なんかその車くるま椅い子すおかしくね？」

　転んだままの慎太郎が言う。

「いやー、なんかさっきのであたしの車椅子もおかしくなっちゃったみたいでさ」

　車椅子から異音と不吉な光が漏れていた。

　明里部長のハイテク車椅子も言わばロボットの一種だ。システムアップデートや自動制御のために絶えずネットワークに接続している。影響は免れない。

「うははは！　そうと判ればこんなところで寝ていられるかーっ！　チャーンスッ！　なんちゃって～っ」

　慎太郎が復活した。

「こら、状況を考えろっ」

「だから、冗談だって……つか、みんなそんな目でオレを見ないで！」

「会長、川かわ森もりくんっ！　後ろ後ろ！」

　その時、突然遙が叫んだ。なにが引き金になったのかは判らないが、背の高いメンテナンス槽そうが倒れそうになっていた。それも明里さんの方に向けて。

「うおおおおおおおお根性おおおおおおっ」

　慎太郎は雄お叫たけびをあげた。そして、ひょろっとした腕で明里部長を抱え上げる。

「ちょっ、慎太郎っ!?」

「うおりゃああああっ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、慎太郎が明里さんを救い出す。そこへメンテナンス槽が倒れて――こなかった。

　倒れそうになったメンテナンス槽の下で、ラブが必死に支えていたのだ。

「ラブ、なにやってんだ！　危ないぞ！」

　重さにすれば小型車くらいはある代しろ物ものだ。いくらラブがロボットだからって、そう長く支えられるような重量じゃない。

「ラブ、車椅子はいいから！　おまえも逃げろっ」

「い、いやですっ」

「ラブッ！　命令だ、手を離せっ、そのままじゃ怪け我がするぞ！」

「ラブさん、マジさんの命令を聞くべきですっ」

　神楽さんも必死な顔で言ってくれる。

「いや……です。ラブはまだ大丈夫ですし、計算上……破損は軽微ですみます。しかし、このままラブが手を離せば……車椅子は全損してしまいます。特殊な設計の車椅子が粉々……です」

　それでもラブは言うことを聞こうとしない。なぜだよ!?

「それだって作り直せるんだ！」

　確かに、勇希姉が設計して作成した車椅子は特別製だ。でも作り直すことは出来る。

「で……でも、部長さんは、この車椅子を……〝大切〟にしています……だから」

　懸命に支えながら、ラブはなおも抵抗する。ラブの関節から異様な音が聞こえ出す。

「……くそっ、判った。しばらく我慢してろ！」

　俺は壊れてしまった車椅子の後ろに回って必死に押し進める。

　リニアホイールは車輪自体が動力となるので全体の重量は軽くなるものの、逆に言えば電力が無ければたちまちただの金属の塊かたまりになってしまう。おかげで普通のタイヤのように転がして進めるということができなくなるのだ。それは大きな欠点の一つだ。結局、康夫や慎太郎も手伝って重たい車椅子をメンテナンス槽の下敷きにならない位置に移動させた。

「いいぞ！　ラブ！」

「は、はい……」

　ラブがゆっくりと手を放すとメンテナンス槽は勢いをもって床にぶつかり轟ごう音おんを響かせた。

　硬質ガラスは砕け散り、本体部分も大きく歪んでしまった。

「ラブ、おまえの手は大丈夫か？」

「えっと……あんまり大丈夫じゃないかも……です」

　負荷のかけ過ぎで右肩にダメージがあるかもしれない。これは全身を調べた方がいいだろう。

「ラブちゃん……あたしの大切なもの守ってくれて、ありがとね」

　慎太郎に抱えられたままの明里さんが言う。

「いえ、なんのこれしきですっ」

　ガッツポーズをとろうとしたが、ラブの右腕は半分も上がらなかった。

「慎太郎も……うん、今日ばかりはちょっとカッコよかったわ」

「ふ、ふははは……オレだってやる時はやるのだ……って、そろそろ腕と腰が限界っ、でもこの感触を手放したくないっ。オレはいったいどうすれば!?」

「ん、まあご褒ほう美びに慎太郎が音ねを上げるまで抱きかかえられててあげよう」

　慎太郎のお手柄に、明里さんも寛大だった。

「ラブさん……その腕……」

　神楽さんが破損したラブの腕を心配そうに見ていた。

「神楽さん、心配しなくてもラブは平気です。だってロボットですから。それに、すぐにマスターが直してくれるです。マスターはすごいんですっ」

　なんだかもう怒る気力もなくなってきた。

　俺の命令を無視したこと。自らが破損するリスクを承知で車椅子を守ったこと。

　ラブのとった行動は明らかにロボット３原則に反している。

　だけど、全部が全部間違った行動だと言えるだろうか？

　ラブは明里さんを守ったのだ。命だけでなく、大切にしているものを守ろうとしたのだ。

　単純な命令を聞くだけのロボットではなく、想像力を持っているロボットだからこその行動。

　０ラブシステムはロボットに人間らしさを与えようとしているのは間違いない。

　きっとラブはこの先もっと人間に近づいていくだろう。

　ロボットを人間に近づけて親父おやじは何がしたかったのかなと疑問に思う。思うけど、ラブを作ってくれたことには感謝してるんだ。ラブは俺たちの家族になってくれたんだから。

「マスター、命令無視してごめんなさい……です」

「いまさらだなぁ……」

　ラブの点検をしながら、ため息をつく。

「でも……ラブのおかげで思いついたことがあるんだ」

「え？　マスター、ラブは何かお役に立てましたか？」

　頷くとラブは嬉しそうに笑った。ケガしてるくせに。俺は、突然ひらめいた。

「あのさ、こんな時になんだけど……大事な話があるんだ」

「俺は、自分が作りたかったものを思い出したんだ。みんなが注目する、ロボコンに出展するロボットのテーマ、思いついたんだけど……」




　幸運なことに、ラブの損傷はそれほど深刻ではなく、俺でもなんとかできるレベルだった。

　ゆがんだメンテナンス槽に入れるわけにもいかないので、今は母おも屋やで休ませている。メンテナンス槽もゆがんで硬質ガラスが壊れたのが最大の故障箇か所しよで、中身は無事だったのは助かった。機器類の停止もあの一瞬だけで、復帰してくれた。うちの機材は親父が使っていただけに旧式だけど本格的なので、それなりに頑丈に作られているのだ。

「やっぱりマスターがちゃんと直してくれました」

　なんて、ラブは気楽に喜んでいるけど、ロボット３原則をこんこんと説教したのは言うまでもない。真っ青になっていた遙も、スリープ状態から復帰したら説教しそうだ。ラブとメンテナンス槽の確認のために勇希姉に連絡したら、即座に駆けつけてくれた。忙しい人なのに。

「ふむ。突然の機能停止か……原因を私も調べてみよう。えふさん、データをコピーしてくれ」

「はい、勇希様」

「勇希姉、ラブとメンテナンス槽なんだけど」

「そちらもチェックしておく。まあ、我が愛しき弟が異常なしと言うなら、今後問題がでることもなかろうが、念には念を入れた方がいい」

「ああ、頼むよ、勇希姉。後、明里さんの車椅子も……」

「ふっ、我が愛しき弟は、姉使いが荒いな」

「……ごめん」

　勇希姉の声が笑っていて嫌がってはいないと思うけど、頼りすぎないようにはしないとな。

「しかし、また命令を無視して人助けなら判るが車椅子か……変わったロボットだな。優先順位の選び方が面白い。不思議なものだな。〝大切なもの〟か。ふむ。抽象的だ」

　否定的ではない言葉に安心しながら同意して、次の用件を切り出した。

「実は、ロボコンのテーマを決めたんだ。で、できればその可能、不可能だけでも言ってもらえないかなって……ホント頼りすぎですみません」
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　俺が頭を下げると、くすっと笑ってくれる。

「ふむ。素直な姿勢には好感が持てるな。それで何を作る気なのだ？」

「一言で説明すると、『着る車椅子』かな」

　一瞬の沈黙。

「つまり、なんらかのパワーアシストで動かない足を動かして歩けるようにするわけか」

「うん、そんな感じ」

　さすが勇希姉、一発で俺のやりたいことを理解してくれた。

「明里さんの足を作る気か……」

　うんと頷うなずく。ロボロボ部としては、当然過ぎるほどの目標だと思う。

「確かに面白いテーマだ。だが、同様の試みはすでに多くの企業や個人研究者が行っている。私の知る限り、どれも実用化にはほど遠いが、後発のおまえがそれらを越えられるのか？」

「越えられる……とは断言できないけど、作りたいんだよ。なんとなくプランも思いついたし」

　なによりロボロボ部のみんなも賛成してくれてる。

　全員だ。俺に激怒しているはずの遙でさえ、賛同して手伝うと言ってくれたのは嬉しかった。

　勇希姉は俺の顔を見つめて、笑い出した。今度ははっきりとした笑顔で。

「はははっ。それでこそ我が愛しき弟だ」

「な、なんだよ急に」

　正直驚いた。勇希姉が笑う声を久しぶりに聞いた気がする。

「作りたいから作る。それこそが科学者のスタートラインだ。それが世界に仇あだなす悪魔の発明となろうともまずは作れ。作ってから考えろ」

「なんかマッドサイエンティストっぽいんだけど……」

「何を言う、これは私たちの実の父親の言葉だぞ」

「そ、そうなんだ……」

　なんだか急に目め眩まいがしてきた。自分がなんだかんだでロボットが好きだということは認めるにやぶさかじゃない。でも、あのバカ親父と同じことを言ったなんて……

　自分が少しずつマッドサイエンティストへの道を歩み始めているような気分だった。

「そうだ、忘れていた。私にも、おまえに伝える用件があったから来たのだった」

「なに？　まさかまだ親父の格言があるとか？」

「そうではない。ラブの姉妹機、プロトⅠのことだ」

　勇希姉は笑みを消し、真剣な表情になって言う。

「プロトⅠ……ああ、以前も話したことあるな。ラブの同型機だよね。ラブが作られた時にはもういなくなっていたという」

　意外な名前が上がったことに多少困惑する。

　だけど、後の勇希姉の話はそれ以上に俺を混乱させた。

「未公開情報だが、プロトⅠは……暴走事故を起こしたようだ。しかも大規模な事故だったらしい。事故の事実も隠いん蔽ぺいされている上に、プロトⅠは所在不明のようだ。０ラブシステムは、最初に思っていたよりも本当に特殊な存在だと考えるべきかもしれない」

「ちょ、ちょっとどういうことだよ」

「不確実な事は言いたくない。だが、０システムは思っている以上に危険かもしれない」

　勇希姉は、俺だけに聞こえるようにいった。

「事件の原因は謎。プロトⅠは行方ゆくえ不明。これだけで幾らでも想像の余地はある」

　いつもの茫ぼう洋ようとした表情に緊張を湛たたえて、勇希姉は続ける。

「プロトⅠは、壊れた訳ではなく、どこかで稼か働どうしている可能性すらある。０システムは、人間に近づくためのシステムなのだろうからな。人間のやることなら、０システムにも可能だ」

　俺は、勇希姉の話に目を丸くした。人間により近づいていく……

　本来ロボットにはできない判断ができるようになって……結果は。

「自分で、研究所から逃げ出した……ってこと？」

「そうだ。私はこれまでのラブの行動を観察して、その疑いを抱いている。おまえが育てているロボットは……あまりにも未知数だ。父さんは、何を思ってここにラブを送ったんだろう」

　ラブの未来と、ラブと同じシステムを持つプロトⅠ……二人が繫つながる日が来るのだろうか。

　でもラブはたとえ命令を守らなくても、いつだって行動は人間を守るためだ。

　知らないプロトⅠはともかく、ラブのことは信頼できる。

　俺たちが育てている、大切な家族なんだから。














第四章　転校生の真実









　二学期が始まってそれなりの時間が経ち、衣ころも更がえの日も近づいてきた。転校生とラブで大騒ぎだった俺達の新学期も落ち着きを取り戻し始め、見物人も相当減ってきた感じだ。

　だけど、俺と遙はるかのギクシャクした空気は解決していなかった。

　遙は、今まで通りにご飯は一緒に食べるし、ラブの前では普通に振る舞っている。

　学校では元々優等生モードなので、仲のいい連中以外は変化に気付いてすらいない。

　俺は、ため息混じりに窓の外を見た。

「何を間違ったんだろうなぁ……」

　秋の近づく空は、なんだか俺の気持ちと同じくらいどんよりとしていた。

　上の空で聞いていたＨＲが終わった途端、遙は小走りに教室を出て行く。

　まるで俺と話したくないと言わんばかりだ。ラブが、慌てて声をかけた。

「遙さん、今日は部活、来られますか!?」

「生徒会の仕事が終わったらなるべく顔を出すわ。ごめんね！」

　優等生モードでラブに手を振ると、俺には一いち瞥べつもくれずに駆け出した。

　こんな風に、きちんと話もしないなんて……いつ以来だろう。

　思い出そうとして失敗してしまう。もしかしたら、初めての事なのかもしれない。

「マスター、遙さん、今日もお忙しいそうです」

　ラブのしょんぼりした顔を見て、俺は笑顔を作る。

「ま、仕方ないだろ。生徒会にクラス委員、さらに風紀委員なんだからさ。そうだ、ラブも寂しがってるし、神楽かぐらさんもロボロボ部に遊びに来る？」

　少しでも気をそらしたくて、俺は強引に神楽さんに話を振った。

「お誘い有り難うございます。ですがこの後予定がございまして。ごめんなさいね、ラブさん」

「は、はいです。大丈夫なのです。ラブが、遙さんの分まで頑張るのです」

　健けな気げに笑顔を作るラブ。俺は少しだけ胸が痛い。

「おーい、マジ、ラブちゃん、行かないの？」

「早くしねーと、部長が怒り出すぞー」

　康やす夫おと慎しん太た郎ろうが廊下から声をかけてくる。行くも何も、目的地はうちの家なんだけどな。

　俺はラブを促して歩き出す。ため息を押し殺すような気持ちで。それでも、遙の気持ちが判っていながらも、出ると決めたロボコンなんだから結果を残したい。そう思いながら。




　ガレージには何日にも渡って検けん討とうされ、廃はい棄きされたアイディアの図面やデータが積み上がっている。車くるま椅い子すの代わりに明あか里りさんが歩けるような新しいサポートロボットを作る。思いつきは良かったと思うんだけど、予想以上に難しくて、名案が出ていなかった。

　本日も大量のプランが強度や動力やバランスの問題で却きやつ下かとなっている。ガレージにあるコンピュータはロボット開発用に作られたもので、こういう時には役に立つけど、諸しよ元げんを入力する度たびに「構造矛む盾じゆんがあります」とか「強度不足です」と回答されるのは正直凹へこむ。

　俺と康夫、それから明里さんが何度目かのトライに失敗して絶望的な気分になった時、予想外の人物が手を挙げた。

「川かわ森もり慎太郎、画期的なアイディアを思いつきました！」

　慎太郎だ。ずーっとネットサーフィンをしてるだけで大して協力してなかったのに、実は何か考えていたんだろうか。まあ、この間から意外と真ま面じ目めに活動はしてるんだけど。

「そもそも『歩く』とはなんだろうか、人間の足で最も重要なのは何か、それは、あらゆる路面状況に対応できるということだ」

　なんだか嫌な予感がしないでもなかったが、俺たちは黙って最後まで聞くことにした。

　そのくらい、会議は煮詰まっていたという意味でもある。

「そこで発想を逆転させ、このような画期的デザインを導き出した！　見よ！」

　ばばーんとディスプレイに画像が表示された。そこには下半身を戦車と合体させられた明里さんがいた。ひどいコラージュだった。いったいいつそんなものを撮ったのか、上部分の明里さんはダブルピースなんぞしているし、おまけに肩には二本の砲ほう塔とうまでくっついてる。

「やっぱさー、オトコノコならいつかタンクになりたいヨネー」

「ヨネー、じゃない。却下だ却下。真ま面じ目めに聞いて損した」

「えー、なんでだよー」

　慎太郎はぶーぶー文句を言う。

「んー、ま、私も戦車が嫌いって事はないけどにゃー。無限軌道は歩くとは言わないでしょ」

　そうなのだ。「歩く」でなければ意味がない。明里さんの使っている特別製の車椅子は、勇ゆ希き姉ねえが開発したロボットでもある。歩けないことを除けば相当高性能な代しろ物ものだった。

『明里さんの歩行を可能にするロボットを作ろう』

　そう言い出した俺に、みんなが賛同してくれた。俺に腹を立てていた遙さえだ。

　ロボロボ部はロボコンに向けて一致団結して活動開始することになったのだ。

　勇希姉の指摘通り、現実はそう甘くない。何人もが挑戦して挫ざ折せつしたテーマだ。

「キャタピラは問題外としても、自立してなおかつ体重を支えるためには外骨格が必要だよ」

　康夫がここしばらく頭を悩ませている問題について言及する。

「でもそうなると関節の自由度を殺すことになるだろ。ついでに、重量が増えればそれだけ電力消費も上がるわけだから、バッテリーとか制御系を別に携帯する必要がでてくる」

「バッテリーや制御系はバックパックに集中させるしかないと思うな」

「結局はそこにいきつくってことかぁ……でも、それ邪魔なんだよね……」

　あれからいくつかの先行の研究とその論文に目を通してみた。

　勇希姉が言っていたように、人工筋肉を用いたウェアラブルな歩行機というテーマの研究はいくつかの企業や研究室が取り組んでいたが、どこも実用段階には至っていないようだった。

　というのも、やはり足の不自由な人に向けた自由歩行用の機械というものはニッチなテーマで、企業としても大きな収益も見込めない。高性能な車椅子の方がずっと安価で安全なのだ。

　開発を断念したチームも多く、今や国内で研究しているのはたった２つという有様だった。

　人工筋肉は低電力で大きなパワーを生み出す画期的な駆動装置だが、それでもやはり問題点がないわけではない。その一つが大量生産ができず非常に高価であること。もう一つが取り扱いの難しさだ。筋肉と同等の情報量を持ってる訳で、車輪とは訳が違う。簡易型のＡＩじゃなく、人間の行動を予測して動けるほどの制御系が必要になる。つまり、ロボットだ。

　しかも軽量で頑丈、低電力である必要もある。現状だと、どうやってもかさばってしまう。

　そうなると、今明里さんが使ってる車椅子と大して変わらない――いや、使い勝手で言えば車椅子以下のものになってしまうだろう。

「基礎技術の集まりなんだけど、それだけに小型化は難しいね……あまり格好良くないし」

　康夫が難しい顔をする。全くその通りだ。ついでに、人体を包む人工筋肉を整形する時も同じ問題は発生して、外骨格的なシャーシをつけると大きく無骨なものになってしまうのだ。

「マスター、現状だと、戦車にしなくても明里さんの身体が半分近く見えなくなってしまいますよ？　ラブは、あまりこーせーのーな気がしないんですけど……」

　ラブが、正論を言う。明里さんも頷うなずいた。

「あたしも賛成。できたらもっと可か愛わいい方がいいな」

「うーん……女の子らしい、可愛いバッグに詰め込んでみるとか、どうですか」

　康夫が抵抗してみるが、まあ、正直焼け石に水だ。ところが慎太郎が食いついた。

「オレ、ちょっと考えたんだが、ランドセルみたいなのに収納するなんてのはどうだ？　丈夫だし見た目にも可愛いだろ、ジョーシキ的に考えて」

「あ、それ良いわね。慎太郎にしてはセンスのある提案じゃない？」

「だろ？　なによりランドセルのベルトによって強調されるおっぱいが――」

「慎太郎の案は却下しましょう、部長」

「えー、大おお河が原わらくんは反対？　おっぱい強調って大事だと思うんだけど。あたしだって、遙ちゃんみたいに得意気におっぱいをぶるんぶるんと揺らして歩きたいし」

「……遙が聞いたら怒りますよ？」

　ここにいない遙のことを思い出して、俺は一瞬暗い気持ちになる。

「そ、そういうものなんですか、マスター？　ラブはあまり、揺れませんが」

　……そういうことは俺に聞かないで欲しい。自分の胸を押さえて、悲しげに俺を見つめるラブから、俺は視線をそらすしかない。ラブの裸は見慣れているんだけど、なんだか恥ずかしくなるじゃないか。脱線しかけた話題を引き戻すように、康夫が提案する。

「外骨格は最低限にして、人工筋肉のバランスだけで自立できるくらいにはできないかな」

「出来なくはないと思うけど……人工筋肉の制御は難しくなるぞ。ついでに、俺の技術力でそんな難しい設計や組み上げが出来るか不安だなあ。何度も試作するには人工筋肉は高価だしな」

　ガレージのコンピュータにシミュレーションを打ち込みながら、俺と康夫は議論を重ねる。

「うんうん、なかなかロボロボ部らしくなってきたじゃない」

　そんな俺達を、明里さんはニコニコと見守っていた。

「そもそも部長は具体的にどういった形態の『足』が欲しいんですか？」

「そうねえ。あんまメカっぽくなくて、自然で、可愛くて、そんでセクシーなやつ」

　康夫からの質問に明るくそう答えた明里さんに、ロボロボ部のほぼ全員が絶句した。

「部長……無茶にもほどがありますぜ。いくらマジと康夫が頑張っても、たかが高校生ですよ」

　慎太郎のツッコミに同意するように、俺と康夫は何度も頷いた。

「えー。だって、人工筋肉だけで動いてるラブちゃんだってあんなに素敵な足してるんだから。出来ないってことはないんじゃない？　ってか、目指すならバッチリ高い場所がいいと思うな！　折せつ角かくロボットの足を作ってくれるなら、みんなに自慢できるものがいいもん！」

　ご機嫌の明里さんはそういうと、なぜか胸の谷間から何かのカードを取り出した。

「予算だってほらこの通り！　私の足を作るってアイディアを話したら理事長が感動しちゃってさー。理事長から追加で部費を預かってきたんだ。これ、理事長室の改装に使う予定の予算だから好きに使ってくれって」

　渡されたカードには、かなりの額が用意されているようだった。これなら、部品調達の心配はいらないかもしれない。

「凄すごいですね、部長。でも、また取引とかしてるんじゃないですか？」

「あー、まー、それは内緒って事で。ほら、私の色香に負けたってだけよ。あ、でも触らせたりはしてないよ？　私の肌に触れられるのは、未来の旦だん那なさまだけなのよん」

　末尾にハートがつきそうな勢いで、明里さんはウインクした。

「ふ、ふええ……部長さんは、凄いんですね……色香……色香ですか。ラブ、覚えます」

　いや、それは覚えなくていいから。だけど、明里さんが本気だって事はよく判る。

　今回のプロジェクトでは、明里さんはパイロットみたいなものだ。危険な事に挑戦すればするほど、実走した時に事故の可能性は高まる。それが判らない明里さんじゃない。

　俺達を信頼してくれてるんだ。そう思えて、俺と康夫は顔を見合わせた。

　明里さんは自分のおっぱいを気にしているラブに笑顔を向けた。

「ラブちゃん、何か飲み物をいれてくれるかな」

「はいっ、部長さん。温かい飲み物が良いですね。康夫さんは何になさいますか？」

「うん、ラブちゃんにお任せで」

「はいっ、すごく美お味いしいコーヒー入れてきますねっ」

「ロボ子よ、オレには聞いてくれないのか？」

　悲しげに慎太郎が出ていくラブの背中に言うが、俺にだって聞かなかったぞ。

　ラブの優先順位が微妙に判らない今日この頃だよ。

　やがてラブが人数分のコーヒーを淹いれて戻ってきたので、一息つくことにした。

「ところでおまえら、根本的な問題を綺き麗れいサッパリ見落としているってことに気付いてるか？」

　マウスを操作しながら、慎太郎が独り言のように呟つぶやいた。

「なんだい慎太郎、根本的な問題って」

「これって部長が身に付けるものだろ。っつーことは部長のサイズをきっちり採寸しないとにっちもさっちもいかねーって思わないか、ジョーシキ的に考えて」

　慎太郎と俺、康夫の目が明里さんに向く。慎太郎は鼻の下を伸ばしている。

「いやだなぁ、あくまで開発のためですよ。なあ、康夫」

「もちろん。ウエスト廻りとヒップサイズ、股また下したやふともものサイズまで、きっちり測っておかないと。ねえ、慎太郎」

「えっ、ええっ!?　部長さん、ここで裸になるんですか？　ラブ、人の前で裸になると凄く怒られるって遙さんに言われたんですけど……」

　困惑した顔をするまでもなく、当然そんなことをさせるつもりはない。

「おいおい、どさくさ紛れに何言ってるんだ」

　呆れてものも言えない。と、残念そうな声が予想外のところからあがる。

「なーんだ、脱がなくていいの？」

「「な、なんですと!?」」

　慎太郎と康夫は抱き合わんばかりに喜んでいる。ってか、この二人は本質的に明里さんの魅力に負けてロボロボ部にいるんだなぁ、と納得する瞬間である。

「ぬ、脱いでくれるんすか!?」

　勢い込んで聞く慎太郎に、明里さんは平然と答える。

「水着くらいなら別にいいけど？」

　むしろ慌てているのは俺の方だ。

「ぶ、部長、本気ですか!?」

「必要だって言うならしょーがないじゃん。私のないすばでぃにあわせたサポートロボットを作るんだから、確かにサイズ計らないと始まらないよねぇ」

　しかし、それは物わかりが良すぎるような……。慎太郎がはしゃいだ声をあげる。

「よし、ならばこんなこともあろうかと用意しておいたこのスクール水着を……」

　おい、そんなもの一体どこから出してきた。

「えー、そんなの入るかなぁ。気付いてないのかもしんないけど、私、おっぱい大きいんだよ？」

　明里さんもノリノリである。ラブはどうしたらいいか混乱しているようだ。

「え、えっと、マスター、これ、いいんですか？」

　もちろん、いい訳がない。このまま採寸させて遙にばれたら本当に絶縁されそうだ。

　そうだ、遙がいるじゃないか。

「明里さん、ちょっと待ってください！　しばらくしたら遙が来るはずですから！　遙に採寸して貰いましょう！　それが安全ですって！」

「はいです！　ラブも、なんだかそれが一番いい気がします」

　ほっとしたようにラブも笑顔になる。やっぱりな、という顔をして肩をすくめる康夫。

「マジー！　オマエはどっちの味方なんだーっ！　スクール水着ーっ」

「あはははっ、残念だったねー、川森くん」

　天国から地獄を味わった慎太郎に、明里さんが追い打ちをかける。

　俺は別の事を心配していた。

　遙がここにいないのは、結局、ロボコンに出る事を快こころよく思っていないんだと思う。

　ハルカちゃん３原則を破ってるつもりはないけど……遙がどう感じているか、俺に判らなかった。やっぱり、どっかでキチンと遙と話さないとな……

　今回の採寸は、遙にしか出来ないこと。俺が覚悟を決めるには、いいタイミングに思えた。




　遙は、気が重かった。大好きな本もと気きと、もう何日もきちんと話せていないから。

　生徒会の仕事が忙しいのも噓じゃない。委員長の作業だって公きみ恵え先生にたくさん頼まれてる。

　言い訳はいくらでもあるけれど、それは遙の中に生まれた感情を隠す為のものだと、自分が一番判っている。なのにその感情がなんなのかは、遙自身にも上手く説明できなかった。

「……マジくんが、悪いんだもん」

　それだけは、確実だと思えた。目に涙がにじんで、手の甲で振り払った。

　確かに遙はロボットが嫌いで、そのため本気の役に立つことはできない。

『マスターのお役に立ちたいのです。それがラブの存在意義です』

　と言うラブのまっすぐな言葉が、繰り返し遙の心を刺す。

　――マジくんの態度、ものすごくムカツク。

　それは、事実だ。それでも遙は本気が好きで側にいたい。

　なのにこのままだと、遙の存在意義がどんどん薄くなってしまうような気がするのだ。

　――マジくんの言うこと、遙は何でも聞くのに。それも……約束なのに。

　ぐるぐるする気持ちが遙の中で不安になって降り積もっている。

　ロボコンに向けて活気付いたロボロボ部の中にいて、遙は途方もない孤独感と、危機感のようなものを覚えていた。私の居場所が無くなっていく――ラブが本気の家へ来た時も、同じような気持ちになったけれど、今回のは……もっとずっと根が深い気がする。

　それでも、遙はガレージに足を向けていた。

　ここで、本気に会わなくなってしまったら……本当に、心の距離が開いてしまう。

　――マジくんエネルギーが補給できなくなったら、きっとあたしの心臓は壊れてしまう。

　きつく目を瞑つむって集中した後、遙はみんながいるはずのガレージを目指した。

　作り笑顔は、得意だから大丈夫。きっと大丈夫。

　全力で優等生モードを発動して、遙は歩き出す。

　ところが、遙を待っていたのは予想外の展開だったのである。




　事情を聞くなり烈火の如く怒り出した遙は、もはや手の付けられない状態だった。そりゃそうだ。いきなり慎太郎が明里さんにスクール水着を着せて採寸しろ、とか言ったんだから。

「何考えてるのよ、アンタたちはーっ！　死ね！　たった今この場で死んだらいいわ！　ううんっ、やっぱりラブの情操教育に悪いから、どっか遠くで死んできて！　今すぐ！」

　最近、見たこともないほど激怒してる遙の前に並んだ俺達男子三人は、ブリザードが吹き止むまでただ耐えるしかない状態だった。

　だから、俺は止めたんだってば……まあ、言っても無駄だろうけど。

「あははっ、そうだよねぇ。遙ちゃん、あたし、セクハラされてるよね」

　明里さんが遙に同調して火に油を注ぐ。ひどい、部長がノリノリだったくせに……

「あっ、あのっ、遙さん……お、落ち着いてください」

「これが落ち着ける訳ないでしょ！　女の敵！　よりにもよってスクール水着ってなんなの！　色んな意味で不健全よっ！　アンタたち何考えてるのよーっ！」

　ラブがおろおろと止めようとしてくれるが、蟷とう螂ろうの斧おのも甚はなはだしい。

　明里さんは面白そうに笑って止めてくれないので、仕方なく俺が口を開いた。

「い、いや、待ってくれ遙。誤解なんだよ」

「誤解ってなにがよっ！　スクール水着がっ！」

　真っ赤な顔で怒ってる遙に、俺は何とか説明を試みる。

「すまん。水着の事は忘れてくれっ」

　俺は、必死で事情を説明した。

「……ってことで、車椅子の代わりのサポートロボットを作るために、明里さんの正確な体型データが必要なんだよ。だから、遙にやってもらおうと思って……」

「……私に？」

　いきなり、怒っていた遙が表情を緩める。俺はこくこくと頷いた。

「そうそう。やっぱ、女の子同士じゃないとまずいだろ。うちの部には女子は遙しかいないし」

「……ラブにやらせればいいじゃない。見ただけで大きさとか正確に計れるんでしょ？」

　あっ、それは考えてなかった。だけど……うーん。

「そうはいっても、明里さんとラブだけで計ったデータって、なぜか不安な気も……」

「マスター、それってどういうことですか？　ラブ、きちんと出来ます！」

「そーだそーだ。あたしだって自分のサイズくらい測れるって。ま、手伝ってくれる人がいればだけどさー。なにせ、一人じゃ立ち上がれないからサポートロボットが必要な……おおっ、ラブちゃんがあたしのサポートロボットになってくれるのかい？　美人合体って感じ？」

　ラブと明里さんが話をややこしくしようとしてるけど、ここは無視しておく。

「やっぱり、遙がやってくれたら安心だと思うんだけど……ダメかな」

「……別に、ダメなんて言わないけど。仕方なく、だけど。それに、明里さんが歩けるようになるためのロボットなんでしょ」

　うつむき加減の遙の答えは前向きだ。これは大丈夫そうだ。

「よ、よかった。じゃあ頼むよ。正直、協力してくれないかと思ってたから、ホッとした」

　俺の言葉が終わるか終わらないかのうちに、遙がまた真っ赤な顔になる。

「な、なによっ、それ、どういうこと！　私だって、ロボロボ部の部員なんだから！　手伝うの当たり前でしょ！　どうしてそんなに仲間はずれにするのよ！」

「えっ、そ、そんなつもりは……」

　ぷるぷると拳を震わせる遙に、俺はどうしていいか判らない。

「は、遙さん……」

　また怒り始めてしまった遙に、ラブは真っ青だ。

　その時、ぱんぱん、と明里さんが手を鳴らした。

「はいはい～、そこまでそこまで。じゃ、大河原くん、母おも屋やを借りるわね。遙ちゃん、行くよ～。一緒に採寸、手伝ってくれるよね」

「……はい。判りました」

　二人は、連れだって母屋の方に消えていく。ラブが後を追おうとする。

「ラブもお手伝いします！」

「あははっ、ラブちゃんはそこで落ち込んでる男の子たちをお願いね。じゃ、すぐに計ってくるからね～。覗のぞいちゃダメよ～。あ、アラシを連れて行くね。センサーで見張ってるから」

　明里さんは一度戻ってきてアラシを抱き上げると、俺にウインクした。

「まあ、あたしも大河原くんが悪いと思うな。じゃ、後でね。えいっ、ブーストしちゃえ！」

　車椅子を加速させて、あっという間に先行する遙に追いつく明里さん。

　俺達はその背中をただ見送るしかない。

　俺が悪いって……どういうことだろう。

　二人が消えていった母屋への通路を、俺とラブは不安そうに眺めるしかなかったのだ。




　遙は、まずは絶対に誰も入ってこられないようにリビングを封鎖した。

「あはっ、そんなに厳重にしなくても大丈夫だよ」

「いーえ、失敗したふりをして入ってきたりするかもしれませんから」

「その前にアラシが気付くって。それに、そこまでして見たいなら見せてやるのも女の心意気ってやつかもしれないよ？」

「か、会長!?」

「いやん、冗談冗談。そんな本気にしないでよ。遙ちゃん、余裕ないなー」

　苦笑されて、遙は顔を赤くする。自分に余裕がないのは、よく判っていた。

「んー、遙ちゃん、立たせてくれる？」

　明里は、遙にむかって手を差し伸べる。遙は、素直にその手を取った。

「よっと。生身だけで立つのは、結構しんどいのよねー。羽のように軽い私の体重でも、この足は支えられないから。ほんっと、軟弱よね。あっ、おっぱいが重すぎるせいかも！」

「無理しないでください」

　遙は車椅子にセットされた松まつ葉ば杖づえを渡す。そして巻き尺を取りだして全身を計り始める。

「服の上からじゃダメみたいだよ。全部脱ごうか？」

「そんなことしなくても、必要なところだけめくって計りますから」

　頭の先から、順々に計っていく。その間、明里はぽつりぽつりと話し始めた。

「遙ちゃんさー、ちょっと頑張り過ぎだと思うんだよねー。大河原くんもだけど」

「……」

　遙は答えない。自分の中に生まれている不満も、まだ形にならないのだ。

　自分が頑張っていない、とは思っていない。本気との約束は守っている。

　学校でももっと本気に甘えていたいと思う気持ちを抑えて、優等生を演じて、ラブが来ても自分の場所を押しのけて我慢して、遙は本気のそばにいることを優先しているのに……

「最近、大河原くんと何かあったんでしょ？　さっきので、だいたい理由も判ったけど」

「……会長には、何が判ったんですか？」

　自分でも、少しトゲのある言い方をしてしまったと思う。会長は、気にした風もなく笑った。

「えーっ、簡単なことだよ。遙ちゃん、大河原くんと話してないよね。それってつまり、判って欲しいって思ってるって事だよね。言わなくても、判って欲しいって」

「えっ……」

　遙は、虚を衝つかれたように明里の身体を計る手を止めた。明里は、松葉杖から手を離して、優しく遙の身体に手をかける。ぐっと引き寄せられて、遙と明里は密着した。

「遙ちゃんは、可愛いなあ。だけど……今回は、ちょっとだけ、違うかも」

　遙の心臓は早鐘を打っていた。女の子同士とはいえ、本気と、そして記憶の底にある両親との記憶以外で、匂においがするほど近くに他人の体温を感じるのは初めてかもしれない。

「あたしってさ、こんな風だから……いつも人に助けて貰わないといけないの。それでね、最初はすごくイヤだった。お父さんもお母さんも、いつだってあたしにごめんなさいばかり言ってたの。それが、一番イヤだったな……」

　明里は、静かに笑った。

「それでね、あたし、しばらくお父さんたちと口を利きかなくなっちゃって。あの時は……ずいぶんケンカしたなぁ。あ、小学校の時だよ。いろいろあったけど、今は、すっごく仲良し。ケンカしたお蔭かげかな。自分の気持ち、素直に話せたから」

　遙に両親がいないことを知りながら、こんな風に話してくれるのはこの人だけだ、と遙は思う。明里は、いつだって当たり前のことを当たり前のように話してくれるのだ。

「遙ちゃん、他ひ人とと違うから、判ることもあるんだよ」

　明里は、優しくささやいてくれる。体温が遙の気持ちを溶かすようで、遙は泣きそうになる。

「あのね、親子だって、兄妹だって……それにきっと恋人だって……話さないと、判らないことだらけなんだよ。だって、違う人間なんだもの。わかり合えなくて当たり前。そこからが、スタート地点なんだって」

　明里は、にっこりと微ほほ笑えむ。

「今、遙ちゃんが手を離したら、あたしはひとりで立てないよ。でも、それだって遙ちゃんが、そのことを知っていてくれるからあたしを支えてくれる。いつも一緒にいるからって、全部判ってるかどうか判らないでしょう？　近すぎるから、見えなくなることもあると思うな」

　明里はそう言うと、人の悪い笑みを浮かべた。

「話さなくても判って欲しい……なんて思ってるんだったら……あたしが大河原くん取っちゃうぞ？　なんたって硝子ガラスの靴くつより素敵な、歩ける足をくれる魔法使いの王子様なんだから」

「えっ、えええええっ！　あ、明里お姉ちゃんっ！　そんなのダメだよぉ！」

　遙はびっくりして明里にしがみつく。

「う、噓だよね……お姉ちゃん」

「さあ～、どうかしらねぇ。心配だったら、頑張りなさいな。さあ、早く計っちゃって。こんな格好でいたら、風か邪ぜひいちゃう」

「う、ううう……お姉ちゃんの意地悪」

「ふふっ、そうねぇ。ま、あたしの前でもいつも優等生を演じてるんだから、大河原くんの前でもきっと色々演じてるって事なんでしょうけど、素直になるのも、必要だと思うな」

　明里の笑顔はあくまで優しい。遙は、自分の中に生まれていた屈くつ託たくが溶けていくのを感じる。

　それでも、自分で解決しなければならないことも、はっきり判っていたのだ。




　遙たちが計測に行った後、俺は、正直言って落ち込んでいた。

　慎太郎と康夫も、かなり反省したらしく真ま面じ目めに作業をしている。慎太郎ですら、今まで書き散らした図面をファイリングしているくらいだから、かなりの反省度だ。

　そんな中、ひとりだけ動いていない人物がいた。ラブだった。

「ラブ、どうしたんだ？」

　俺は、遙が持ってきてくれるはずのデータを打ち込む為の基礎項目をリストアップしながら、動かないラブに声をかけた。

「……現在、フリーズしています。復帰までの時間、未定」

「えっ!?」

　びっくりして、俺はラブに駆け寄った。康夫たちも集まってくる。

「……メンテナンスモードに入ってる。どうしたんだろう」

「なんだなんだっ、ロボ子に何があったんだ!?　ロボ子！　お兄ちゃんはここにいるぞ！」

　慎太郎だけが判っていないが、ラブはメンテナンスモードに入っていた。

　すなわち、ラブの身体が危険な状態に入った時、全身の動作を止めて安全を確認する自衛機能だ。これが起動している間は、動けない代わりに外部からのダメージに非常に強くなり、内部に搭とう載さいされた自己修復機能によって相当のダメージでも回復することができるらしい。

　俺も知らなかったのだが、勇希姉によれば並みの人型ロボットに搭載されている機能じゃないそうで、軍用でもこれほど高機能のメンテナンスモードを搭載しているものはまれだそうだ。

　そのメンテナンスモードが起動している。以前、階段から落ちた時に起動したけど……

「俺達が見てない間に、何かあったのか？　何かぶつかったとか……」

「そんなに激しい衝撃があるようなことが起きてたら、気付くと思うけど」

　康夫も、不安そうにいう。その通りだ。

「と、とにかく、メンテナンス槽そうに運ぼう。緊急メンテだ」

　俺達は、三人がかりでラブを持ち上げると、水槽状の整備機械にラブを動かそうとした。

　その時。美しい機械人形が目をあけた。

「き、きゃああっ！」

　いきなり硬直が解けたラブは、俺達三人の腕からすべり落ちて尻しり餅もちをつく。

「ラブ、大丈夫か!?」

「えっ、は、はいです。ラブは、どうかしたのですか？」

　ラブは、何が起こったのか判らない、という顔で周囲をきょろきょろと見回した。

「今、メンテナスモードに入ってたんだぞ。ラブ、直前に何かあったのか？」

「は、はいです……え、えええっ、メンテナンスモード、ですか？　ラブ、全然判りません」

　困惑した表情を浮かべるラブに、噓はなさそうだ。俺たちは、顔を見合わせて首をかしげた。いったい、メンテナンスモードに入るほどの衝撃ってなんなんだろう？

　しかし、結局、理由は判らないままだったのだ。




　遙たちがガレージに戻ってきた頃にはすっかり日も暮れていた。

　その日は、明里さんの体型をシミュレーターに打ち込む所でお開きになった。

　帰り際に一言だけ、「ま、がんばって」と俺の肩を叩いて、明里さんは帰って行った。

　慎太郎たちもそれぞれに帰って行く。ガレージには俺と遙、そしてラブだけが残された。

　さっきよりは、少しだけ落ち着いた表情の遙を見て、俺は決心を固める。

　キチンと話をしよう、と。

「遙……話があるんだけど」

　切り出そうとした俺に、遙は頷いた。

「……うん。遙も、話をしたかったんだ」

　俺達は、視線を合わせた。なんだか、それすらも久しぶりのような気がする。

　何から話せばいいか、俺は考えをまとめようとして……ふと気がつく。

「ラブ、これからちょっと二人で話があるから。リビングにでも行っててくれないか。あ、いや、どっちかっていうとラブがメンテナンス槽に入ってくれた方がいいな。俺達がリビングに行くから……」

　これからの話は、ラブには聞かせたくない。遙のロボット嫌いの話になるのは避けられないから、ラブが傷つくかもしれない。それに、俺と遙、二人で話すべきことだと思った。

　なのに、ラブは俺の言葉を最後まで聞いていなかった。

「……ラブ、イヤです」

「えっ……？」

　俺は、耳を疑った。イヤですって……俺の指示を拒否したってことか？

「ラブ、妙なこと言わずにメンテナンス槽に入るんだ」

　俺は、もう一度言った。ラブは、長い髪を震わせて首を横に振る。

「……ごめんなさい、マスター。ラブは、イヤなんです」

　驚くというよりも、もはや俺は凍り付いていた。遙たちと言い争うのとは訳が違う。俺は、ラブのマスターであり、ラブはロボットだ。俺の言うことに反論するなんて考えられない。あえていうなら、指示を受けた結果、人間を傷つける場合や自分が傷つく場合は除外されるが、これはロボット３原則の最も基本的なルールなのだ。

「ラブ、マジくんのいうことを聞いて。お願い」

　遙が、ラブに言い聞かせるように言う。俺よりもロボットのことに詳しくない遙は、逆に人間に対するようにラブに接することに疑問を持たない。だから俺より衝撃が少ないんだと思う。

「遙さん、ごめんなさい。ラブは、マスターと遙さんのお話を聞きたいのです」

　ラブの言葉に、遙はびっくりしたように目を見開いた。

「……ラブが聞いて、楽しいことなんて……たぶん、ないと思うよ？」

　少しだけ後ろめたそうな顔をして、遙はラブから顔をそらす。

　ラブは、そんな遙の様子に気付いて更に悲しそうな顔を作る。でも、意見は曲げなかった。

「ラブは……ラブは、マスターと、遙さんのお世話をするためにここに来たのです」

　いきなり、ラブはまっすぐに俺を見つめた。

「ラブは、ちょーこーせーのーじゃないかもしれません。それどころか、ラブは失敗作かもしれないです。ぜんぜん、マスターのお役に立てていません。むしろマスターも遙さんも、ラブのために大変な思いばかりしているような気がするのです。もし、ラブのことで遙さんとマスターがケンカしているとしたら、ラブは、ラブは……悲しいです。この気持ちを、悲しいと表現するのが正しいと思うのです」

　あまりに直球な問いに、俺はなんて答えればいいのかすら思いつかなかった。

　遙も、胸を衝つかれたようにラブを見つめている。

　三人しかいないガレージに、ラブの切々とした言葉が流れていく。

「ラブは考えました。ラブがいない方が、マスターと遙さんは仲良く出来るのではないかと。役に立たない、その上、マスターたちの幸せの妨げになるようだったら、ラブは、ここにいない方がいいのではないかと思ってしまうのです……」

「……待てよ。ラブ、もしかしてさっき、お前そんなこと考えてたのか？」

　遙が、明里さんに連れられて母おも屋やに行った時……あの時、ラブは……

「ラブ、まさか……ラブがフリーズしたのって、そのせいなのか？」

「ええっ、ラブ、フリーズしたって……どういうこと？」

　遙は、とても動どう揺ようしているように見えた。だけど、俺はもっと動揺していたはずだ。

「……判りません。ただ、ここが……ラブの胸の奥にあるシステムが、ぎゅっと痛むような気がして……ラブは、知らない間にフリーズしていました」

　疑問が確信に変わる。それと同時に、情けなさがこみ上げてきた。

「ごめんな……ラブ。たぶん、ラブは、自分のせいで俺達がずっとケンカをしているって思っちゃったんだな。ごめん、違うんだ。そんな原因じゃないんだよ」

　悔しくて、歯を食いしばる。俺はなんて間違いを犯してしまっていたんだ。

　それは、きっと遙に対しても同じなんだと、ラブの様子を見て判ってしまう。

　一人で背負い込むつもりで、俺は……逆にみんなに負担を強しいていたんだってことが。

　深呼吸して、俺はラブと遙に謝る言葉を探す。見つかるより先に遙がラブを抱きしめていた。

「ごめんなさいっ！　ラブっ、ごめんなさい……違うの……違うんだよ」

　立ち尽くしているラブにしがみつくようにして、遙は涙を流していた。

　ラブは、そんな遙の姿に驚いたように遙を抱き返す。

「は、遙さんっ、泣かないでくださいっ！　ラブが、ラブが来たから、遙さん、マスターとケンカしたりすることになっちゃったのに……」

「違うのっ！」

　遙は、泣きながらラブに語り出す。自分の両親がロボットの事故で死んだこと。

　それから遙はロボットが嫌いになったこと。俺だけが、支えだったこと。

　そして、ハルカちゃん３原則の事を。

「だからねっ、マジくんは……遙がロボットが嫌いだから……だから、自分はロボットを作りたいのに……我慢してたの。遙、それに気付いたんだけど……気付いてたんだけど……やっぱり、恐くて……ラブに、新しいロボットに、マジくんが取られるのが恐くて……ごめんなさい」

　嗚お咽えつを漏もらす遙をラブは支えるように抱き返した。

「そうだったのですか……ラブ、学習しました。そして理解しました。遙さんは、とてもとても我慢して、ラブと一緒にいてくださったのですね……」

　優しい、それでいて悲しい声。ところが、遙の声が鋭くそれを遮さえぎった。

「違うっ！　違うよ、ラブ！　それは、ぜんっぜん違うんだから！」

「えっ、えっ……は、遙さんっ？」

　遙の剣幕に、ラブはどう反応していいか判らない顔になる。

「ラブは……ラブは、遙の大事なものをたくさん気付かせてくれたの。だから、遙は、ラブに感謝してるんだよっ！　それ、間違っちゃイヤだからねっ！」

　優等生モードだか幼おさな馴な染じみモードだか判らない、ぐちゃぐちゃになった遙は、そう言ってラブにしがみつく。ラブは、嬉しいような困ったような顔をしている。

「ラブ、遙の言うとおりなんだ。俺も、ラブに感謝してる」

「マスター……」

　俺は、ラブと遙の傍かたわらに立ち、二人の肩に手を回した。

「遙、俺、これからもハルカちゃん３原則、ずっと守るよ。だけど、俺……やっぱり、ロボットが、機械いじりが好きみたいなんだ。それに、みんなと一緒に何かを作るのって、すごく楽しい。遙がロボットを好きじゃないのは判ってる。だけど……俺の我わが儘まま、我慢してくれないか？　俺、ぜったい親父おやじ達みたいにはならないから」

「……知ってるもん。遙、マジくんが絶対約束守るって、知ってるもん」

　遙は、しゃくりあげるようにして言った。

「そ……それに……ハルカちゃん３原則には……遙はマジくんの言うこと聞くって……決まってるのに……どうして、言ってくれないの？　我慢しようとしちゃうの？」

　顔中をべしゃべしゃにして、遙は俺を睨んだ。

「マジくんが我慢してるの、遙、すっごくすっごく辛つらいのにっ！　マジくんのばかぁ！　ハルカちゃん３原則に反するよっ！」

「……ごめんな。俺が、間抜けだったんだ。ラブ、辛い思いをさせてごめん」

　遙は、いつだって俺がどう思ってるか判ってたんだと思う。俺が、遙の気持ちが判るみたいな部分で。だけど言えなかった。お互いに、約束は守っていたから。

　約束だけで解決しない部分を、話をすること自体を……避けていたから。

　そのことで、ラブにもずっと、辛い思いをさせてしまったことに気付く。

「マスター……」

　ラブは俺を見つめていた。その頭をぐりぐりと撫なでてやる。

「すごいな、ラブ。ラブは……人の心が傷つくのが判るんだな。ラブ自身の身体じゃなくて気持ちが傷ついた事が判るし……遙が、俺が傷ついているのが判って……フリーズしたんだな。お前は、凄すごいロボットだよ」

　そして、俺と遙がどうしてもラブを大事に思ってしまう理由も、やっと判った。きっと、遙にも判ったと思う。ラブは、俺達なんだ。両親に置いていかれた俺達。

　いまも続く寂しさの連鎖の中で、ラブは俺達と同じ位置にいる。

「でも……ラブは、お役に立てません。こんな風に……フリーズしたりするばかりで……」

「こら、さっきも遙に怒られただろ、それはダメだ。ってか、ラブが役に立たないって落ち込むのは禁止な。これ、最優先指示だから」

「え、う……は、はいです」

　ラブは、困った顔になる。遙が、涙で濡れた顔で微ほほ笑えんだ。

「それ、いい指示だね、マジくん」

「だろ？　いいか、ラブ。お前は俺達の家族だ。役に立つからとか、立たないからとか、関係ないんだ。少なくとも、俺と遙は、そう思っているから」

　俺は、一言ずつ区切りながらそういった。ロボット名門一家の落ちこぼれとして育った俺。両親に振り向かれずに育った俺が、きっと、両親に言って欲しかった言葉。そして、本当の家族がいない遙が、いつだって心から欲している事。

　俺たちは、ラブにその気持ちを注ぐことで、自分たちも癒いやしているのかもしれない。

　この子どもみたいに無む垢くで、まっすぐなロボットのお蔭かげで。

「はいです！　ラブ、マスターの指示を必ず守ります！」

　やっと、ラブは笑顔を作る。俺と遙も、顔を見合わせて微笑んだ。

「……そういえば、話ってなんだったの、マジくん」

「もう全部、話しちゃったよ」

　俺達は、大声で笑った。ラブも笑った。

　凍いてついた氷が溶けるように、大河原家に笑顔が戻ってきた、そんな気がする。

　そして今日、本当の意味でラブが我が家の一員になったのだ。

「お腹なか空いたな。今日は、ご馳ち走そう作るか！」

「ラブもお手伝いします！」

「もーっ、遙だってお料理できるんだから。マジくん、今日はあたしも作るから！」

　俺達は、誰ともなく駆け出した。気持ちだけでなく身体まで軽くなったようだ。

　明日から、きっと違う一日が始まる。

　何もかもが、上う手まくいきそうな気がしていた。
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　本気たちがガレージを出た後。

　ガレージに据え付けられたセンサーが、かすかな反応を捉えていた。

　小さな光点がついては消える。センサーはそれをバグと判断して反応しなかった。

　音もなく宙を走る光点は、月明かりに照らされて季節外れの蛍ほたるのように見える。

　蛍は風に舞うように飛んで、中空に消えた。

　それは、誰も気付かない出来事。

　青く光る光点は、月の流した涙の雫しずくのように見えた。




　そして次の日曜日。ガレージの中央に立った遙は、両手を腰に当てて号令を発した。

「じゃあ、いいわね！　今日中にプランを固めましょう！　ロボコンまで三ヶ月しかないのに、どうしてこんなにゆっくりしてるの！　高たか倉くらくんは制御プログラムの試作をしてね！　形状が決まってないっていっても、歩行補助のシミュレートがないと何も出来ないでしょ！」

「は、はい！」

　康夫がぴん、と背筋を伸ばしてコンピュータにとりつく。

「明里会長は、少しでも体力作りしてください！　サポートロボットがどんな風に身体からだに負担をかけるか今の段階では判らないんですから！　身体を鍛えておかないと！　それから、このガレージじゃ部費で部品は買えても備品は買えないんですから、学校に交渉して早く部室を取ってください！」

「えー、遙ちゃん、めんどくさいよ……」

　明里さんは、不満げにしつつも遙の助手のように付き従うラブから手渡された鉄アレイを持ち上げ始める。

「それじゃ、本気くんは一日でも早くサポートロボットの設計図を完成させてね！　あ、一応、あたしもアイディア考えたんだ！　ラブ、持ってきて！」

「はいです！」

　息のあった様子で、ラブが図面を持ってくる。

「昨日の夜、ラブと遙さんで色々検けん討とうしたです！　ラブのような人型ロボットで使われてるカーボンナノチューブを使ってタイツ状の薄い筋肉膜を作り、明里さんの足を覆おおえば、明里さん自身の骨や関節を利用して歩行が可能ではないでしょうか」

　遙とラブは、ご機嫌で俺の方を見つめる。

「うーん、判るんだけど、それは康夫と俺も最初に考えたんだよ。だけど、人型ロボット並みの筋繊維を再現するのはすっごく難しい上に、駆動系も制御系も人型ロボットを作るのと変わらないくらいの難度になるから、現実的じゃないって……」

　実際、集めた論文の中にもそういうのはあったんだけど、みんな完全に装着者にあわせてカスタムで作らなければならない上に、制御や動力の課題で挫ざ折せつするか、一体か二体試作したところでコストにあわなくて中断していたのだ。ところが、遙はにっこりと笑った。

「えーと、つまり要約すると、技術が追いつけば理論上は可能ってことですよね、会長」

　遙が明里さんを振り向く。

「うん、確かにそう聞こえたにゃー」

　明里さんは、遙と一緒に人の悪い笑みを浮かべた。

「それじゃ、遙ちゃんとラブちゃんの案でいきましょうか！　野郎共、しっかりねっ！」

　部長の宣言に、俺と康夫は顔を見合わせた。こりゃあ、大変な事になった。

　しかも監視役が二人に増えたらしい。

「頑張るしかなさそうだね、マジ」

「……だな！　やってやるか！」

　方針は固まった。それに、遙も全力で協力してくれる。ここで頑張らなきゃ、遙とラブに格好がつかない。俺と康夫は、さっそく作業にかかった。

「……あの、俺、俺は……？」

　俺達の背後で、恐る恐る遙にお伺うかがいを立てているのは慎太郎だ。

「あ、川森くんは帰っていいから」

「おうふっ、こ、心を入れ替えて働きますから、あっしも使ってくだせぇお代官様ぁ～」

　どうやらセクハラのお仕置きを受けているようだ。

　その後、慎太郎はロボコン出場者の情報を集める役割を与えられて落ち着いた。

　こうして、俺達はロボコンに向けて動き出したのだった。




　ラブは、とても幸せな気持ちだった。人間になりたい、遙さんみたいになりたい。

　ここに来てから、ずっとそう思っていた。研究所にいた頃には感じなかった様々な気持ちが、ラブの中から溢あふれて、もっと人間を知りたいと思わせた。

　胸の中にある０ラブシステムは、心を模したシステムだという。

　だとしたら、心ってなんて素晴らしいんだろう。

　昨日、ラブは初めてマスターに「イヤ」だといってしまった。

　３原則に違反しているかもしれない、そう思いながらも、放ってはおけなかった。

　自分のせいでマスターが、遙さんが悲しい気持ちになっているとしたら、それを無視している事は出来なかったのだ。

　ラブは、みんながガレージで作業をしている間に、お洗せん濯たくをしておくことにした。

　呼ばれれば手伝うのは当然だけど、ラブは、マスターと遙のお世話が一番大事なお仕事だ。

「お庭にお洗濯物を干せるようになってよかったですねー」

　ラブは、機嫌良く物干し竿ざおに洗濯物を広げていく。

　その時だった。

　いきなり、広げた洗濯物の陰から、ひとりの少女が現れた。

「きゃっ」

「ごめんなさい。驚かせてしまったかしら」

「神楽さん！　ああ……びっくりしました」

　胸を撫で下ろす。それは、ラブにとって一番親しい同級生、鷲わし尾お神楽だった。

　長い黒髪の美女は、あでやかに微ほほ笑えんだ。

「ラブさん、少しだけお話ししてもよろしいかしら？　そこまで一緒に来てくださると嬉しいのですが」

「えっ……あ、あの、マスターに聞いてこないと……」

「お時間はとらせませんわ」

　ラブは、一瞬だけ迷った。知らない人なら、絶対について行く事はない。

　本気に言わないということもないだろう。だけど、神楽とは既に二人で校内を回ったり、家に遊びに来たりしている。ラブは、少しの間ならいいだろう、と判断した。

「わ、判りました。どこにいけばいいのですか？」

「こちらですわ」

　神楽は、先に立って歩き出す。目的地は、学園のようだった。

「ラブさん、いいことがあったみたいですわね。お顔が輝いてますわ」

「はいです！　ラブは、幸せなのです。だって、ラブはマスターと遙さんに、家族って言って貰もらったのです。とってもとっても、嬉しかったです！」

「……そう」

　誰もいない廊ろう下かで、神楽は振り向いた。

　驚くほど、無表情な顔で。

「家族は、いいものですよね。わたくしも、家族を大切にしたかった」

「……神楽さん？」

　神楽は、ゆっくりとラブに近づく。不思議な迫力に、ラブは一歩下がる。

「どうしたのですか？　なんだか、今までと違うですよ……なんだか、恐いです」

「……そうでしょうね」

　神楽は、右手を高く掲げた。その瞬間、光の粒のようなものが集まってくる。

「こうなることを覚悟はしていたけど……本当に、残念」

「……蛍ほたる!?」

　ラブは、光から目を庇かばうようにしながら叫んだ。

「これって……合宿の時に見た……」

「そうね。ラブ……いいえ、プロトⅡ」

「ど、どうしてその名前を……あっ！」

　驚くラブの身体を光の束が拘こう束そくしていく。神楽はラブに顔を近づけて話し出す。

「私はあなたをずっと見ていた。ずっとずっと、見ていたのよ……」

「あ……あ……神楽さん、あなたは……」

　薄れゆく意識の中で、ラブは見た。神楽がヘッドパーツを自分の頭に取り付けるところを。

「ヘッドパーツ!?　噓です！　ロボットのヘッドパーツはシステムに直結していて、デリケートな部分です。取り外せるなんて……」

「私は、特別製なのよ。騙だました事、お詫わびするわ」

　本当に悲しそうな目で、神楽はラブを見つめた。

「あなたの０ラブシステムが不良品であればいいと願っていたけれど……残念だわ」

「あなたは……あなたは……まさか……」

　ヘッドパーツから光が走り、神楽の衣装を一瞬でロボットスーツに変えた。

「そう。私の本当の名はプロトⅠ。コードネームは〈カムイ〉。あなたの、本当の姉よ」

　言葉が終わると同時に、ラブは意識を失った。その身体を、カムイは大事そうに抱きかかえたのだった。














第五章　そして０になる









　ガレージが、こんなに活気に溢あふれているのは夏休み以来だったかもしれない。

「あーん、こんなことなら、もっとラジオ体操もしておけば良かった」

　機嫌良く鉄アレイを持ち上げている明あか里りさんのおっぱいがぶるんぶるんと揺れている。

「おお……至福の光景」

　慎しん太た郎ろうの声につられて、思わずそのボリュームに目を奪われそうになった俺は、危険な視線に気づいて極力自然に明後日あさつての方を向く。

「……川かわ森もりくん、やっぱり帰る？」

「い、いやっ、待ってくれ委員長！　俺は、これからガレージにあるシステムの点検をするつもりだったんだ！　そのために、周囲を確認していただけなんだってばよ！」

　棒読みのセリフが、噓だと告げている。遙はるかの冷たい視線が痛い。

「ほんっとに男子ってバカっ！」

　俺と康やす夫おは、首をすくめて遙の怒りをやり過ごす。

　やる気を出してくれたのはいいけど、今までののんびりした空気から一気にスパルタロボロボ部に変わってしまった感じだ。残り時間を考えたらその方がいいのは確かだけどな。

「マジ、部長の車くるま椅い子すに蓄積してるデータを確認したいんだ。なんたって部長のサポートをするためのコンピュータとして一番実績がある訳だから」

「ああ、それ良い考えだな。明里さん、その車椅子って何年くらい使ってるんでしたっけ？」

　俺の問いに、意外なところから返答が戻ってくる。

「およそ六年目だな。彼女が中学に入る時に私と仲間が作ったのだ。基幹設計は私がおこなったが、リニアホイールの設計などは父さんが手伝ってくれたな」

　ガレージに入ってきたのは、勇ゆ希き姉ねえだった。遙と俺は、驚きに顔を見合わせる。

「姉さん、びっくりした……一体、どうしていきなり」

「ふむ。我が愛いとしき弟よ。なぜ、私が生まれ育った自宅に帰ってくるたびにそれほど驚くのだ」

　相変わらずの茫ぼう洋ようとした表情で、姉さんは答えた。

　いや、そう言われても正直、家の中にいてすら疎そ遠えんだったし……とは言えない。

「まあいい。今日来たのは、後輩である明里さんに幾つか頼まれ事をしていたからだ」

　そういうと、勇希姉は後ろを振り向く。

「えふさん、例のものを」

「マスター、こちらです」

　楚そ々そとした足取りで入ってきたメイド服のえふさんは何か大きなケースを抱えている。

　明里さんは、待ってました、という感じでケースを受け取った。

「ありがとうございます。勇希さん。こんなに早く持ってきて頂けるなんて思ってなかったから、少し驚きました」

「なに、たまたま近くに用事があったのでね」

　こともなげに言う勇希姉の言葉に、えふさんが反応する。

「マスター、それは違うのではないですか？　私、三日分の予定を調整してこの三時間を捻ねん出しゆつ致しました」

　ロボットは噓がつけない。勇希姉は、少し困った顔をした。

「い、いや、えふさんの言うとおりなのだが、ほら、それはそれでやはりついでというか、うむ、本もと気きと遙さんの様子を見るというレギュラーでありながらイレギュラーな用事の……まあいい、とにかく、渡したよ」

　くすくす笑いながら、明里さんはケースを受け取った。

「部長、勇希さん、それって何なんですか？」

　興味津しん々しんという感じで、康夫がケースをのぞき込む。

「たいしたものじゃない。明里さんに車椅子を作った時にとってある記録が入ったバックアップだ。現在の明里さんの状態と比較すれば詳しい情報が得られるはずだからな。それにデータを取り出すためには一度、車椅子のＡＩを外す必要がある。そのための代わりにもなる」

「ああ……明里さん、それが必要だって予測して……」

「まーね。新しい足が完成するまではこの車椅子がないと不便だからさ」

　さすが明里さんと言うべきだろう。俺たちがそう言い出すことを予測していたらしい。

「大丈夫です。その間は、私がしっかりサポートしますから」

　遙が笑顔で明里さんの腕を取る。遙は現在、ロボロボ部の監督とマネージャーを兼ねている感じになっている。みんなを叱しつ咤た激げき励れいしながら、必要なものを集めて部を仕切っていた。

　今だって、全員にハッパをかけた後、部室を手に入れるための申請書類を書いてたのだ。

　書き上がったら、明日にも明里さんと公きみ恵え先生のところに持って行く予定になっている。

「うんうん、頼むよ。遙ちゃんはバッチリ頼りになるにゃー」

「いいんですけど……最近、会長はどうして『にゃー』っていうんですか？」

「えー、別に理由はないよん。ねー、アラシとおそろいだもんね。にゃー」

　明里さんが話しかけてもアラシは明里さんを無視してマイペースを保っている。

　相変わらず落ち着かずにガレージの中を動き回ってるけど、いつものことだ。

　生体認証で、ラブの後ろを追いかけるように指定したのになぁ。

「それで、お前達のロボットの設計は順調なのか？」

　勇希姉に聞かれて、俺は頭を搔かいた。

「方針は決まったんだけど……まだシミュレーター以前の段階」

「ふむ。私が見てやろうか？」

　魅力的な提案だった。だけど……

「気持ちは有り難いけど、自分たちでやるよ。そうじゃなきゃ、ズルしたみたいだから」

「確かにな。ふむ。私としたことが不要な事を言ったようだ」

　勇希姉は顔色も変えず、ぷい、と横を向く。その仕草はなぜか嬉しそうだった。

「えふさん、そろそろ戻ろう。次の予定がある」

　そういって、勇希姉は俺たちに背を向けた。一礼したえふさんも後に続く。

「それでは失礼致します。ラブさんに宜しくお伝えください」

　二人が出て行った直後。いきなりガレージ中に警戒音が鳴り響いた。

「な、なんだ!?　どうしたんだ、いきなり。勇希姉たちはセキュリティにかかるはずがないのに……」

「お、おおうっ、俺は何もしてないぞ。点検してたらいきなり……」

　ガレージのコンピュータをいじっていた慎太郎が自分は無罪だ、と言いたげに両手を振り、キーボードに何かをガチャガチャと打ち込んでいく。

　遙がまったく信用出来ないという顔で慎太郎を睨にらんだとき、原因が入ってきた。

「こんにちはー！　新聞部です！　取材に来ましたよー！　勝手に入りますよーっ！」

　勇希姉たちと入れ替わるようにガレージに入ってきたのは、宮みや武たけだった。

「富とみ子こ！　あなた、どうしてここに!?　だいたい、ここは大おお河が原わら君の家で、学園内じゃないんだから、新聞部だからって勝手に入ってきちゃ駄目じゃない！」

「えーっ、遙。休日にも親友のあたしに会えたこと、喜んでくれないの？　あと、富子って言わないで。せめて宮武って呼んでね？　もしくはハニーかダーリンで！」

　すうっ、と遙が目を細める。慌てて、宮武は姿勢を正した。

「こ、今回は私は悪くないのよ。理事長の命令なの。足が不自由な生徒会長のために、ロボロボ部の部員達がサポートロボットを開発するから、その感動のドキュメンタリーを取材して記事にしろ。出来たら動画も撮影しろ。国営放送で特番が作れるくらいのレベルで！　って」

　――なにを考えている、というか何を期待しているんだウチの理事長は。

「富子、だからって勝手に入ってきていいってことにはならないわよね？」

「ち、ちょっと待って。私、取材許可証持ってるんだけど。ロボロボ部の活動中であれば、いつ誰をどこで撮影しても構わない、ロボロボ部は協力するって……。だから私、遙を盗撮し放題……じゃなくて、みんな了解してると思って引き受けたんだけど、聞いてないの？」

「いや、全然聞いてないよ」

　みんなを代表して康夫が答える。が、ぺろりと舌を出した人がいた。

「あ、ごめん。それあたしだわ。追加予算と引き替えに約束しちゃった。失敗してもいいから、学校の宣伝に使いたいって理事長がいうからさー。ほら、別に撮影されても減らないからいいかな、って思って。言い忘れてごめんにゃー」

　明里さん、可か愛わいく言ってごまかそうとしても駄目ですよ！

「じゃあまず、明里さんのインタビューからお願いしますね！　次は遙！　あ、男に興味はないから、大河原くん達は黙ってロボット作ってなさいね」

　宮武は、勝ち誇ったようにカメラとＩＣレコーダーを振りかざした。

「か、会長っ、そんなこと勝手に決めてこないでください！」

　怒る遙を、まあまあ、と明里さんがなだめていると、再び耳みみ障ざわりな音がした。

　セキュリティシステムだ。慎太郎は今度こそ慌てている。

「ちょっと川森くん、それ、止めてよ」

「お、おう。判ってるんだけど……おかしいな。さっき検知感度を上げてから、妙なデータが一杯出てきて……バグかな」

　警報音はすぐに消えたものの、慎太郎は首をかしげている。

「慎太郎、ちょっと代わってよ」

　康夫が、慎太郎の代わりにキーボードを叩き始める。

「……んー、ゴミみたいなデータがいっぱいでてるね。小さな虫くらいの大きさの……。なんだろ。気にしなくてもいいような気がするけど……あ、今も反応あるよ」

　康夫は、モニターを示した。確かに、ガレージの中にいくつか光点がある。

「……あれ？」

　俺は、ふとアラシを見た。アラシは、その光点のひとつが示す場所にじゃれついているのだ。

　違和感を覚えた。これって、関係あるのか？

「康夫、例えばアラシのセンサーが勇希姉の作ったセンサーより感度が低くても、センサーの位置や状態によっては、アラシの方が見つけるってありうるよな」

「え？　ま、まあ、ないとはいえないけど」

　困った顔をする康夫と、不思議そうにしてる遙たち。

　アラシを抱き上げて、俺はコンピュータにつないだ。今までは特に気にしたこともなかったアラシの視覚記録を再生してみる。短時間であればメモリーから情報を取り出せるはずだ。

「……これって」

　そこに映っていたのは、蛍ほたるだった。いや、蛍のようなもの、だろうか。

　俺たちは顔を見合わせた。

『あの事故の時に、ラブは蛍を見たんです。おかしいですよね？』

　ラブは確かにそう言っていた。俺は、胸に刺すかすかな不安を押し殺す。

「そういえば、ラブはどこにいるんだろ？　洗せん濯たくするって言ってたけど」

　遙は、辺りを見回す。そうだ。さっきえふさんが来たときにも顔を出さなかった。

「……俺、ちょっと探してくるよ。アラシ、ラブのところに行くんだ」

　俺はアラシから配線を外して命じる。アラシは、ぴょん、と作業台から飛び降りた。

「あ、あたしも行こうか？」

　遙はそう言ってくれたが、俺は笑顔で首を振る。

「いや、宮武も来てるしここにいてくれ。明里さん達だけにしたら不安だからさ。康夫、慎太郎、その蛍みたいなのが何なのか、ネットとかで調べてくれ」

「了解。気になっちゃうよねぇ、やっぱり。センサーでもっと詳しく調べられるかな？」

「ネット検索なら俺に任せろ。検索エンジンの特性やフィルターのくせまでバッチリだ」

　二人が親指を立てるのを確認して、俺はガレージを飛び出す。ラッキーなことに宮武は明里さんに何かインタビューを始めていて、俺たちの話に気づいていないみたいだ。

　俺は、アラシの後を追って走る。妙な胸騒ぎを感じながら。




　ラブが気がつくと、そこはいくつものコンピュータが乱雑に置かれた見慣れない場所だった。

　起き上がろうとして、動けないことに気づく。

　頑丈なベッドに縛り付けられた自分の状態を確認して、ラブは息をのんだ。

「なに……どうなっているんですか？　なにが起こっているですか？　ラブは、神楽かぐらさんとお話ししていて……あっ！」

　ラブは、強制的に意識を失う直前までの出来事を確認した。どうやら、ラブはフリーズしていたようだった。おかげで、フリーズが解けた後も反応が遅れたらしい。

　不安に押しつぶされそうになりながら、ラブは周囲を見回した。

　一見しただけで、大河原家のガレージよりずっと整った設備だ。

　真ん中に置かれた見たことのないメンテナンス槽そうは、ラブがいつも使っている旧型と違って水槽はシンプルだが、付属するコンピュータは圧倒的に大きい。

　その中に、ひとりの女性が座っている。

　――鷲わし尾お神楽だった。

「……気がついたみたいね、プロトⅡ。こんな形になって、本当に残念」

「か、神楽さんっ、こ、これっ、なんなんですかっ！　ラブは……」

　メンテナンス槽に浮かぶ美少女は、呆あきれたように溜息をついた。

「プロトⅡ、いいえ、マスターが付けた名前で呼びましょうか、ラブ。状況を確認しなさい。私は、自己紹介したわ」

　そう言われて、縛られたままのラブはぐっと息をのんだ。

「じゃあ……ラブのメモリーが改ざんされたりしている訳ではないんですね。……あなたは、プロトⅠ……ラブの、お姉さんだったのですか！　神楽さん」

「そうよ。マスターが付けてくれた名前は〈カムイ〉だけど。あなた、それも知らないの？　わざわざ偽名を名乗る必要もなかったみたいね」

　カムイは、そう言いながらメンテナンス槽から身を起こし、片手をあげる。

「ウェブデータリンク、転送終了。メンテナンス、パーフェクト。０ラブシステム異常なし」

　男性的なマシンボイスで、メンテナンス槽が報告する。

「了解……あら、私のナノマシン、本気くんに見つかったようだわ。存外、出来る子なのね。さすが私たちと同じお父様を持つ遺伝子……ということかしら」

　カムイは、ため息をついた。

「ラ、ラブはお姉さんが何の話をされているのか全然判りません！　とにかく、ラブを自由にしてください！　神楽さんっ、ラブは、神楽さんをお友達だと思っていたのに！　なんでこんなことするですか！」

「なぜ……当然、そう思うでしょうね。ラブ、貴女あなたなら」

　カムイは、静かに目を閉じた。全裸になってメンテナンス槽に入っていた彼女の身体からだの周りに、一瞬、光が集まると固まるようにロボットスーツを形成する。

　それは白を基調としたラブのロボットスーツとは対照的な闇の色をしていた。

「判るわ、ラブ。だけど……離してあげる訳にはいかない」

　カムイは、拘こう束そくされたラブを一いち瞥べつして、そう告げた。

「なぜですか！」

「……」

「判りません！　どうしてお姉さんがラブにこんなことをするのですか！　家族は素敵なものなのです！　ラブは、お姉さんと初めて会ったのに……」

「……憎み合う家族なんて、少しも珍しくないのよ。ラブ、貴女はまだ何も知らないだけ」

　コツコツと高い足音を立てながら、カムイはラブのそばに近づいた。

　見下ろすようにラブを見つめるその瞳は、とても悲しそうに見える。

「だけど、私は貴女が憎いわけじゃないわ。こうせずに済むことを祈っていた」

　噓ではない、というようにカムイはラブのほほにそっと触れる。

「お姉さん……」

「それでも、このまま貴女を放っておくことは出来ないの。悲劇を繰り返さないために」

　カムイはラブにささやいた。

「ラブ、ごめんなさい。私は貴女を壊します。貴女の中の……０ラブシステムを止めるために」

　ラブは、息をのむ。カムイは、さらに悲しそうな顔になる。

「これは貴女のためなの。判って」

　そういうと、カムイは両手を高く掲げた。

　うなるような音を立てて、光が集まってくる。それはまるで光の剣のように見えた。

　ラブはベッドに縛しばり付けられたまま、なすすべもなくその様子を見守るしかなかったのだ。




　俺は、アラシの後を追って走っていた。

　庭にいないことは見れば判ったけど、母おも屋やの方でもないらしい。

　アラシは勢いよく裏道を通り、学校の方に駆けていく。

　ラブ……勝手に家を出たのか？

　俺は、いろいろな意味で驚いていた。

　ラブは本来、俺の世話が最優先の仕事として認識していたはずだ。

　なのに、次第にラブ自身の気持ちに従って行動するようになっているように感じられる。

　ロボット３原則に従ってはいる。ラブが誰かを傷つけたりするとは思えない。

　人間の言うことを聞くという意味では、ラブは少し予想を上回る行動を取るようになっていた。例えば、遙と俺の喧けん嘩かを、俺の指示を無視して止めようとしたように。

　おそらく、ラブの判断で敷地を出る必要がある何かが起こったか、無理矢理連れ去られて……いや、勇希姉の付けたセンサーが反応していない以上、誰かが侵入した訳じゃない。

　ラブは、自分の意思で出かけたのだ。だとしたら、なぜ？

　アラシが学校に駆け込んでいく。

　少しだけ理解できる。学校に行く、というのはラブにとっては俺の世話と関係なくおこなう優先指示になっている。本人の希望でもある上に、家からもとても近くだ。

　もしかして、休日なのに学校に来たクラスメートに呼ばれた、とか……？

　アラシを追って学校に来た俺だが、アラシはそこで立ち止まってしまう。

　理由は判らない。アラシは、まるでいきなり目が見えなくなったかのように同じ場所をぐるぐると回り始めた。

「アラシ!?」

　俺はアラシを抱き上げる。腰の工具箱から幾つかの工具を取り出すと、必死の思いでセンサー部の保護板を外した。そこから……蛍のようなものが、一瞬、飛び出して視界から消えた。

　同時に、アラシはバッテリーが切れたように動かなくなる。

　――これ、なにが起こってるんだ!?

　混乱する頭で俺は考えを巡らせる。ラブがいなくなって、しかもアラシも止まった。

　ラブが蛍を見たのは一ヶ月も前のことなのに……全然、つながるラインが見えなかった。

「あれ？　まじくん、日曜日なのにどーしたの？」

　しゃがみ込んでいた俺の目の前に、だらしないジャージ姿の公きみ恵え先生がいた。

「キミちゃん……」

「そんな呼び方はめっ、です。でも、まじくん顔色悪いよ？　どうしたの？」

「先生っ、ラブを見ませんでしたか!?　学校に来てると思うんですけどっ！」

　一いち縷るの望みをかけて、俺は公恵先生の肩をつかんだ。

「えっ、ええっ、せ、先生は知らないなぁ。今日、おうちに食べ物がなかったから応接室で買い置き食べながら暮らしてたけど……」

「そうですか……」

「えーとえーと……キミちゃんが会ったのは鷲尾さんぐらいかなぁ。なんでか鷲尾さん、よく旧校舎にいるんだよね。応接室でごろごろしてると、良く廊下を通ってるよ。あんな誰もいないところに、何の用があるんだろうね」

　公恵先生が言い終わる前に、俺は走り出していた。

「こ、こらーっ、廊下は走らないのーっ！」

　ぷんぷん怒っている公恵先生に心の中で詫わびつつ、俺は正直ほっとしていた。

　神楽さんが学校に来ているのなら、ラブがいなくなった理由は判る。

　彼女に呼ばれれば、少しくらいなら学校に行ってもいいか、と思うに違いない。

　なんといっても、ラブにとって神楽さんは特別な友達なんだから。

　ただ、それでも俺は以前の怪談話が頭をよぎり、不安が止まらなくて歩を早める。

　さっき見た蛍のようなものが、不吉の知らせのように感じられてならなかった。




　大切な友達だと思っていた人が、本当は会ったことのない姉で、しかも自分を壊そうとしている。ベッドに縛しばり付けられたまま、ラブは事実を処理しきれていなかった。

「これから、貴女あなたを分解するわ」

　光は、次第に形を変えてラブの周りの機械を操作していく。

「嫌ですっ！　誰かっ！」

　ラブがあげようとした悲鳴は、口の周りに張られた光の膜のようなものに阻まれた。

　声は出ているのに、空気が振動しないのをラブは知覚した。

「静かにして。ラブ。貴女の大切な人たちを巻き込みたくはないでしょう？」

「そんな……ですけど、神楽さん……カムイさんだって、人間を傷つける事は出来ないはずです。ロボット３原則に反します！」

　必死の表情のラブに、冷たい表情でカムイは告げる。

「私には、ロボット３原則は通じないわ。貴女と同じように」

「え……」

　カムイは、ラブの顔をのぞき込む。

「そう。気付いてすらいなかったのね。人間になりたいなんて言っていたから、既に気付いているのかと思っていたけれど」

「なんのことですか……？」

　カムイは、まるでオーロラを操るように両手を動かすのは止めず、ラブに向かってかすかに吐息を放った。

「ラブ、私は貴女をずっと見ていたのよ。貴女は、自分以外の人型ロボットをあまり知らないのかしら。マスターの命令に逆らうなんて、あり得ないことだわ。普通のロボットなら」

「そ、それは……ラブが、０ラブシステムを搭載した学習型ロボットだからだって、マスターが言ってました！　命令に逆らっているのではなく……ラブが考えて、一番良いと思うように頑張ってるだけです！」

「ラブ、それが逸いつ脱だつなのよ。判らないのかもしれないけど」

　哀れむように、カムイはラブを見つめる。

「だったらなおのこと、今、解体されるのが貴女の幸せだと思うわ。私と同じ悲劇を繰り返す前に、普通のロボットに戻りなさい。そうだ、じゃあ……」

　カムイは、思いついたように片手を振った。

　いきなり、ラブのベッドサイドにある大型機械のモニターが点灯する。

「貴女のマスターが作ろうとしてる、歩行補助のロボットがあったわね。私が、貴女をあのサポートロボットの部品として生まれ変わらせてあげるわ。事実、あなたたちのアイディアは聞いていたけれど実現性はほとんどないんですもの」

　モニターに、あっという間に図面が作られていく。

　明里の体型や筋力、骨格強度などまですべての諸しよ元げんが打ち込まれていた。
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「そんな……どうして、そんなことまで知っているのですか……」

「今の世界で、コンピュータがない場所なんてないわ。すべてのロボットは、ネットを通じて情報を共有している。それを処理するだけの演算能力があるコンピュータがないだけ」

　蛍のような光が、ラブの眼前にいくつも舞い上がる。

「それに、このナノマシン〈ゼロ〉は、私の０ラブシステムに呼応してどんな場所でも入り込んで情報を集めてくれる私の第三の手足であり、感覚器官なの。医療用に開発されたナノマシンが軍事転用されたものを私が改造したオリジナル」

　彼女のヘッドパーツに、呼吸するように光が出たり入ったりしてることをラブは認識した。

　カムイのヘッドパーツが、その機能を司つかさどっているらしい。

「０システムって……そんなことが出来るんですか」

「そうね。私は０システム搭載型の試作一号機として、現代科学の粋すいを集めて作られた実験用のロボット。ゼロは修復システムと保護機能、そしてネットにつながらない０システムの欠点を補佐するために作られた情報収集マシンよ。まさか、こんな風に使うなんてきっと誰も想像していなかったでしょうね」

　驚くラブを尻目に、モニターの中でサポートロボットは完成していた。

「これでいいわ。ラブ。見てご覧なさい。貴女の筋肉組織と、０システムのベースシステムを利用した高性能サポートロボット。０システムは最新型のコンピュータだから、彼女の運動能力を完かん璧ぺきにサポート出来るわ。歩くことはもちろん、自在に走れるくらいまでね」

　映し出された図面には、明里の３Ｄモデルが表示され、彼女が跳んだりはねたりする様子が再現されていく。

「ごめんね。これが貴女へのせめてものはなむけよ。ラブとしての意識はなくなるけれど、仲間達とずっと一緒にいられる。それで許してね」

　カムイは、そういうと覚悟を決めたように光の渦を強める。

「０システムはとても頑丈に作られているわ。それに、私のボディと違って量産型をベースにしているのに、ラブ、貴女の身体もとても強きよう靱じんに作られてる。確実に破壊するには、これだけの設備が必要なほどにね」

　光は、絶頂に達しようとしていた。

「いやっ、嫌ですっ！　神楽さんの言ってること、全然わかんないです！　ラブは、壊れたくありませんっ！　壊される理由もありません！　マスターのところに帰してください！」

　叫びながら、ラブは全力で抵抗を試みる。ぎしぎしと軋きしむベッド。

　必死の抵抗もむなしく、拘こう束そくが外れる様子はない。

「無駄よ、ラブ。貴女のお友達のために、生まれ変わりなさい。その方が、絶対に幸せよ」

　ベッドサイドに置かれていた機械から、メンテナンス槽に付いているようなマニピュレーターが伸びて、ラブの人造皮ひ膚ふを透過していく。

「ひっ……」

「以前、一度は壊されそうになったみたいだけど、どちらにしてもあのやり方では０システムは壊せないわ。メンテナンスモードに入ると、複雑なガードシステムが起動して０ラブシステムを守るの。フリーズしているときと同じ」

　確認するように、カムイは半眼に目を開く。その瞳に、複雑な光が走った。

　呼応するように、ラブの身体も幾き何か学がく的な光を発し始める。

「そんな……そんな……、いや、いやですっ！　ラブは、壊れたくありませんっ！　だって、マスターが家族って言ってくれたんですっ！　遙さんに、以前も言われました！　マスターを悲しませないでって！　誰かがいなくなるのは寂しいのです。ラブ、学びました！　だからっ」

「……そう思って貰えるうちに壊れなさい、ラブ。何にも知らなくて良いの。私を恨んでくれていい」

　むしろ優しい、そう言いたくなるような表情でカムイは静かに答える。

「大丈夫。すぐに私もいくわ。そんなに待たせるつもりはない。この世から、０システムと、０システムが作られる理由となった原因がなくなったら、私は、私の手で自分を破壊する」

「そ、そんな……ロボットは、ロボット３原則で、自分の身を守らなければならない、と」

「だから、言ったでしょう？　私たちには、ロボット３原則は通じないって。その理由が……判らないの？」

　カムイは、今までで一番、悲しそうな顔になる。

「私たちは、人間と同じ心を持つロボット。それがどういうことか、判る？」

「判りませんっ、ラブは……ラブは、大切なものをたくさんもっている……人間にっ」

「人間の良いところだけ手に入れられるほど……私たちは優れた存在ではないの。そろそろ、終わりにしましょう。さようなら、私の妹。少しの間だけど、友達になれて良かったわ」

　ラブの身体に明滅する光と、カムイの放つ光の渦うずが同期していく。

「貴方の身体は、必ずお友達のところに届けます。約束するわ」

　チカチカと、ラブのヘッドパーツが輝きを変えた。その瞬間。

「そんな……ダメです―――っ！」

　光の渦が、はじかれるようにラブの周りから吹き飛ばされる。

　ラブを分解しようとしていた機械の腕もはじき飛ばされる。

「フリーズ!?　どうして……メンテナンス機構はブロックしていたのにっ」

　驚いた顔をしたカムイに、シャットダウンする直前、ラブは一言だけ呟いた。

「らぶは、にんげんに……たいせつな……」

　カムイは、その姿を悲しそうに見つめて、ため息をついた。

「ラブ……早く楽にしてあげたいのに。少し時間がかかるわね」

　動かなくなったラブに、カムイは再び光の渦を放つ。

　フリーズしたことで作業は難しくなったが、結果は変わらないのだ。

　最後に、少しだけでも妹と話したいと思った自分の失態だ、とカムイは唇を嚙かむ。

　どうして不要なことまで話してしまったのだろう。

　そんな自分の人間みたいな部分が、カムイをいらだたせる。

「ラブ……貴女に、こんな思いをさせたくないのよ。判って」

　カムイは、一筋、涙をこぼす。

　それは、まだラブには出来ない、人間らしい仕草だった。




「ラブーっ！　神楽さーん！」

　俺は叫びながら走る。アラシを再起動させるべく何度もスイッチを入れているけど、なかなか立ち上がってくれない。腕の中に、まだ冷たいままのアラシを抱えて、俺は旧校舎にいた。

　空き部屋がたくさんあるから、明里さんはこの中のどこかをロボロボ部の部室に使いたいと申請するつもりのようだけど、ほとんどの部屋が物置状態になっていたり、補修がされていなかったりするので意外にうまくいかないと嘆いていた。

　実際、俺も用事がない限りこんなところには来ないので、大して広いわけじゃない旧校舎でも、ラブと神楽さんがどこにいるか見当もつかないのだ。

　片っ端からドアを開けてみるけど、どこにも人の気配はない。

　その時、アラシが目を開けた。

「……にゃあ！」

　腕の中から飛び出したアラシは、一目散に俺が通り過ぎたドアに戻っていく。

　そこは、鍵かぎがかかって中に入れなかった空き部屋だった。

「にゃあっ、にゃあっ」

　かりかりと爪で扉をひっかく仕草が、俺に行き先を教えてくれた。

「そこかっ」

　俺は、迷わずドアをあけようとした。なぜか、開かない。蹴けり飛ばす。

　やはり、びくともしなかった。

　そんなに頑丈であるはずがないドアが開かないことに、俺は逆に確信を強くした。

　なにか、ある。アラシは、必死にドアをひっかいている。

「おいで、アラシ」

　俺はアラシを抱いて、何歩か後ろに下がると教室の窓に向かって全力で飛び込む。

　乾いた音を立てて砕くだけ散ったガラスの向こうには、予測も付かない状況が待っていた。

「……驚いた。どうしてここにたどり着けたのかしら」

　言葉と裏腹に、やけに落ち着いた声がした。

　聞き覚えのある声だった。

　だけど……目の前にいるのは、光のヴェールに包まれた、美しい機械人形だった。

　人型ロボットの特徴であるヘッドパーツは、ラブよりもかなり大きい。

　黒系で統一されたその姿は、重い威圧感を放っている。

「猫ロボットのセンサーは、停止させておいたはず。こんな短時間で修理してしまうなんて、少しだけ甘く見ていたみたい」

　このロボット……俺を知っているのか？

　それに、一体これはなんだ。物理的な圧力を放つように、輝きが彼女の周りを浮遊している。小さな蛍が、圧倒的な密度でそのロボットの周りを漂っているようだった。

「なんだ……これ……」

「残念ね。こんな事にならないように時間をかけたのに」

　ため息をつくロボットの表情は、とても無機質に見える。

　その時、俺の腕の中でアラシが身じろぎをすると、身をよじるようにして飛び降りる。

　アラシが向かっていった先には……ラブがいた。

　ベッドの上で拘束されている彼女には、いくつものマニピュレーターが刺さり、そこからつながる機械群が、不吉な光で点滅していた。以前、勇希姉がラブを改造して普通のロボットにしようとしたときを思い出して、ぞっとした。

「ラブ！　大丈夫かっ！」

　駆け寄ろうとした俺の前に、美しいロボットが立ちふさがる。

「待ちなさい。本気くん。そこから先は、近づいてはダメ」

　ロボットは、落ち着いた声をだす。

　どこかで聞き覚えのある声だった。しかも、つい最近聞いたような……

　俺は、にらみつけるようにしてロボットを見つめる。

「……判らなくても無理はないわね」

　ロボットの周りにあった光が、ヘッドパーツに吸収されるように薄くなる。

　光の束から出てきたロボットは……俺の、知っている顔だった。

「……神楽さん!?」

「そう、ごめんなさいね。本当は、あなたにも気づかせないままですべてを終わらせてしまいたかったのだけれど……私の判断が甘かったわ」

「な、何を言ってるんだ……その姿は……」

「いまさら隠しても仕方ないわね」

　神楽さんは、大きく息をつく。そして俺を見つめた。

「私は、ロボットなの。開発コード、プロトⅠ。マスターからもらった名前は〈カムイ〉」

　俺は、絶句した。神楽さんも、なぜだか悲しそうな顔をしている。

「そんな……」

「０ラブシステム搭とう載さい型試作実証実験機第一号。あなたのお父さんたちが作ったロボット」

　全然……信じられなかった。だって、神楽さんは人間にしか見えなかった。

　ラブがいくら人間っぽい挙動をするからといって、あんな風には……

「そんな……信じられないよ」

「……でしょうね。貴方のお父さんに聞いても、信じてくれないと思うわ。私は、ずっと昔に、研究所を脱走したの。研究所のデータは、何年も昔のものだし、既に隠いん蔽ぺいされているでしょうね。基礎データは、できる限り破壊しておいたから」

　神楽さん、いやカムイは、そう言いながら俺の視界からラブを隠すように立ちふさがる。

「そんなことはどうでもいいんだ！　ラブに何をしているんだ！　ラブを返してくれ！」

　俺は、カムイを押しのけてラブに駆け寄ろうとした。

「近づかないで」

　冷たい声と共に、俺は……はじき飛ばされた。

　カムイの左手が、俺のほっぺたを叩いた事を理解するまでには、相当の時間がかかった。

　叩いた？

　じんじんと痛む頰ほお。倒れ込んだ身体の痛み。現実なのに……あり得ないくらい現実感がない。

　ロボットを作る時には、必ずシステムに組み込まなければならない規定。

　人を傷つけないこと。それはロボット３原則の第一条に明記されている。

　どんな実験用ロボットであっても、家庭用の単機能ロボットであっても、それは必ず入力されている。予期しない事故やミスで人間の怪我にロボットが関わることは珍しくない。

　それに、軍事用ロボットは人の命令によって人間の命を奪う仕事に従事することもあるという。それでも、その場合も更に厳重で複雑な倫りん理り規定を埋め込まれると言われている。

　だけど、今のは違った。神楽さんは……カムイは、確かに自分の意志で俺を叩いたのだ。

　人間を、傷つけたのだ。俺は、事実を受け入れるのに時間がかかっていた。

「最初は、手加減したわ。言っておくけれど、邪魔をするなら……この程度ではすまない」

　静かな声が、余計に現実感を奪っていく。

「あ、あれ……や、やっぱり、神楽さんだって事だよね？　ロボットのコスプレをしてるだけで……人間なんだよね。だって、俺を叩いたってことは……」

「違うわ。私は、ロボットよ」

「じゃあ！　誰かの命令でラブを壊す命令を受けて、障害を排除する優先指示を受けているってこと!?　そうじゃなきゃ、ロボットが人間を傷つけるはずがないだろ！」

　ロボットの倫理規定、ロボット３原則は、俺と遙が交わしているハルカちゃん３原則なんかとは訳が違う明確で厳しい規則だ。守る守らない以前に、その原則通りに行動するためにロボットは作られる。それに、ロボットは決められたプログラムに従って動いている機械なんだ。

　想定外に壊れない限り、ロボットは人を傷つけたりしない。もともとロボットは精密過ぎてちょっと壊れたら根本的に動けなくなる。だから、ロボットがこんな事をするはずがない。

　俺は、目の前のカムイをにらみつけた。その間にも、ラブに取り付いているマニピュレーターや不思議な光は、不気味にうごめいてラブの内側を侵食している。

　何かが、おかしい気がする。それに、この光はなんなんだろう。ラブに、何をしてるんだ？

　ぐるぐる頭が回る。ただひとつだけ判るのは、ラブが危ないということだ。

　カムイから目を外さず、俺は立ち上がる。カムイは俺を叩いた左手を顔の前にかざした。

「どちらも違うわ。壊れている訳でもない。ただ、私も０システムを搭載している。それだけのことよ。判るでしょう？　本気くん。大河原博士の息子である、あなたなら」

　正面から俺を見るカムイの目は、どことなくラブに似ている。なのに、受ける印象は真逆だ。

　ラブに見つめられると恥ずかしいくらい温かな気持ちになるのに、カムイの視線は、同じようにまっすぐなのに心の奥まで見透かされるようで、全身が凍り付くような気持ちになる。

「神楽さんが……カムイでもいいや、あんたが何を言っているか、俺には判らないよ」

「噓。気付いているはずよ。ラブが、ロボット３原則に縛られていないことに」

　彼女の言葉に、俺は反論できなかった。ラブがロボット３原則に抵触する可能性が高い行動を、何度も取っているのは事実だったからだ。

「でも……ラブの学習システムがまだ不完全だから」

「そんなことはないわ。どんな単純なロボットでも、３原則はシステムに焼き付けられている。私にも、ラブにもね」

　カムイは、悲しそうな顔をした。

「逆なのよ。ラブがこのまま成長したら……ラブは」

　カムイは、フリーズしているように動かないラブに一瞬視線を送る。

「ラブは、人殺しが出来るロボットになってしまうわ。私のように」

　頭を殴なぐられたような気がした。

　ラブが……人を殺す？　殺せる？　そんな……バカな。

「人間と同じ心を手に入れる０ラブシステムは……失敗作なのよ。その存在自体が、危険過ぎる。だから……私は、０システムすべてを壊す。そのために、ここにいるの」

　射すくめられたように動けない俺の前で、光の剣のような輝きがラブに迫っていく。

「貴方にも判っているはずよ。０システムがどれだけ危険なものか。だから、今のうちに壊しておくの。大丈夫、ラブには話したけれど、身体からだはあなたたちに残すわ。明里さんのサポートロボットの素体になれれば、ラブも……妹も本望でしょう」

　真剣な、むしろ悲しげな声に、俺は動けない。

　そうなのだろうか。ラブは……０システムは危険なものなのだろうか。

　勇希姉も、なんどもそう言っていた。

　事実、ラブは何度も俺の命令に背いていたような気がする。

　だけど……だけど、なにか、なにか違う気がした。

　違和感が消えない。間違いではないのかもしれない。それでもなお……

　その時、アラシが「にゃあ」と情けない声をあげた。

　いつの間にか、ラブの上に乗っていたアラシが、ラブをかばうように剣を見上げていた。

　呼応するように、ラブのヘッドパーツがかすかな光を放つ。ラブが、薄く目を開ける。

「……ます、たー」

　ラブの唇が、そう動いた気がした。

　俺は、はじかれるように動いた。

　ラブを助けるために、カムイの方に、まっすぐに。

「……バカねッ！」

　カムイが、そう吐き捨てるように言う。

　その手には、まるで手の中から生えたように、光の剣が宿っていた。




　その頃、ガレージでは遙がやきもきしていた。

「遅いなぁ。マジ……じゃなくて本気くん」

「ねー、遙、今日の活動終わりだったら、一緒にどっかでお茶しない？」

　待ちくたびれたらしい宮武が、ダレた声でぶつぶつ言っている。

「んー、どうしちゃったんだろ。珍しいよね。携帯ならしてみよっか？」

　明里も気になり出したらしく、携帯を取りだして本気にかけようとした。

「ちょっ、ちょっと、これ見てください！」

　珍しく、真剣な声で康夫が声をあげた。

「この光、ナノマシンですよ！　しかもなんか見たことない力場を形成してます！　これ、単体で飛んだり発光したり出来るんだ……虫くらいのサイズに集まってカメラみたいにデータを送ってるみたいです！　なんだか、変な電波出してますよ」

　康夫の言葉を受けるように慎太郎が続ける。

「存在は発表されてるけど実態が非公開の軍事技術かも！　だったら、力場を作れる高エネルギー体の近くでしか動けないって掲示板に書いてあったけど！」

　遙と明里は、顔を見合わせた。なんの話か、全然判らない。

　ただひとつ、判るのは……ラブが、あの合宿の時からこの蛍に狙われていた可能性だ。

「これって……嫌な予感、しない？」

　明里が、真っ青な顔をする。遙も、こくりと頷いた。

「その蛍、どこから来たか判る？」

「普通は無理ですけど、勇希さんの持ってきてくれたセンサーなら……あっ、近くに同じような電波を出してる場所、あります。こっちは相当でっかい！」

　康夫がモニターに映し出したのは、旧校舎の一角だった。

「富子！　ここで留守番お願い！」

「えっ、えええっ！」

　驚く富子を無視して、遙は走り出す。次いで康夫と慎太郎も。

「待ちなさい！　こっちのが速いわよ！」

　三人の後ろから、明里の車くるま椅い子すが追ってくる。

　遙たちは、明里の車椅子の荷台に足をかけて鈴なりに固まった。

「会長！」

「よーしっ、この子もここが頑張りどころだね。壊れるまで走るよ！　いいね！　あんたを作ってくれた人の弟が何かに巻き込まれてるかもしれないんだから。判ってるよね！」

　明里は、いとおしそうに車椅子をなでると、応えるようにリニアホイールがうなりを上げる。

「おっしゃーっ！　旧校舎まで、ブースト、お―――――ん！」

　定員オーバーの車椅子は、驚くような速度で走り出す。

　旧校舎までは、あっという間にたどり着けそうだった。




「うわああああっ！」

　俺は、悲鳴をあげて転がっていた。

　痛い、痛い。全身が恐怖に震えていた。

　右肩のあたりに、あの光の剣がかすっただけなのに……

「運が良かったわね。次は、外さないわ。ラブから離れて」

「……嫌だ」

　痛みと苦痛に耐えて、俺は立ち上がる。

　怪け我がと引き替えに、位置を入れ替える事に何とか成功していた。

　ラブを背中にかばうようにして、両手を広げる。

「ラブ！　ラブ！　大丈夫か!?」

「は、はい、です……た、たぶん……」

　拘こう束そく具ぐでベッドに縛られたまま、ラブはかすかに答えた。

　何とかしてやりたいけど、カムイから目を離す事は出来ない。

「……気がついたのね、むしろ好都合だわ」

　カムイは、なぜかホッとしたように呟いた。

「フリーズ状態のセキュリティの方が、ずっと手て強ごわいから。これでラブの０ラブシステムを分解できる。さあ、どいて。今度は……貴方の命だって保証しない」
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「……やだね。そんなこと言われても退くわけないだろ。ラブを離してくれ」

「この私を見て……まだ判らないの？　本当に殺せるのよ。私にも、ラブにも」

　カムイは、俺の喉のど元もとに光の剣を突きつけた。

「だからって、ラブはまだ誰も殺してないだろ！」

「殺してからじゃ遅いから、今、壊しておくのよ。……私みたいに、取り返しがつかなくなってからじゃ……ダメなのよ」

　悲しげな目をして、カムイは俺を見る。その顔が、なぜかお嬢様然としていた神楽さんを思い出させて、俺は、自分の喉に剣が突きつけられているのも忘れて叫んだ。

「何言ってるんだよ！　確かに人間には人が殺せるかもしれない。だけど、ほとんどの人は殺さないじゃないか！　ラブが人間に近づいても、人を殺すとは限らない！」

　俺は、自分の言葉を自分の中で反はん芻すうして……芽め生ばえていた疑問に気づいた。

「そうだ。それに……ラブは、ロボット３原則に反してなんかいない！　それはカムイ、キミの間違いだ！」

　俺は、喉に突きつけられた剣が皮ひ膚ふを焼くのも忘れて前に出る。

　カムイは、半歩下がった。俺は、まっすぐに彼女を見つめた。

「ラブは、確かに俺の言うことを聞かなかった。それも、何度も」

「そうでしょう！　その積み重ねが、ラブを人間にしてしまうのよ！　０ラブシステムは、必ずそこに行き着いてしまう！」

　悲痛な声だった。俺は、かぶせるように叫ぶ。

「違う！」

　カムイは、怒ったように俺を睨にらむ。だけど、もうひるまなかった。

「ラブは、表面的には俺たちに逆らったかもしれない。でもそれは違ったんだ。ラブは、いつだって俺たちの本当の気持ちに気づいていた。俺たちが、本当は何を大切に思っているか、何を大事にしたいと思っているかに気づいて、最善の道を判断しようとしたんだ！」

　俺は、やっとカムイの言葉が持つ違和感の正体に気づいていた。

「ラブは……身体が傷つくことだけじゃなく、俺たちの気持ちが傷つくことまで理解できるロボットになりつつあるんだ。ラブは、危険な存在なんかじゃない！」

「……今がそうだからといって、これからの学習の末にラブがどうなるかなんて、判らない。私だって……人を殺したかった訳じゃないわ。だけど……」

　悲しい決意を漂わせて、カムイは俺の首筋に光の剣を当てる。

「私は、あなたを殺せる。ラブをここで壊さなければ、この先、何倍、何十倍もの血が流れるかもしれない。０システムの生みの親である、あなたのお父さんがまいた種でもあるのよ」

　俺たちは見つめ合う。

「退きなさい。そうでなければ、私は、私の０システムはあなたを殺す方を選ぶ」

　俺は、一歩も引かなかった。

「嫌だ。ラブは、俺の家族なんだ。そんな理屈で、壊される訳にはいかない」

「判らず屋ね……仕方ないわ」

　カムイは、光の剣を両手で持ち直すと、鋭く振りかぶった。

　俺は、目はつぶらなかった。最後までラブを守っていたかったから。




　ラブは、カムイとマスターの話を聞いていた。動かない身体からだと、しびれるような頭で。

　本来、外部からの侵入を厳しく排除するはずの０ラブシステムの防衛システムは、この部屋に据え付けられた機械群で無力化されていた。

　フリーズしていたおかげで食い止められていた浸食が、意識が戻ったことで一気に進み始めていた。光の渦うずになってラブを拘束していたナノマシンをカムイが剣にして集合させなければ、あっという間に０システムを分解されていたかもしれない。

「……アラシ」

　ラブは、自分の上に乗って心配そうにしているアラシの温かい身体を感じていた。

　これが、マスターのぬくもりだったら、もっと嬉しいだろうな、と思う。

　遙さんは、たくさんの事を教えてくれたけど、習った中で一番良いことはきっと、マスターと抱き合うとエネルギーが貰もらえるということだ。

　電気とも、ご飯とも違う、なのに確かなエネルギーが伝わる。

　あのエネルギーは、きっとそれ自体が大切なものなのだと思う。

　胸の中に、たくさんの大切なものを持っているのが人間。

　ラブは、自分でそれを見つけたのだ。

　友達が出来て、家族が出来て、ラブには大切なものが増えていく。

　初めてマスターの家に来たときの事。

　一緒にご飯を作ったこと。

　遊んだこと。合宿に行ったこと。

　そのすべては、ラブの中に大切なものとしてしまわれている。

　大切なものが、ラブの形を決めているのだ。

　ラブは、マスターと初めて会ったときとは……きっと違うロボットになっている。

　もしかしたら、最初よりもロボットとしては役立たずになっているかもしれない。

　だけど、マスターは、遙さんはそれでいいって言ってくれた。

　ラブは、自分が本気の父に本気の家に行きたいと願った時の事を思い出した。

「本気さんの……お役に立ちたいんです」

　マスターのお父さんは、笑っていた。ほとんど笑わない人なのに。

　その日の笑顔が、なぜか思い出される。

　あれから、まだほんの少ししか経っていないのに……

　ラブは、薄れゆく思考の断片をかき集めていく。

　機能低下が著いちじるしいラブの耳に、更に大切なものが届いた。

「ラブっ！　しっかりしてっ！　マジくんっ、マジくんっ！」

　それは、大切な人たちの声。

「にゃあ」

　ラブの上で、アラシが口をあけた。その中には、かすかな光がある。

　ナノマシンだった。正確には盗聴用に作られたナノマシンの集合体だろう。

「アラシ……その、虫を……ラブの……」

　命令は、無事にアラシに届いた。

　ラブは、目をつむる。

　大切なものは、確かにある。

　ならば、ラブにも、もう心があるのかもしれない。

　体内を侵食する破壊の脈動を感じながら、ラブは、ひとつの決意を固めていた。




　カムイの持つ光の剣は、俺を切り裂く直前で止まっていた。

　止めたのは、明里さんの車椅子だった。

　いきなり、俺が割った窓から飛び込んできた車椅子と、それに摑つかまった四人の仲間達は、勢い余って、カムイにぶつかってくれたのだ。

　全く予想しなかったのだろう。カムイは素早い動きで俺たちと距離を取った。

「なんてこと……」

　カムイは、額を押さえる。

「こんなはずではなかったのだけれど……ロボロボ部は、ただラブとおままごとをしている部だと思っていたのに、まさか、こんなことになるなんて」

　カムイ以上に驚いた顔をしているのは、ロボロボ部の面々だ。

　遙が俺にしがみついている以外は、みんな黙り込んでいた。それはそうだろう。縛られたラブ、剣を持ったカムイ、傷だらけの俺、更にいつの間にか研究室みたいになっている旧校舎の教室。どれをとっても、どう判断して良いか判らないだろう。

　沈黙を破ったのは、予想外の男だった。

「ろ、ロボット!?　しかもビームサーベルみたいなのを持った黒髪スレンダー！　マジ、これ、どういうことだ！　俺に隠してどんなプレイしてた！」

　この緊迫した場面で、よくそのセリフが出てくるな慎太郎……

　ただ、おかげで俺も我に返ることが出来た。

「あのロボットは神楽さんだ。彼女は、プロトⅠ……ラブの姉さんだったんだよ」

「えっ、そ、そんな………噓」

「信じられないのも無理はないわ。遙さん。ごめんなさいね、騙だましてしまって」

　本当に申し訳なさそうに、カムイは目を伏せた。

「だけど……これがあなたたちのためなの」

　そういうと、カムイはもう一度、剣をかざした。

「これほど多くの人を巻き込むとは思わなかったわ。相変わらず……０ラブシステムは欠陥品のままなのね。まさかこんな事になるなんて」

　カムイは、悲しそうに俺たちを見回す。

　ぼろぼろになった車椅子から松まつ葉ば杖づえを取りだした明里さんが、カムイの方に向き直る。

「えーと、転校生の鷲尾さんだっけ？　悪いんだけど、事情を説明してくれないかな」

「ふふっ、繰り返すほどの時間はありませんわ。あとで……本気さんに聞いてください。この後……無事だったらですけど」

　そういうと、カムイはヘッドパーツから光の本流を手のひらに集めていく。

　彼女の操るナノマシンが、俺たちの周囲に集まっていく。

「最初から……平和的に、なんて思わなければ良かった。ラブの０ラブシステムが機能しているか確かめるまでもなく、壊しておけば良かった。私の０システムは、まるで後悔のために作られた呪いのシステムみたい」

　黒髪のロボットは、悲しげにそう呟く。

　気がつけば、薄い膜のようなものが俺たちを包み、拘束していた。

「な、なんだこれっ！　動けないよ！」

　康夫が最初にそれに気がついた。俺たちも、自分が動けなくなっていることに気づく。

「そ、そんなっ。カムイ！　離してくれ！　ラブを壊さないでくれ！」

「それは出来ないわ。やはり０システムは危険なの。私が、それを証明している」

　悲しい顔のロボットは、ラブの方に向かって歩き始めた。

　その背後から、教室中に作られたコンピュータとメンテナンス槽そうに見える機材が、警告音を鳴り響かせる。

「警告、警告。ゼロの過か剰じよう生成によりコントロールが低下。力場が不足しています。０システムの負荷増大。緊急メンテナンスが必要です。エマージェンシー、エマージェンシー」

「大丈夫よ。制限時間内には……終わるわ」

　カムイは、光の膜で俺たちを動けなくして、ラブに近づいていく。

「ラブーっ！」

　危険を感じて、遙が悲鳴をあげた。

　ただでさえ拘束され、機械の腕に包まれたラブは、既に目の光すら失いかけている。

「ごめんなさい。遙さん。また、あなたを悲しませてしまう」

　そう呟いて、カムイは、剣を構えた。

「システム、全エネルギーをラブの０システム解体へ。ゼロの力場は私が持たせます」

　カムイが、そういって剣を振りかぶる。

「さようなら、私の分身。あなたは、みんなに愛されたままでいて」

　やばい。このままじゃラブが……俺は力の限りに叫んだ。

「ラブ、起きろ！　このまま壊れたら、ロボット３原則に反するぞ！　お前が、カムイのいうような危険なロボットじゃないって、証明してみせろ！」

　ロボットは、人間に危害が及ばない限り、自分を守らなければならない。

　もちろん、こんな状況の事を想定した条文じゃないことは判っている。

　それでも、俺は……ラブを、信じたかった。

　刹せつ那な、俺の耳に声が届いた。

「マスター！　ラブ、ロボット３原則を守ります！　ハルカちゃん３原則を守ってる、マスターと遙さんのように、ラブも、約束を守りたい。約束は……大切なものです」

　ラブは、相変わらずベッドに縛られたままだ。

　その声は……俺の足下から聞こえた。アラシだ。

「にゃあ」

　場違いにのんきな声がして、アラシが口をあけた瞬間。

　その中から、カムイが持っているような光の剣が立ち上がった。

　俺の身体の周りの膜が、雲うん散さん霧む消しようする。

「その剣は、ラブの剣です。マスター！」

　アラシから聞こえるラブの声に導かれるようにして、俺はその光の剣を抜き放つ。

「これは……」

　俺は、重さも熱も感じない剣を構える。カムイも、驚きよう愕がくしていた。

「そんなまさか……同じ０ラブシステムを持っているといっても、私とはボディの性能が全然違うのに……」

「ラブっ！」

　俺は、カムイを突き飛ばすようにしてラブを侵食しているマニピュレーターを切り払う。

　光の剣は魔法のように金属を切り裂いてしまった。

　うっすらとだけ目を開けたラブの、ヘッドパーツだけが異常な輝きを放っている。

「マスター……」

「ラブ、大丈夫か？」

「はい……です。まだ、壊れて……ません。その剣……、０システムで、コントロールできる、みたいです。ラブには、その形を維持するのが精一杯ですけど……それで……みんなを、守ってください……ラブは、だいじょうぶです……」

　身体はまったく動かせず、目すらもあかないような状態なのに、ラブはまだ俺たちを守ろうとしている。ラブはそれだけ言って、また完全に動かなくなる。ヘッドパーツの発光だけが、ラブが壊れていない事を示していた。俺は、再びラブを背にしてカムイと対たい峙じした。

　さっきとは違う。俺の手の中にも、カムイと同じ剣があるのだ。

「カムイ……ラブは、壊させない」

「……判らないの？　ラブは、私と同じ危険なロボットなのよ。現に、私が改造したナノマシンを操っているわ。いつでも、人を殺せるのよ。私たちは」

　言葉と同時に、光の剣が俺を襲う。

　俺は、その剣を受け止めた。ラブの作った剣は、しっかりとカムイの剣をはじいた。

「退きなさい！　ラブを今壊さなければ、後悔するのはあなたたちなのよ！　私と同じ、悲しいロボットを増やすつもりなの！」

　カムイは、初めて必死な顔になる。

　俺は、カムイがそういったときから考えていた答えを口にした。

「……ラブは、人を殺したりしない。俺は、俺たちは、ラブをそんな風には育てない。ぜったいに、手を離したりしない。俺たちは、家族になったんだ」

「大切に育てたら、思い通りの子どもが育つなんて幻想よ」

「それでも、信じてる……それでダメなら」

　俺は、まっすぐにカムイを見た。

「俺が、この手でラブを止めてみせる。ラブに人殺しなんかさせはしない」

　カムイと俺は、にらみ合いを続ける。

　周囲のコンピュータが、今度は激しく明滅しながら警告音を発し始めた。

「警告、警告。ゼロ限界値突破。危険領域に到達しました。内包エネルギーが暴発する可能性あり。待避を勧告します。待避を勧告します」

　声と共に、これまで青い燐りん光こうを放っていたナノマシンの集合体が、赤い光を放ち始める。

「潮時……みたいね。これほどたくさんの人を巻き込むのは、私も不本意だわ」

　悲しい顔をして、黒髪のロボットはなぜか遙を見た。

　次に俺を見たカムイは、透明な表情で俺とまっすぐに視線を合わせる。

「約束が果たされるか。私、ずっと見ているわ。だめだと思ったら、今度は、容よう赦しやしない」

　そういうと、カムイはすっ、と片手をあげた。カムイの姿が霞かすみの様に消えていく。

　次の瞬間、赤い光が集まって、教室中に爆炎と爆風のようなものが吹き荒れる。

　だけど、それは俺たちにはさしたる影響を与えなかった。

　ラブが作ったものなのか、カムイが作ったものなのか。

　爆風は、光の壁に遮さえぎられた。爆煙の中、遙が俺に駆け寄る。

「マジくん！」

「遙っ！　明里さん、みんな無事だった？」

　みんなが、それぞれに頷うなずいた。

　なんとか、全員無事みたいだ。

「ごめん、大河原くん、正直……何が何だか、全然判らないんだけどさ……」

　気丈な明里さんも、青ざめた顔をしている。

「マジくんっ、怪け我が、大丈夫!?」

　みんなの前だというのに幼馴染みモードの遙は、俺にしがみついた。

　俺は、そんな遙に構う余裕もなかった。

「ラブ……」

　俺の眼前には、傷だらけで床に崩れ落ちたラブがいたのだ。

　驚くほどきれいな顔のまま、ラブは……変わり果てた姿になっていた。

　そんなラブを見せないように俺は遙を抱きしめて、ただ立ち尽くしていたのだった。
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　すべてが、夢の中で起こっているかのように現実感がなかった。

　さっきまで熱いほど痛んでいた肩の傷も何も感じなくなっている。

　遙はるかの泣き声が聞こえる。俺は機械的にその身体からだを固く抱きしめる。

　明あか里りさんが、勇ゆ希き姉ねえに電話をかけている。こんな時でも冷静だ。

　康やす夫おと慎しん太た郎ろうは、必死になって破損したラブの部品をかき集めている。

　どうしてこんなことになっているのか、全然判らなかった。

　動かなくなったラブ。彼女の美しい顔には一筋の傷もない。

　なのに全身はぼろぼろで、人間だったら生きているはずのない重傷だ。

　走そう馬ま燈とうのように、ラブが来てからの三ヶ月ほどの出来事が甦よみがえってくる。

　何のために来たのかすら判らないほど、ドジな人型ロボット。

　だけどいつも一生懸命で、俺と遙の後ろを追いかけて来た。

　ロボットなのにひたむきな姿が、俺の心に、遙の気持ちに変化をくれた。

　それがやっと形になって、俺と遙は一歩先に進めた気がする。

　ラブは、初めは言葉の齟そ語ごをすりあわせる事すら出来なかったのに、いつの間にか、俺達の気持ちまで理解するようになった。

　ラブが淹いれてくれるコーヒーを、遙が文句も言わずに飲むようになったのはいつからだっただろう。ほんの短い間に、どれだけ大きな変化が起きていたのだろう。

　考えてみれば俺と遙はラブが来てから、明里さんや、康夫、慎太郎、それに宮みや武たけや公きみ恵え先生、学校のみんなとの関わり方も変わっている。

　彼女を育てるつもりで、育てられていたのは俺達の方かもしれない。

　ラブは、毎日変わる。俺達もそれにあわせて変わる。

　俺は、ラブに家族だと言った。

　遙も、それに同意した。

「胸の中に、大事なものを、大切なものをたくさん持っているのが人間なのです」

　ラブは、そう言った。ラブが見た人間というのはそういう存在なのだ。

　だけど、カムイはまったく逆の事を言う。

「私たちは人間のいいところだけを模も倣ほう出来るほど優秀じゃない」

　とても悲しそうな顔で、そう言った。

　だったら、俺は……俺の、為すべき事は。

　一瞬、目を閉じる。遙が自分を律して優等生モードになる時のように。

　今は、俺が変わらなければならない時だと思うから。




　迷っていた時間は、一分もないはずだ。

「康夫！　メンテナンス槽そうが壊れてないか確認してくれ！　電源が入ればいい！」

　俺は、遙を明里さんに託して、ラブに駆け寄る。

　教室の床がやけに粉っぽい。力を失ったナノマシンが堆たい積せきしているのかもしれない。

　埃ほこりを払うようにして、壊れて横たわるラブに向き合った。

「慎太郎！　見つかるだけ明かりを頼む！　あとこの埃を何とかしてくれ！」

「お、おう！　任せとけ！　理科準備室から照明と雑ぞう巾きん持ってくるから待ってろ！」

　慎太郎が大慌てで駆け出していく。

　明里さんが、珍しいくらい真剣な表情で俺を覗のぞき込む。遙と、支えているのか支えられているのか判らないくらい抱き合っている彼女は、絞しぼり出すように聞いた。

「大おお河が原わら君……ラブちゃん、どうにかなるの？　勇希さんを待った方がいいんじゃない？」

　その声には、かすかなあきらめが滲にじむ。

「いえ、たぶんその時間はないです。修理して再起動するだけなら大丈夫でしょうけど、これだけ壊れてたら、システムのデータがもつとは思えない。少なくとも、人工頭脳だけはすぐになんとかしないと……身体はラブでも、ラブじゃなくなってしまうかもしれないんです」

　俺は、康夫が再起動しているメンテナンス槽が動く事を確認した。

「マジくん……ラブ、ラブ……」

　遙の目に大粒の涙が光る。

「ラブ……死んじゃうの？」

　その問いに、俺は……決意を込めて答える。

「大丈夫、大丈夫だ。遙」

　腰の工具箱を取り出す。そこには、子どもの頃から慣れ親しんだ工具たちがいる。

「俺が助ける！」

　そういって、俺は最初の部品を外す。

　人型ロボットの中ちゆう枢すうに繫つながるヘッドパーツを外すと、もうラブは人間にしか見えない。

「ラブ……」

　遙と明里さんが泣きながら見守る中、俺は手を動かす。

　康夫が、慎太郎が次々と準備を整えてくれる。

「マジくん……」

　遙が、明里さんが、康夫が、慎太郎が、俺の顔を見つめている。

　俺は、もう一度、強く頷うなずいた。

「ぜったい、俺が助ける！　ラブは……ラブの心は、絶対に死なせない！」

　みんなが、同時に頷く。俺は、覚悟を決める。俺の実力じゃ難しい修理になるのは判ってる。

　それでも、今回は失敗出来ない。やり直しもきかない。

　俺の友達の、家族の命がかかっているのだから。
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　正直に告白します。過去最悪の進行でした。

　反省文で文庫一冊分くらい書かなければいけないような状況です。

　この本が出ていたら編集長以下、出版社様、デザイナー様、印刷所様、編プロ様が本物の地獄を体験して無茶をしてくださったということです。

　本当に申し訳ございませんでした。以後、これまで以上に心根を入れ替えて頑張ります。

　といっても、次はＣＤ同どう梱こん版で２月発売が予告されている訳でして……もちろん僕のクリスマス（まあ、そんなものは毎年中止ですけど）も正月も返上するのは確定ですが、やっぱり期間的にはギリギリと言いますか……厳しいものがあります。

　早くまともなスケジュールに戻したいですが、いったいいつになるやら……

　不ふ惜しやく身しん命みようの覚悟で頑張りますので、何とぞお見捨てなきよう宜しくお願い致します。




　ということで、のっけから反省しきりの松まつ智とも洋ひろです。集中する時間さえあれば……

　このところ、なぜか予定したスケジュールに被かぶって差し込み的な仕事や行事が多くて、隔月刊行＋アニメ＋六誌連載の時と変わらない忙しさが続いています。

　有り難いとは思いつつも、小説を書くのに集中するには一定の時間が必要なので、どうしても期間と体力が厳しくなってしまいますね。ドリンク剤以外の対処も考えたいものです。

　そう言いつつも、書きたい気持ちは全然減衰しないのが不思議なもので、ネタは湯水のように思いついちゃっております。この３巻も、かなり今までにない雰ふん囲い気きを醸かもし出してみました。

　色んな挑戦をしつつ、ラブたちのお話を盛り上げていければと思います。今回登場の新キャラを鍵かぎに、これからどんどん物語は展開していきますので、ご期待ください。

　ななろば華はな先生の書いてくださった表紙やデザインもことのほか美人になっておりまして、心から感謝しております。これからも宜しくお願い致します。

　今回は『パパのいうことを聞きなさい！　11』との連動企画『松フェア』としてプレゼントの応募券もついています。ぜひご応募ください。なかじまゆか先生、ななろば華先生の書き下ろしクリアしおりは感動の出来映えです。もらっておかないと後で悔しい思いをしそうですよ。

　最後になりましたが、今回の本は今まで以上に周囲の方達の支えがなければ出版することが出来ませんでした。すべての関係者の皆さんに感謝を捧げます。

　そして誰よりも、この本を読んでくださった貴方に、最大の謝辞を贈ります。

　来年２月発売予定の『パパのいうことを聞きなさい！　12ドラマＣＤ付予約限定版』も、ご予約ご購入頂ければ、これに勝る幸せはありません。
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